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ＣＯＮＴＥＮＴＳ




プロローグ

第一話　美人メイドと風呂場で子作り!?

幕間　皇女とメイドと

第二話　可愛い貴族令嬢の側室と子作り

第三話　皇女の母と皇女を子作り？

第四話　皇女の妹と子作り

第五話　人違いで妹メイドと子作り

第六話　美少女皇女と子作り

エピローグ

特別収録　真面目な護衛の女の子









プロローグ




「はじめまして、わたしはオルレアン帝国の皇女のフローラです。えっと……あのね、わたしと結婚してくれる？」

　銀髪碧眼の繊細そうな美少女が、俺にプロポーズの言葉を投げかけた。

　もし、日本で外国の美少女とお付き合いをしていて、結婚をせがまれたのなら、嬉しくもあったと思う。

　だけど、オルレアン帝国なんて聞いたことがない。

　それに、なぜ、俺のような普通のサラリーマンが、皇女様と対面しているのか。

　まるで西洋風の城のような広い空間だ。赤い絨毯と、飾り物の甲かつ冑ちゆう。

　そして、俺とフローラという少女は豪華なテーブルをはさみ、向かい合って座っていた。

　しかも、二人きり。

　状況がまったく呑み込めなかった。

　俺は二に階かい院いん一かず樹きという名前の普通の日本人だ。社会人四年目の二十六歳。

　その日も、俺は深夜までオフィスで働いて、会社を出たはずだ。

　ちなみにうちの会社は、給料は悪くないが、月に一〇〇時間超えの残業を平気で行わせるブラック企業だった……。

　帰りがけに煮干しラーメンを食べることだけを楽しみに、駅前の大通りに出て──。

　そうだ。

　そこで、俺は大型トラックに撥はねられたはずだ。

　なら、なぜ俺は生きているんだろう？

　俺は目の前の少女を見つめた。青い瞳が俺を見つめ返す。

　純白のドレスがとてもよく似合っていて、本当にお姫様のようだ。

　いや、皇女と名乗っているのだから、本当にお姫様なのかもしれないけれど。

　すらりとした美少女だけど、スタイル抜群で、大胆に開いたドレスの胸元から、その胸の大きさが見て取れる。

　ドレスのスカートのスリットからは、白く細い魅力的な脚がちらりと顔をのぞかせていた。

　俺は思わず目が釘付けになりそうになり、邪念を振り払う。

「えーと、ここはどこですか？」

　俺の間抜けな問いに、皇女フローラは柔らかく微笑む。銀色の長い髪がふわりと揺れた。

　思わず、俺はその美しい表情に見とれた。まるで女神のようだ。

「戸惑うのも当然だよね。二階院一樹さん。ここは、あなたにとっては異世界なの」

「異世界？　地球や日本とはまったく別の世界ということですか」

「あなたがいた世界が、地球や日本というなら、そのとおり。まったく別の世界、別の大陸の国だよ」

　そして、フローラは、オルレアン帝国が大陸西方に位置する大国であること、そして、自分が先代の皇帝の長女であることを告げた。

「あなたを呼び出したのは、わたしが使った召喚の魔法なの」

「ええと……」

　すぐには信じられない。俺が戸惑っているとフローラは、くすっと笑った。

　フローラは立ち上がり、ドレスの裾が翻ひるがえった。そして、指をパチンと鳴らす。

　すると、青い光とともに、小さな白い毛むくじゃらの生き物が現れた。

　日本では見たことのない生き物だ。プードルに翼が生えたような、愛らしい見た目をしている。

「今のがわたしの召喚魔法。信じてくれた？」

「手品ではなさそうですね」

「まだ疑っているんだ？」

　俺の言葉に、フローラは頬を膨らませた。

　第一印象よりも、子供っぽい表情が目立つ気がする。でも可愛い。

　フローラは魔法の杖のような木の棒を取り出す。

　そして、一振りする。

　すると、窓の外がピカッと光り、爆音が響いた。

　俺がびっくりしていると、フローラはいたずらっ子のように笑う。

「今のも魔法だよ。雷を生み出す系統のね。あっ、窓の外は誰もいない中庭だから、心配しないで」

　そう言われても、気になったので、俺は窓の外に目を向けてしまう。そこには……巨大な城があった。

　正確には、今俺がいる場所も含めて、巨大な城が広がっている。

　どうやら、魔法が存在することも、ここが異世界であることも認めないといけないようだ。

　だが、どうして俺が呼び出されたのか？

　俺の問いにフローラは顔を赤くした。

「最初に言ったでしょう？　異世界人のあなたには……わたしと結婚して……そ、その……わたしとたくさん子供を作ってほしいの」

　目の前の美少女は──皇女様は、俺と結婚してほしいと恥じらいながら言った。

　しかも、子作りまでしてほしい、なんて言っている。

　もちろん、こんな可愛い女の子とそういうことができると聞いて、喜ばない男はいない。

　けれど、あまりに話が飛躍している。

　なにか合理的な理由があるはずだ。

　俺は微笑んだ。

「どうして俺なんかと結婚するんですか？　俺は向こうの世界では、ただの庶民でした。皇女殿下と釣り合うような身分ではありません」

「ううん。それは、違うの。この世界では魔法を使うための魔力の量が身分を決めるの。異世界の人は、わたしたちこの世界の人間よりも、ずっと多くの魔力があるから……」

「そうすると、私も貴族と同じ扱いを受けられるということですか？」

　試しに俺は聞いてみた。この世界に貴族がいるのかはわからないが、見たところ、中世風の異世界だし、いてもおかしくない。

　実際、フローラは貴族が存在すると答えた。

　けれど、俺が貴族扱いされることはないともフローラは言う。

「だって、あなたには、皇帝になってもらうから」

「こ、皇帝……!?」

　さすがに俺はびっくりして、椅い子すから転げ落ちそうになった。

　どこの馬の骨ともわからない異世界人を呼び出して、皇帝にする。

　そんな帝国があるだろうか？

　フローラは俺の内心の動揺を見透かしたように、くすっと笑う。

「理由は三つあるの。一つ目は先代の皇帝、つまりわたしのお父様は、娘しか子供がいないまま、戦争で死んじゃったから、後継者がいないの」

「それなら──」

　フローラ自身が帝位につけばいいのでは？　と俺は言いかけ、名前を呼んでも許されるのか、ためらってしまう。

　フローラはそのことに気づいたのか、明るい笑みを浮かべた。

「フローラって呼んでくれていいよ」

「ありがとうございます。フローラさん自身が皇帝になるわけにはいかないのですか？」

「この国はね、男性優位の社会なの。女のわたしや、妹たちでは、皇帝になれない。だから、わたしと結婚して、あなたに皇帝になってほしいの」

「でも、他に貴族とか、他国の王子とか、ふさわしい人間がいるのではないでしょうか？」

「それはダメなの」

　フローラは、ふふっと笑った。なんだか、試されているような気がする。

　どうしてフローラが、他の男と結婚できないか、俺にもわかるはずだ。そうフローラは言いたそうだった。

　俺は少し考えてから言う。

「貴族や他国の王子だと権力を握られることになるからですね？」

「正解。大貴族がわたしと結婚したら、強い権力を握りすぎて、他の貴族と内乱を起こしちゃう」

「そして、他の国の王子を迎えたら、オルレアン帝国はその国に従わないといけなくなる、ということですね」

　フローラは朗らかにうなずいた。この少女は、無邪気に見えて、いろいろ考えているようだ。

　実力ある人間を皇帝とすれば、問題が起きる。

　だから、何の後ろ盾もしがらみもない異世界人の俺を選んだ。

　納得できる理由だ。

　フローラは指を立てて、「二つ目」とささやいた。

「この世界の人間は、魔力量をとても気にするの。だから、皇帝になるのは魔力量の多い人間でないといけない」

「ああ、だから、魔力量の多い俺が皇帝になるのは、都合が良いわけですね」

「それだけじゃないよ。未来の皇帝……つまり、わたしの血を引く子供も、魔力量がたくさんないといけないから……」

　フローラは、青い瞳でちらりと俺を見る。そして、顔を赤らめた。

　ああ、そういうことか。

　それで、フローラは俺に子作りをしてほしいなんて、言ったわけだ。

　魔力量が身分制の基礎となっていて、皇族や貴族が多くの魔力量を持っているなら、それは遺伝するのだろう。

　それなら、フローラは、魔力量の多い異世界人の俺の子を孕はらめば、次代の子も多くの魔力量を獲得できる。

　皇帝家は安泰というわけだ。

「でも、好きでもない相手と結婚して良いのですか？」

「皇女には……恋愛結婚の自由なんてないから」

　フローラは寂しそうに、そう言った。

　ここは日本ではない。中世風の社会だ。

　そして、その中でも、フローラは皇女だ。結婚の自由なんてあるわけがない。

　それでも、俺なんかと結婚していいのか、と思わなくもない。

　フローラはたぶん十代後半の少女で、俺は二十代半ばだから、歳も少し離れているし……。

　そんなことを考えていたら、立ったままのフローラがいたずらっぽく青い瞳を輝かせた。そして、座っている俺に近づき、上から覗き込んだ。

　ドレスの胸の谷間がちょうど正面に来る位置になり、俺はどきどきする。

　幼い顔立ちに比べて、身体はもう十分に大人というか、かなりグラマラスだった。

「三つ目の理由なんだけどね。わたし、あなたみたいなタイプの人、けっこう好きなの」

「え？」

「黒髪黒目の人って、この大陸ではほとんどいないから、みんな憧れているんだ。それに、がっしりした身体つきも、優しそうな雰囲気も、気に入ったの」

　フローラは冗談めかして、そんなことを言う。

　どこまで本気なのだろうか？

　フローラは俺の頬に手を当てた。びくっと震える俺に、フローラは「可愛い反応」と楽しそうにつぶやいた。

「貴族の男たちは、皇女のわたしでも見下している。わたしが……女の子だから。でも、あなたからは、全然そんな雰囲気を感じなかった」

　たしかに、俺は中世ではなく現代日本にいた。女性を露骨に見下したりもしないし、女性に優しくするのも当たり前だ。

　でも、この世界ではそうではないのかもしれない。

　フローラは窓の外に目を移す。そこには広大な庭園と、城があった。

「この国は戦争で無茶苦茶になっちゃった。農業も商業もダメになって、貴族たちはみんな帝国の言うことを聞かない。戦争で男の人がたくさん死んじゃったから、女性はみんな結婚相手に困っているし、新しい子供も増えない」

「大変な状況なんですね」

　聞いた限りだと、帝国といえども、その国力はかなり弱いもののようだった。

　フローラは、二十代半ばで、そんな国の皇族として国を率いる立場になったわけで、その苦労は計り知れない。

　フローラは、俺を振り向いた。窓の外からの風で、銀色の髪がふわりと揺れる。

「二階院一樹さん。あなたは向こうの世界で死に、わたしに召喚されたの。身勝手なお願いだってわかってる。でも……わたしと結婚して、皇帝になってほしいな」

　そして、フローラは頬を赤くしながら、片手でドレスの肩の布地をずらした。

　肩が露わとなり、もともとはだけていた胸元がさらに広がる。

　そして、胸を強調するように、俺にしなだれかかる。柔らかく大きな感触に、俺はどきりとする。

「わ、わたしには他の選択肢がないの。わたしの初めてをもらって、わたしを妊娠させて」

「で、でも、俺……私には皇帝になる資質なんてありません」

「政治はわたしが全部やるから大丈夫。あなたがしないといけないのは、わたしと側室の女の子との子作りだけだから」

「え？」

「だから、後宮でいくらでものんびりだらだらしてもらっていてもいいんだよ？」

　フローラは俺の耳元で、甘くささやいた。

　俺は──決断を迫られた。

　突然、異世界に呼び出され、美少女皇女に結婚を迫られる。

　しかも、俺のやらないといけないことは、子作り以外は何もないらしい。

　もともと強い権力を握られると困るという話だから、何もする必要がないというより、何もしない人が望ましいのだとは思うが。

「もし俺がこの結婚を断ったら、どうなります？」

「そのときは元の世界に帰してあげる……と言いたいところだけど」

　フローラは首をかしげ、ふわりと銀色の長い髪が肩に垂れかかる。

　そもそも俺は死んだはずだ。

　トラックに撥ねられて以降の記憶はないが、あれで生きているとは思えない。

「異世界人の召喚魔法は、異世界から命を失いかけている人を呼び出すの。魔力量の大きい人間は、召喚するのにも大きな魔力がいるんだけど……」

「死にかけているあいだは、魔力が弱まるんですか？」

「うん。それでも、何度も使えるような魔法じゃないよ。大変なの」

　どのくらい大変かピンと来ないが、そんなにホイホイと連れてこられるようなものでもないということだと思う。

「でも、俺はかなりの大怪我……というか死んでいてもおかしくなかったはずですが……」

　身体はピンピンしている。どこも痛いところすらない。

「異世界から召喚される際に、身体が霊体的な何かで入れ替わるみたい。だから、事故に遭ってても平気なの」

「そ、それは怖いですね……」

「魔法だもの。でも、こっちの世界では健康だから、わたしを問題なく妊娠させられるよ」

　ふふっとフローラは笑うが、少し恥ずかしそうに頬を赤くしている。

　俺がフローラの夫になるという選択をすれば、たしかにそういう話になるかもしれない。

　フローラは言う。

「あなたがわたしと結婚したくないなら、この国で貴族として生きられるようにしてあげる」

「いいんですか？」

　話の流れから考えると、俺はかなり重要な存在のはずだ。

　俺がフローラと結婚しないとなれば、フローラは困ったことになる。

　けれど、フローラはうなずく。

「もともと身勝手な話だもの。いきなり呼び出して結婚してほしいなんてお願い、強制はできないよ」

「でも、フローラさんは『他の選択肢がない』と言っていましたね」

「うん。あなたが結婚してくれないと、わたしは困ったことになるの。大貴族と結婚したら、権力を奪われて、子供を産ませる道具みたいに扱われるかもしれない。外国の王子と結婚すれば、連れ去られて監禁されるかも」

「そ、そんな……」

　男性優位の世界だと聞いてはいたが、予想以上だ。戦争の影響で皇帝家の力が弱いというのも、フローラの弱点なのだろう。

　だとすれば、俺がフローラの夫を引き受ければ、俺も命の危険があるかもしれない。

　けれど、フローラの青い目に涙が溜まっているのを見て、そんな考えは吹き飛んだ。

「男の人たちは、わたしに子供を産ませることしか考えていないの。皇帝家の血を引いた、自分の子供が必要だから、わたしと結婚したいと思っているの。だからね……子供を産んだら、わたしは用済みだから、きっと殺されちゃう」

　そして、フローラは俺にしがみつき、そして、震える華きや奢しやな皇女様は、俺を上目遣いに見つめた。

「あなたには……わたしを救ってほしいの。あなただけが、わたしと結婚して、わたしを妊娠させることで……わたしを救うことができるから」

　自分よりずっと年下の少女に、涙目で「助けてほしい」と懇願されて、心を動かされない男はいないと思う。

　相手が銀髪碧眼の美少女皇女様なら、なおさらだ。

　しかも、「わたしを救えるのはあなただけ」とまで言われて、おまけに結婚して、妊娠させてほしいとも言われている。

　華奢な震える身体を、俺はそっと抱きしめる。

　そのすらりとした細身の身体は、とても温かった。

　フローラは俺を見上げる。俺はその青い瞳を見つめ返した。

「本当に俺なんかでいいんですか？　俺だって悪い男かもしれませんよ？」

「大丈夫。異世界の男の人たちは優しいって聞いているし……それに、さっきも言ったけど、あなたはきっと優しい人だってわかるから」

　日本にだって、ろくでもない男は大勢いた。でも、俺は違うつもりだ。

　目の前で震える少女を見捨てることはできない。

　それに、この皇女と結婚して後宮生活を送れるというのも魅力的だった。

　帝国が危険な状態になれば、俺の地位も怪しくなるが、それまでは俺は後宮で皇帝として生活できる。

　しかも、何の義務も負わない。フローラにとっては、俺が政治はせずとも子作りさえ行ってくれれば助かる、という話だった。

　そして、もしフローラが危険な目に遭いそうなときは、何もしなくていいと言われても、俺も力になろう。

　俺は心を決めた。

「わかりました。フローラさんと結婚します」

　フローラは、ぱっと顔を明るくした。

「わたしと子作りをしてくれるの？」

「そ、そういうことになりますが……」

　あまりはっきりと言われると恥ずかしい。

　腕の中のフローラは、いたずらっぽい笑みを浮かべると、俺に胸を密着させた。

　その柔らかくて大きな感触に、俺はどきりとする。

「わたしのおっぱいから、あなたの子供に母乳をあげることになるんだよね？」

「気が早くないですか……？」

「きっとすぐだよ。あなたがわたしを妊娠させてくれるの、楽しみにしてる」

　妊娠させる、というのは、そういうことをするということで。

　俺は目の前の美少女をベッドの上で裸にするところを想像して、どきどきした。

　フローラはご機嫌な表情でささやく。

「子供は何人がいいかな？　跡継ぎの男の子は必要だけど、女の子もほしいよね！」

「フローラさんの娘なら、すごく可愛いでしょうね」

　俺が思わずそう言うと、フローラはきょとんとした表情になり、それから顔を赤くした。

「も、もうっ。それって、わたしも可愛いと思っているってこと？」

　予想外にフローラが動揺しているのを見て、俺はちょっとからかってみたくなった。

「フローラさんが可愛いと思ったから結婚することにしたんです」

「ふ、ふうん……そうなんだ」

　フローラは、言葉はそっけなかったけれど、満まん更ざらでもなさそうに、頬を緩めている。

　そして、フローラは俺の目を覗き込んだ。

「ね？　あなたはわたしの夫になるんだから、敬語はやめてほしいな」

「でも、フローラさんは皇女様ですし……」

「あなたは皇帝になるんだよ。わたしは皇帝であるあなたにご奉仕する妃きさきなんだから」

　フローラはそう言って、微笑んだ。

　まあ、相手は年下の女の子だし。初対面とはいえ、フローラもこれだけくだけた言葉遣いなんだから、俺もそれに合わせて悪いことはないだろう。

「わかったよ、フローラさん」

「さん付けもいらないよ？」

「ごめん。俺がその方が呼びやすいから」

「ふうん」

　フローラは首をかしげた。

　もちろん、いきなり呼び捨てに抵抗感があり、恥ずかしいのも事実だ。

　だが、もう一つ俺には狙いがあった。

　この世界は男性優位で、女性は見下されている。

　皇女であるフローラですら、男たちは道具だとしか思っていないという。

　それなら──俺だけは、フローラと人間として接したい。一人の人間として尊重したい。

　異世界人の俺がフローラにしてあげられるのは、それだけだ。

「さん」を付けているのは、俺がフローラという少女と対等だという象徴のつもりだ。

　フローラがそんな俺の内心に気づいたかどうかはわからない。

　けれど、フローラはふわりと微笑んだ。

「それなら、わたしもあなたのことを『カズキさん』って呼んでいい？」

「もちろんです。……じゃなかった。もちろん、かまわないよ」

「良かった。カズキさん……か。きれいな名前だよね」

「そうでもないと思うけど」

「そうだよ。だって……わたしの夫となる人の名前だもの」

　そう言って、フローラはとびきりの素敵な笑顔でうなずいた。

　フローラは熱のこもった瞳で俺を見つめ、そして、ぽんと手を打った。

　そして、密着した状態の俺から離れ、一歩後ろに下がり、いたずらっぽく人差し指を立ててみせた。

「イチャイチャするまえに、これからのことを説明しないとね？」

「そうだね。俺は何をすればいい？」

「何もしなくていいんだよ？」

　フローラは微笑んだ。

　そうだった。

　俺は何かする義務を負わず、フローラの夫として子作りに専念すればいい。

　政治はフローラ自身が行うのだろう。だが、形だけとはいえ、男の皇帝が必要なのだ。

　それが俺だ。俺は存在するだけでフローラを救うことになる。

　一方の俺は、何もせずにだらだらのんびり暮らせばいい。

　とはいえ、まったく何もしなくていいということはないと思う。

「結婚式みたいなのはないの？」

「あ、カズキさん。結婚式したいんだ？　わたしも憧れなの。ウェディングドレスを着て、好きな人といつまでも一緒にいるのを誓うのって、ロマンチックだよね」

　どうやら、この世界も、地球と似たような結婚式の文化があるようだった。

　でも、「好きな人」という部分だけは、俺では期待に応えられないな、と思う。

　恋愛結婚の自由があれば、フローラみたいな可愛くて明るい少女なら、誰だって好きになってくれただろう。

　本当に好きな人と結婚することもできたかもしれない。

　フローラは、そんな俺の内心に気づいたのか、優しく微笑んだ。

「これから好きになっていけばいいんだよ」

「……そうだね。そのとおりだ」

「それに、わたし、カズキさんのこと、きっと大好きになれる気がしているの」

　フローラはふふっと楽しそうに、青い瞳を輝かせた。

　そうなればいいのだけれど。

　俺にとっても、フローラという少女のことは大事な存在となっていく気がする。

　フローラは見た目がストライク直球で好みの美少女だし、それ以上に、そのまっすぐな明るさが俺にはまぶしく、そして心地よく思えた。

　フローラは言葉を続ける。

「結婚式はね、来週に行う予定」

「来週!?　それはまたずいぶん……早いね」

「そうなの。普通だったら、皇女の結婚式は招待客も多いし、準備に時間をかけないといけないんだけど……」

「急がないといけない理由があるんだ」

　フローラは少し表情を暗くして、うつむいた。

　そして、言いづらそうに、小声で言う。

「時間が経つとね、カズキさんが皇帝になるのを、貴族や他の国が反対するかもしれないから。その前に、話を進めてしまいたいの」

「ああ、なるほど……」

「それに……そうしないと……わたしやわたしの妹をさらって……その……無理やり子供を作らせようって貴族もいるかもしれないし」

「え？」

「皇女と既成事実を作って、結婚してしまえば、自分が皇帝になれるって考える貴族もいるの。実際、そうされたら……わたしは……」

　フローラは消え入るような声になった。

　そうなれば、打つ手がなくなるということなんだろう。

　ここは現代日本ではなく、中世に近い世界だ。

　フローラを手籠めにして妊娠させてしまえば、その子供が皇位継承権を持つ。

　そして、無理やりフローラと結婚すれば、大貴族なら、その立場を利用して権力を握ることも可能なのだろう。

　俺は戦慄した。

「……そんなことは絶対にさせない！」

　俺が言うと、フローラはびっくりしたように俺を見つめた。

　そして、フローラはちょっと嬉しそうな顔をする。

「守ってくれるつもりなんだ？　ありがとう。でも、わたしにも親衛隊がいて、少なくともすぐに襲われたりはしないから、安心してほしいな」

　裏を返せば、今後の状況の変化次第では、フローラが誘拐され、手籠めにされる可能性もあるということだ。

　だからこそ結婚式を急ぐ必要がある。

「わたしを守ってくれるなら、いい方法があるの」

「それは？」

「わたしを妊娠させることだよ」

　フローラはさらりとそう言った。

　たしかに俺が妊娠させてしまえば、他の貴族たちも「フローラをさらって、既成事実を作る」なんてことはできなくなる。

　フローラは上目遣いに俺を見つめた。

　そして、顔を耳まで赤くする。

「だからね、今ここでわたしを押し倒して……子供を作ってくれてもいいんだよ？」

「で、でもそれは……」

「ベッドもあるし。それに……さっきから、わたしのことをエッチな目で見ているよね？」

「え!?」

「胸とか脚とか……」

　たしかにフローラのすらりとした身体は魅力的だった。チラチラ見ていたのを否定はできない。

　整っているけれど、幼い顔立ちに比べて胸は大きくて、ドレスが胸の谷間を強調している。

　そして、スカート部のスリットからは、白く細い脚が誘うように見えている。お尻も大きいし……。

　俺は改めてフローラをじっくり見てしまい、フローラはその視線に気づいたのか、慌てて手で胸と下腹部を隠した。

「ほら、やっぱり見てる……！」

「ご、ごめん」

「あ、謝らなくていいの。わたしを魅力的だって思ってくれたってことだし……むしろ嬉しいなって思うの」

　恥ずかしそうにフローラは言う。

　そして、そっと俺に近づき、俺の胸に手を置いた。

「カズキさんはわたしのご主人さまなんだから……わたしのおっぱいも、お尻も……触り放題なんだよ？」

「さ、触り放題ってことはないんじゃないの？」

　日本ではたとえ彼氏や夫であったとしても、女性の胸や尻をいきなり触ったら、ビンタされることもあると思う。

　関係性によるとは思うけれど、触り放題ということはなさそうだ。

　でも、フローラは首を横に振った。

「わたしはカズキさんになら何をされてもいいよ？　だから、わたしに早く子供を産ませてほしいな」

　フローラのささやきは、あまりにも魅力的だった。今すぐ、後ろのベッドにフローラを押し倒しても誰も文句は言わないわけだ。

　それでも、俺たちはまだ知り合ったばかりだ。

　ためらっていると、フローラが突然、俺のズボン……その股間のあたりをそっと撫でた。

　美少女の小さな手に触られて、どきりとする。

　フローラは顔を赤くしながらも、ふふっと笑う。

「カズキさんのも……大きくなってる」

　たしかにフローラの身体を見て、子作りをせがまれているうちに、俺は興奮してしまっていたようだった。

「ふ、フローラさん……やめてほしいな……」

「あっ、カズキさんってば照れてる！」

　くすくすとフローラは笑う。やめる気配はなくて、それどころか俺のズボンを脱がそうとする。

　ただ、異世界の服だからか、構造がわからなくて、上手く行かないらしい。

　俺はその隙にフローラを止めようとして……手がフローラの大きな胸の谷間に当たる。フローラは「あっ」と声を上げ、びくっと震えて目をつぶった。

　俺は誘惑に負けて、フローラを押し倒しかけた。でも、ふとあることを思い出す。

「あの……フローラさん？」

「な、なに？」

「結婚式前に、その……子供を作るようなことをするのって、本来的には認められているの？」

　フローラは、バツが悪そうに、えへへと笑みを浮かべた。

　やっぱりだ。

　おそらく教会の教えとかで、婚前の性交渉は禁止されているのだと思う。

　それがどこまで厳密かはわからない。

　ただの平民なら、破ってもいいようなルールなのかもしれない。

　それに、大貴族がフローラを手籠めにするような場合、結婚の前だったとしても、権力で正当化できるのだろう。

　でも、フローラは皇女で、俺には大貴族のような力はない。

　というわけで、即位前から問題になりそうなことはしない方が良さそうだ。フローラが妊娠したとしても、生まれた子供の後継者としての正当性が疑問視されることもあるかもしれない。

　俺がそう言うと、フローラは感心した様子だった。

「カズキさんって、頭の回転が速いんだね。それに慎重なんだ」

「そうでもないけどね。あと少しで、本当にフローラさんをベッドに押し倒すところだった」

「わたしが可愛いから？」

「そのとおり」

　俺が苦笑してうなずくと、フローラはふふっと笑った。

「結婚式までお預けだね。でも、楽しみにしてる」

　実のところ、俺にはもうひとつ引っかかるところがあった。

　それはフローラの年齢だ。

　俺がそれを尋ねると、フローラはくすっと笑う。

「女性に年齢を尋ねるのはマナー違反だよ」

「ご、ごめん」

「もうっ、冗談だよ。わたしは今月、十七歳になったばかりなの」

　そのぐらいの年齢だとは思っていたけれど、やっぱりか。日本なら女子高生だ。

　俺は二十六歳。九歳の歳の差だ。

　そして、現代日本なら、フローラみたいな年齢の子に何かすれば、捕まってしまう。

　いや、真剣な交際なら捕まるとは限らないけれど、そもそも大人と十代の少女の交際自体が白い目で見られる。

　俺が元いた世界の話をすると、フローラは驚いたように目を見開いた。

「カズキさんのいた世界って、変わってるね」

「そうかな」

「そうだよ。だって、十五歳とか十七歳の女の子って、もう身体は子供を産む準備ができているし、一番子供を産むのにぴったりな身体でしょう？」

　たしかにフローラの言うとおり、地球の現代医学でも、十代後半は妊娠適齢期なのだ。

　社会がそれを許さないだけで、体のことだけで考えれば、一番良い時期であるとすら言える。

　フローラの話によれば、この国では結婚も十代後半から二十代前半のうちにするようだ。

「でも、抵抗感があって……」

「あんなにわたしの身体をエッチな目で見ていたのに？」

「それはそうなんだけど、倫理的に……」

　俺が言いかけたとき、フローラが俺の唇を人差し指でふさいだ。

　その柔らかい感覚に、俺はどきりとする。

　唇に指をぴたりとくっつけたまま、フローラはささやく。

「カズキさんの世界ではいけないことだったのかもしれないけど、この世界の倫理では、何も問題がないことだよ？　それに、わたしの知ってるメイドの子は十三歳で結婚してお母さんになったし」

　そして、フローラはゆっくりと指を俺の唇から離した。

　そして、その指をぺろりと舐める。その仕草はあどけない子供のようでいながら妖艶で、俺はどきりとさせられた。

「カズキさんの味がする……」

　ドキドキする俺に、フローラが小さな赤い唇を俺の耳元に近づける。

「今度は、唇にちゃんとキスしたいな。でも、その前に……十七歳のわたしをちゃんと妊娠させるって、約束してくれる？」

「……そうだね。わかったよ。それが……フローラさんを救う方法になるんだから」

「それに、カズキさんも、わたしとそういうことをしたいと思っているんでしょう？」

　その問いにカズキは素直にうなずいた。否定しても仕方がないからだ。

　フローラは嬉しそうに笑うと、そっと唇をカズキの頬に触れさせた。

　ちゅっ、と柔らかい唇の感触がする。指よりも、魅力的な不思議な感触だった。

　フローラは柔らかく微笑んでいた。

「結婚式が待ち遠しいな。それが終われば……わたしは、カズキさんとエッチなことができるんだものね？」

「フローラさんもエッチなことをしたいって思ってるんだ」

「うん」

　フローラは恥ずかしそうにうなずいた。

　俺はくすっと笑う。

「エッチなことなら、結婚式を待たずにもできるよ」

「え？　でも、結婚式の後に子供を作らないといけないって言ったのはカズキさんだよ？」

「子作り以外なら、いいんじゃないかな」

　そして、俺は無防備なフローラを抱きしめ、そして少し強引に唇を重ねた。

　さっきからフローラは俺に積極的にアプローチしてくれている。

　俺も少しはお返しがしたい。

「あっ、んっ……」

　フローラは甘くあえぎ、俺のキスを受け入れていた。

　その小さな唇は甘い果実のような感触だった。

　やがて俺がキスを終えると、フローラは顔を真っ赤にして、ぽーっとした表情で俺をぼんやり見つめていた。

　俺は心配になって聞く。

「嫌だった？」

「ううん。違うの……すごく気持ちよくて」

　フローラは恥ずかしそうに、小声で言った。

　そして、俺を期待するように見上げ、そして微笑んだ。

「胸を触ってもらったり、お尻を触ってもらったり、それに子供を作るのも……きっととても気持ちいいんだろうなって、想像しちゃった。……きゃっ」

　俺はたまらなくなって、フローラの胸をドレスの上から撫でた。柔らかくて質感のある胸の感触が心地よい。

　これが俺のものになるのか……。

「か、カズキさん……あっダメ……」

　フローラが恥ずかしそうに声を上げる。俺はそのままフローラのドレスの上半身を脱がす。もともと肩の布地をずらしていたから簡単だった。

　フローラの胸、その桜色の突起が露わになる。それはとても美しく清純で……そして淫らだった。

　慌てて、フローラは両手で胸を隠す。けれど、俺が強引にフローラの手をどかしてしまう。

「いやっ」

「本当に嫌？」

「い、いやじゃないけど、びっくりしちゃって……あっ」

　フローラの手がどけられ、俺の手がフローラのむき出しの乳房にふれる。

　そのまま、俺はその胸の先端をきゅっきゅとつまんだ。

「ひゃうっ……カズキさん……胸ばかりいじめないで……」

「じゃあ、お尻も……」

「あうっ……」

「フローラさんって安産体型だよね」

「うん。だから……カズキさんの子供、たくさん産むの。あっ……♡」

　フローラは俺に下腹部も撫で回され、嬌声を上げるだけの存在となった。

　こうして、俺は異世界で美少女と婚約して、子供を作る約束をした。







第一話　美人メイドと風呂場で子作り!?




　一夜が明けた。

　といっても、結婚式まで、皇女のフローラと子作りはできない。

　あくまで、俺とフローラは婚約者ということになる。

　今は、まだ。

　王城の客室をあてがわれ、俺はそこで一人で眠ったのだ。

　窓からの朝日で、俺は目を覚ます。豪華な天蓋付きベッドはふかふかで寝心地も良かった。

　フローラは俺に何もしなくていいと言った。

　そして、俺に何もできることはない。元の世界に戻ることもできない。

　まあ、ゆっくりすることにしよう。

　ブラック企業に勤めていて、過労で死にそうだったのだから、今は二度寝をしても悪いことはないはずだ。

　そう思ったとき、部屋がノックされた。どうぞと返事をすると、一人のメイドの女性が部屋に入ってきた。

　まだ若い女性だ。

　フローラと年齢はそれほど変わらないんだと思う。

　淡い茶色の髪と、灰色の瞳が印象的な女の子だ。

　明るく華やかなフローラとは対象的な、クールで落ち着いた雰囲気の美しい女性だった。

　ただし、フローラよりもさらにスタイル抜群で、メイド服の上からでも、胸はメロンのように大きく、お尻ははち切れそうなほどの存在感があった。

　彼女は大きな胸に手を置くと、うやうやしく一礼した。大きな胸がたぷんと揺れて、俺はついちらりと見てしまった。

　一瞬だけだから、気づかれてはいないと思うけれど……。

「初めてお目にかかります。私はアイリスと申します」

「は、はじめまして……」

「カズキ様の専属メイドを拝命しました。これから、カズキ様のあらゆることをお世話しますので、何でもご命令ください」

「ありがとうございます。よろしくお願いします、アイリスさん」

　アイリスは整った顔に笑みを浮かべる。

「私はメイドですので、敬語は不要です。アイリスとお呼びください」

「あー、たしかに。そうだね、アイリス」

　この世界は身分制社会であり、これから俺は皇女の夫として、皇帝となる。

　つい日本の感覚で話してしまったが、皇帝がメイドに敬語を使うのは、まずいだろう。アイリスも困るに違いない。

「お風呂のご用意ができております」

「ああ、そうか。二度寝しようと思っていたけど、この世界では朝風呂の慣習があるんだ……」

　身を浄きよめて、皇帝としての服装に着替える、みたいな儀式があるのだろう。

　俺の言葉に、アイリスが頬を緩める。

「もちろん、カズキ様が二度寝をしたいということであれば、そうしていただいて問題ございません」

「いいの？」

「はい。カズキ様に『何もしないで、好きなようにしていていいよ』と約束したのは、フローラ殿下自身です。そうであるならば、全力でカズキ様の望むとおりにするのが、メイドの私の務めです」

「なるほどね、ありがとう。でも、せっかく用意してくれたから、お風呂には入ることにするよ」

　他人が用意した朝風呂に入るなんて、最高の贅沢だ。

　俺はいそいそと風呂に向かった。

　王城の大浴場の他に、客室付きの専用浴場も隣に設置されているらしい。

　さすが皇帝の城だ、と俺は感動する。

　服を脱いで風呂に入ると、そこは大理石の豪華な浴場だった。浴槽にはたっぷりとお湯が張られている。

　さらに印象的だったのは、日本の風呂場と同様のシャワーのようなものがあったことだ。

　どうやら魔法で動いているようだが、便利なものだと思う。

　俺がシャワーを使って体を流しはじめたとき、風呂場の扉が開いた。

「失礼いたします」

　そこにいたのは、メイドのアイリスだった。ただし、メイド服を着ていない……！

　身にまとっているのは、バスタオル一枚だけで、ほとんど裸だ。

　俺は慌てた。こっちはまったくの裸なのに。

「あ、アイリスさん。どうしたの？」

　俺の疑問に、アイリスは首をかしげた。

「お背中を流しに来たのですが……」

「いやっ、でも、知り合ったばかりの男に普通はそんなことはしないというか……」

「私はあらゆる面でカズキ様にご奉仕するように、フローラ殿下からご命令をいただいています」

「で、でも……」

「私は命令を遂行できないと、フローラ殿下に怒られてしまいますね」

　わざとらしく、困ったようにアイリスは言う。

　俺は仕方なくうなずいた。

　ここで俺が拒絶すれば、アイリスの立場は困ったものになるのかもしれない。

　俺は椅子に座り、アイリスが俺の後ろに立つ。そして……俺の背中に柔らかいものが当たった。

　この質感は……アイリスが胸を俺に押し当てている……！

「あ、アイリス!?」

「あら、このような方法で洗って差し上げると、殿方は喜ぶと聞いていたのですが」

「正しいけれど、間違っている……」

　アイリスはボディソープ、あるいはそれに近い油状のものを胸につけているようだった。バスタオルも脱いでいるのだろう。

　アイリスが胸を上下させると、俺の背中とこすれ、ぬるぬるとした感触がする。

「あっ、んんっ……」

　アイリスの熱い吐息が俺の耳元をくすぐった。

　背中でその柔らかさを感じながら、俺は頬が熱くなるのを感じた。

　いくらなんでも止めないといけない。

「アイリス……お、俺が困るから、やめてくれない？」

「お困りになるのですか？　あんなに私の胸を興味深そうに見ていたのに？」

　最初にチラ見したことは、バレていたらしい。

　だが、そういう問題ではない。

「お、俺も男だし……こんなことされたら、襲ってしまいそうになるよ」

「襲ってくださって問題ございませんよ」

「え？」

「むしろ、私はそのためにここにいるのですから。カズキ様のあらゆるお世話をするのが私の務めです。もちろん性欲処理も」

　相変わらず、アイリスは胸を動かして、俺の背中を洗っていた。互いの体がこすれるたびに、アイリスが「ああっ」と甘い声を上げる。

　俺はどきどきしながら、尋ねる。

「すべてのお世話っていっても、その……性欲処理なんて、メイドの仕事ではないと思うけど……」

　俺の言葉に、アイリスはぴたりと動きを止めた。胸の柔らかい感触が俺の背中から離れる。

　ほっとすると同時に、少し残念な気がする。

　だが、今度は、アイリスは俺の正面に回り込んだ。両手で胸と下腹部は隠しているが、扇情的なことに変わりはない。

　大きな胸が両手からこぼれそうになっている。

　アイリスは俺の前にひざまずき、俺を見上げた。

「カズキ様はこの世界の人間ではないのでしたね。殿方の専属メイドといえば、この世界では、妾めかけのことを指します」

　妾。つまり、正式な妻以外の愛人のことだ。

　そういうことだったのか。

　俺は天を仰いだ。

　アイリスはささやく。

「フローラ殿下との婚姻まで時間があります。そのあいだの欲求不満は、私を使って解消してくださればよろしいです」

「使うだなんて、そんな……道具みたいなことはしないよ」

「あなたは皇帝陛下になる方です。私のようなメイドなんて、たとえ殺しても何の罪にも問われないのですよ？　私を犯して孕ませたところで誰も問題視しません」

「仮にそうだとしても、俺の世界の倫理では許されないよ」

「でも、この世界では許されます」

「俺にはフローラさんという妻がいるんだ。浮気みたいなことはできない」

「妾は妻ではありません。カズキ様にとっては、私はただの奉仕者です。フローラ殿下と私の身分が違う以上、浮気も不倫も成立しません」

「だとしても、フローラさんがどう思うか……」

「そのフローラ様のご命令なのです」

　そうだとは思っていた。

　専属メイドを任命したのはフローラだろうし、そして、フローラもアイリスを俺の妾とするつもりで送り込んできたのだろう。

　だが、何のために？

「フローラ殿下は、カズキ様がなるべく快適に過ごせるようにお考えなのです。そして、この世界では妾の存在は当たり前ですし、皇帝とあれば、数十人の側室と数百人の妾を持っているものです」

　どうやら、側室と妾は区別されるらしい。おそらく側室は正妻ではないけれど、妻としての地位を持っている。出身も貴族の令嬢なのかもしれない。

　一方で、妾はそれよりも低い地位だと推測できる。おそらくメイドのアイリスのような庶民の女性で、男性優位の社会では性欲処理の道具として扱われるのだろう。

　だが、そんなことはさておき、俺の心は決まっている。

「俺は一夫一妻の国で育ったから、側室も妾もいらないよ」

「あら、殿方といえば、世の中の美女・美少女はみんな抱いて孕ませたいと思っているとばかり思っていましたが」

「まあ、そういう気持ちがあることは否定しないよ」

「なら、遠慮せず私を抱いてしまえばいいではありませんか。ちなみに私は処女で十九歳です。自分で言うのも変ですが、容姿も魅力的だと思うのですが……」

　そう言って、アイリスは首をかしげ、そして、大きな胸を隠していた手をどける。俺は慌てて視線をそらすが、アイリスはその乳房を正面から俺の胸板へとくっつけた。

　そして、微笑む。

「私ではご不満ですか？」

「そういう話ではないけど、アイリスは嫌じゃないの？　いくらフローラさんの命令だからって、出会ったばかりの男に、しかも妾として奉仕するなんて……」

　俺の言葉に、アイリスはあっけにとられた様子だった。

　そして、俺に胸をくっつけたまま、自分の身体に目を落とす。

「メイドなんかの気持ちを思いやるなんて、変わった方ですね。フローラ殿下が気に入られたのも、そういうところなのでしょうか」

「フローラさんが俺を気に入った？」

「はい。優しくてかっこよい人で良かったって、大層お喜びでした」

　そう言うとき、アイリスの表情が少し緩んだことに気づいた。

　俺はアイリスに聞いてみる。

「フローラさんには昔から仕えているの？」

「はい。殿下が子供の頃からお世話をしておりました。……私の幸せは、フローラ殿下の幸せと言っても過言ではありません」

　そう言うアイリスの表情は優しく、本当に幸せそうだった。

　そんな昔から仕えてくれているメイドを、どうしてフローラは俺の専属メイドにしようとしたのだろう？

「皇帝であるカズキ様は、いずれは側室や妾を持たないわけにはいきません。子孫を残すのは皇帝の義務ですから。フローラ殿下が、私を選んだのは、同じ夫を持つ最初の女性は、信頼できる相手が良いと仰おつしやってくださったのです」

「それで、アイリスを選んだわけか」

　ようやく納得できた。そういえば、フローラもさらりと側室の女の子とも子作りをしてね、と言っていた気がする。

　ただ、アイリスはメイドとはいえ、フローラにとって大事な人間らしい。なら、なおのこと、俺がこの場で手籠めにしたりするわけにはいかない。

「フローラさんやアイリスの気持ちは嬉しいよ。でも、今はまだ、側室や妾は本当にいらないんだよ」

「ですが……」

「フローラさんは、俺の好きなようにしていいと言ってくれた。もちろん皇帝の義務だってことはわかっているけれど、俺にはフローラさん一人で精一杯だし、あんな可愛い子がいるなら、それで十分なんだよ」

「で、でも、もし何もしなければ、私はフローラ殿下から叱られてしまいます」

　はじめて、アイリスは動揺した表情を見せた。

　俺に性的奉仕をするために来たのに、何もしなかったでは、アイリスも困ってしまうということらしい。

　アイリスは言う。

「知っての通り、この世界は男性優位の社会です。それは……先の戦争で男が大勢死に、男女比が大きく変化したことも理由なのです」

「へえ。そんなに人口差があるの？」

「男性は十人に一人です。つまり一夫一妻だとすれば、女性が九人いれば、八人は夫がいないということになります」

　俺は驚いた。皇帝や異世界人という以前に男であるというだけでも希少な存在らしい。

　アイリスは涙目になり、顔を赤くしていた。

　冷静でクールだった彼女が、必死な表情で俺を見つめる。

「殿方に抱かれることはとても貴重な機会なんです。お相手が皇帝陛下となればなおさらです。私がカズキ様の子供を妊娠すれば、ずっとフローラ様のお側でお仕えすることができます。ですから……一度でいいですから、私を抱いてくださいませんか」

　アイリスは必死で俺に頼み込む。

　なんだか俺が悪いことをしている気分になってくる。

　いや、実際にそうなのか。

　この世界の価値観でいえば、俺がアイリスを抱かないのは悪だ。

　フローラもアイリスもみんなが困ってしまう。そして、アイリスを抱くことに何のデメリットもない。

　あとは俺の気持ちだけだ。

　そして、目の前に裸の美女がいて、邪よこしまな思いを抱かないといえば、嘘になる。

　俺は立ち上がり、アイリスからそっと離れた。

　アイリスは拒絶されたと思ったのか、悲しそうな表情を浮かべる。

　だが、次の瞬間、俺の手はアイリスの腕をつかんでいた。そのまま強引に胸を隠す手をどける。

　アイリスは「あっ」と声を上げる。アイリスの美しい胸は俺の目の前にさらされていた。桜色の突起が目に眩しい。

　そのまま俺はアイリスの胸を揉みしだく。

「えっ、ひゃうっ……あっ」

　アイリスが甲高い可愛らしい声を上げた。俺の行動は予想外だったらしい。

　俺は気にせずアイリスの胸を弄んだ。

「何をされてもいいんじゃなかったの？」

「そうですけど……突然だったので……あうっ。や、やっぱり、私のことをエッチな目で見ていたんですね？　きゃあっ」

「男はみんな、けだものなんだよ。アイリスみたいな可愛い女の子を見たら、エッチなことをしたくなるに決まってる」

「か、可愛いですか……？　私が？」

「そうそう」

　俺の言葉に、アイリスはうろたえたようで、かあっと顔を赤くしている。

　最初のクールな面影はどこにもなく、一人の女の子になっていた。

　俺はアイリスにささやく。

「アイリスは俺なんかでいいの？」

「き、決まっています。だって……フローラ殿下が好きになられた方ですから。フローラ殿下が好きな方は、私も好きなんです」

　そう言って、アイリスは嬉しそうに微笑んだ。

　俺は覚悟を決めた。

　アイリスの唇を強引に奪う。

　抵抗せずにアイリスも受け入れていた。舌を絡めると、アイリスも舌を絡め返す。

「ちゅぷっ。あっ……んんっ」

　俺の舌がアイリスの舌を蹂じゆう躙りんする。

　アイリスがびくんと身体を跳ねさせ、そして大きな胸が揺れた。

　やがてキスを終えると、俺とアイリスの唇から唾液の糸が引く。

　うっとりとした表情でアイリスは、ぺたんとその場に座り込んだ。

　ちょうど目の前に、俺のペニスがある状態になる。

「か、カズキ様の……すごく大きくなってる……。これが私の……」
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「アイリスの中に入るんだよ」

「そ、そんな無理です……あっ」

　俺がアイリスの胸をさわさわと触ると、アイリスが甘くあえぐ。

「なら、まずは舌で舐めてみる？」

「わ、わかりました……ご奉仕します」

　アイリスは涙目で、たどたどしい舌使いで俺のものをぺろぺろと舐め始める。手でも俺の肉棒を刺激し始めた。

　さっきまでの強気な様子は消え、男のものに恐怖と期待を覚える処女がそこにはいた。

　アイリスのおかげで、ますます俺のペニスは大きくなっていく。びくびくと震えるそれを、アイリスは優しく包み込む。

「ちゅぷ……れろっ……気持ちいいですか？」

「見ればわかるんじゃない？」

　俺の言葉にアイリスは顔を赤くした。俺のものがアイリスの愛撫で怒張しているのは明らかだったからだ。

　しばらくして俺のものが限界まで大きくなり、そのまま暴発した。アイリスのきれいな顔に、白い欲望の証を撒き散らす。

　アイリスは白濁液まみれになり、呆ぼう然ぜんとした様子だった。指で顔の精液をすくい、ぺろりと舐める。

「これが……カズキ様の味……」

「いきなり顔にかけてごめん」

「いえ、とんでもございません！　むしろ貴重な子こ種だねをいただいてしまい、畏れ多いです。でも……これでは今日は子作りできませんね」

　アイリスはほっとしたような、残念なような複雑な表情を浮かべた。

　俺はくすりと笑う。

「そうともかぎらないさ」

「えっ？　あっ、いやあっ」

　俺はアイリスの肩に手を置き、強引に床に押し倒した。

　たわわな胸が揺れる。

　アイリスがうろたえた表情をした。

「待ってください！　さっきしたばかりだから、男の人のお〇んちんは小さくなっているはず……」

　そこまで言って、アイリスは絶句したようだった。なぜなら、俺のものはもう再び大きくなっていたからだ。

「望み通り、子作りしてあげるよ」

「で、でも、心の準備が……あああああああっ」

　待て、と言われても、俺はもう我慢ができなかった。誘ったのはアイリスの方だ。俺は強引に襲いかかろうとするが、アイリスは身体を起こすと、四つん這いで背を向けて逃げ出した。

　そこを俺は背後から捕まえる。というか胸を鷲わし掴づかみする形になった。

「ひんっ！　あっ、ああああんんっ」

　暴力的なほど大きな胸を俺は好き放題にまさぐる。俺がその桜色の突起をきゅっきゅっとつまむと、アイリスは「あっー！」と甘くあえいだ。

「ダメですっ！　ダメええええええっ」

　俺は大きくなったペニスを背後からアイリスの秘所にこすりつける。性器と性器がこすれて、アイリスは「ひゃうんっ!?」と嬌声を上げた。

「か、カズキ様のものが当たってる……！」

「次はこれがアイリスの中に入るんだよ」

「それは……」

「本当に嫌ならやめるけど？」

　俺の言葉に、アイリスは一瞬黙り、それから「子作り……してください」と小声で言った。

「それが私の役目ですから」

「無理をしなくてもいいよ。明日にしてもいい」

「無理なんかじゃありません！　これは私の望みで……あっ、あああああ!?　は、入ってくる……いたあああああああいっ♡」

　アイリスの返事の途中で俺は我慢できなくなってしまった。俺のペニスがアイリスの秘所を貫く。

「やっ、あああああああっ♡　ひうっ♡」

　アイリスは俺に蹂躙されるままになっていた。ずんと奥を突かれ、アイリスはびくんと身体を跳ねさせる。その拍子にメロンのように大きな胸がまるで晩ばん鐘しようのように揺れた。俺はその大きな胸もふたたび手に収め、乱暴に揉みしだきながら、アイリスを何度も突く。

　あえぎもだえるアイリスは、小さな声で尋ねる。

「わ、私の身体は……いかがですか？」

「とても気持ち良いよ」

「良かった……あっ、ん……奥、深いっ♡　……あああああんっ♡」

　俺のものが一段と大きくなる。それと同時に、アイリスも意図してか、無意識にか、自分から腰を振り始める。

　そろそろ限界だ。このままだとアイリスの中に出してしまう。抜こうかと思ったけれど、アイリスがそれを止める。

「抜いちゃダメですっ！」

「でも……妊娠しちゃうかもしれないよ？」

「あんっ、あああああんっ♡　いいんですっ、私はカズキ様の妾、性欲処理メイドなんですから……カズキ様のしたいようにしてくださいっ♡　あああああんっ♡　ダメっ、気持ち良すぎてっ……♡」

　俺にガンガンと遠慮なく子宮を突かれ、肌を朱色に染めたアイリスは、ただ快楽に歓喜の声を上げるだけの存在になっていた。

「それに……私はカズキ様の赤ちゃんがほしいですからっ。あっ……♡」

「本当にいいの？」

「はいっ！　私を孕ませてください！　熱くて白いのをいっぱい、私のメイドお〇んこに注いでくださいいいっ♡」

　アイリスが懇願するように言う。

　俺が限界に達したのもほぼ同時だった。俺のペニスがアイリスのなかに白い欲望の証をべっとりと撒き散らかす。アイリスは「カズキ様のが……いっぱい……♡」と歓喜の声を上げて、それを受け入れていた。

　しばらくして事が終わると、アイリスはぐったりとした様子で、裸の身体をうつ伏せに横たえていた。

「終わった……のですね」

　そう。そのはずだった。ところが、俺のものはまったく衰えた様子がなかった。

　一度はアイリスに顔射し、二度目はアイリスの子宮に注いだ直後だというのに、異世界に転移したせいだろうか。

　俺はアイリスの華奢な身体を抱き上げた。

　いわゆるお姫様抱っこだ。

「きゃっ。か、カズキ様……？」

　アイリスが可愛らしい声を上げる。

　俺はそのまま浴室を出て、アイリスを寝室へと連れ出す。そして、ベッドに投げ出してその上に馬乗りになった。

「か、カズキ様……も、もしかして」

「アイリスが可愛くて我慢できなくて」

「か、可愛い……。さっき、子作りのときの私も可愛かったですか？」

「もちろん。二回目は嫌？」

「い、いえ！　そんなことありません！　私の役目はカズキ様の子をなすことですし……それにカズキ様に、また可愛いと言っていただきたいですから」

　アイリスがふふっと微笑むのと同時に、俺はアイリスのお尻を触り、アイリスが「きゃっ。もうカズキ様……」と頬を膨らませる。

　そして、そのまま俺はアイリスに覆いかぶさる。

「顔が見えると……恥ずかしいですね」

「バックからの方が良い？」

　アイリスは首を横に振った。

「この方が子作りしているんだって実感できますから。あっ、ちゅぷっ……♡」

俺とアイリスはふたたび情熱的なキスをした。その後、俺はアイリスを何度も何度も抱いてしまった。気が付いたときには、アイリスは気を失い、そのスタイル抜群の身体を白濁液まみれにして投げ出していた。

　でも、そんなアイリスの表情は……幸せそうに笑みを浮かべている。

　俺はこの身体をこれからも好き放題にできるのだ。

　俺はアイリスが愛おしくなってそっと髪を撫で、キスをした。

　こうして、俺に専属メイドができた。







幕間　皇女とメイドと




　カズキさんが異世界からやってきて、二日が経った。

　わたしは──皇女フローラ・オルレアンは、自分の部屋にメイドのアイリスを呼び出していた。

　もちろん、わたしの夫となる人、つまりカズキさんのことを聞くためだ。カズキさんとうまくやっていくためにも、わたしの知らないカズキさんの一面を知る必要がある。

　カズキさんは素敵で、かっこよい人だ。

　この世界の貴族の男たちとは違う。

　貴族の男の人たちは、わたしのことを「子供を産ませる道具」としか思っていない。

　でも、カズキさんは……わたしを一人の人間として扱ってくれた。

　異世界からどんな人が来るか不安だったけれど、優しい人で本当に良かった。

　貴族の男たちの性奴隷になる未来しかなかったわたしが、カズキさんみたいな男の人と結婚できるのは本当に幸せだと思う。

　カズキさんの大きくて安心感のある胸板の感触を思い出し、わたしは頬が熱くなるのを感じた。

　でも、カズキさんはわたしだけを妻とするわけじゃない。たくさんの側室や妾を持つことになる。

　そして、メイドのアイリスは、一人目の専属メイド──妾として、カズキさんと早速子作りをしたようだった。

「……出会ってすぐに、アイリスはカズキさんとしちゃったんだ？」

「フローラ殿下が、そ、そういうご命令をなされましたからっ！」

　わたしの問いに、アイリスが慌てた表情で、恥じらいながら言い訳するように言う。

　わたしも、わかっている。

　アイリスを専属メイドに……つまり、カズキさんの妾にしたのは、わたしだ。

　男性優位で、男の少ないこの世界では、貴族や裕福な男の人はたくさんの側室や妾を持っていた。

　そうでないと社会は成立しないし、一人では生きていけない女の人たちを救っている面もある。

　そして、皇帝ともなれば、数百人もの美人の女の人を集める。

　偉い男の人が、たくさんの女性を自分のものとするのは、普通のこと。

　わたし自身、正妃ではなくて、側室の一人の娘だ。

　だから、カズキさんがたくさんの女性と関係を持つのは当然だし、そうしてもらう必要がある。

　できるだけ多く子供を作って、魔力量の多い皇族をたくさん残さないといけないから。

　理屈ではわかっている。

　だけど──。

「カズキさんとのエッチ、気持ちよかった？」

「はい。とっても……気持ちよかったです」

　顔を赤らめて、そう言うアイリスにわたしは複雑な感情を抱く。

　いつもはクールなアイリスが、こんな照れたような表情で、女の子らしい雰囲気なのは……きっとカズキさんとのエッチが本当に気持ちよかったんだと思う。

　アイリスはわたしが最も信頼しているメイドだ。

　身分は高くないけれど、幼い頃から一緒に育ってきた。

　お父様が……先代の皇帝が死んでしまって、誰も信用できないこの宮廷で、わたしの数少ない味方だ。

　だから、カズキさんの初めての妾には、アイリスになってほしかった。

　結婚式まで、わたしはカズキさんと子作りできないから、そのあいだ、カズキさんも……こ、困るだろうし。

　でも、実際にアイリスがカズキさんと子作りをしたと聞くと、なんだかもやもやした気分になる。

　アイリスはくすっと笑った。

「私なんかにヤキモチを焼かなくても、平気ですよ」

「や、ヤキモチなんて焼いてない！」

　わたしは言ってから、自分が感じていたのは嫉しつ妬となのだと気づく。

　皇女の身分という問題がなければ、わたしがカズキさんと一番初めに子作りできたはずなのに。

　というか、カズキさんって元いた世界で、奥さんとか恋人とかいたのかな……？

　もしいたら、わたしはやっぱりヤキモチを焼いてしまう。

　アイリスはそんなわたしの内心を見透かしたように、微笑む。

「カズキ様も、何の抵抗もなく、私に手を出したわけではありませんよ。もともとカズキ様の世界は一夫一妻だったようですし、私を抱いてもらうまでに、この世界のことをいろいろとご説明して説得する必要がありました」

「……そんなに熱心にカズキ様に抱いてもらおうとしたんだ？」

「ご命令でしたから」

　そう言うアイリスは頬を赤くした。

　きっとアイリスもカズキさんのことを気に入ったんだ。この世界では男の人は少ないし、カズキさんみたいな人と子作りできるなら、熱心になるに決まっている。

　すねそうになるわたしに、アイリスはささやく。

「カズキ様は『フローラ殿下に悪い』って何度も仰ってたんですよ？」

「え？」

「『俺にはフローラさんがいるから、他に側室や妾はいらない』って、はっきり仰ってました。私が懇願していなければ、きっとカズキ様は私を抱かず、フローラ殿下とだけ子作りをしようとしていたはずです」

「そ、そうなんだ……」

「フローラ殿下は、カズキ様に愛されているんですよ」

　本当に、そうなんだろうか？

　二つ年上のアイリスと比べると、わたしの身体はまだ未成熟だ。カズキさんには、十七歳は子供を産む適齢期と言ったけれど、アイリスの大人な身体ほど、わたしには魅力がないかもしれない。

　でも……カズキさんが、わたしさえいればいい、なんて言ってくれたのは……嬉しかった。

　そっか。

　女の子としてのわたしはカズキさんを独占したいんだ。

　でも、皇女としてのわたしには立場上、それはできない。

　カズキさんにはたくさんの女の子と子作りをしてもらう必要があるから。

　でも、そのなかで、わたしがカズキさんの一番になることはできる。アイリスよりも、他の側室や妾の子たちよりも、わたしが愛されたい。

　結婚式の後になれば、わたしも……カズキさんと子作りできるんだから。

　わたしはアイリスをまっすぐに見つめた。

「わたし、アイリスには負けないから。わたしが最初にカズキさんの子供を産むの」

「正妃となられるフローラ殿下と、専属メイドの私では身分が違いますから、最初から勝負は決まっています。ですが……最初に子供を産むという意味では、もしかしたら……」

　アイリスは急に下腹部のあたりを恥ずかしそうに押さえた。

　わたしは気になって尋ねる。

「えっと、カズキさんとは何回ぐらいエッチをしたの？」

　アイリスはわたしの耳元に口を近づけ、小声で告げた。

　わたしはその回数にびっくりする。

「そ、そんなにたくさん……!?」

「その……カズキさんは、一度私を抱いた後は、我慢できなくなってしまったみたいで……私がお世話をしているときは、いつ襲われるかわからないんです。カズキさんが朝、目を覚まされたら、私をベッドに引っ張り込まれますし、お食事をお持ちしたら私をそのまま押し倒されます。もちろんお風呂でご奉仕するときは子作りもセットですし、夜よ伽とぎもしっかり命じられますし、昨日はほとんど寝られていなくて……」

　わたしはカズキさんの元気さに驚く。

　異世界の人は、この世界に転移するときに、一度霊体化する。そのことで、普通の人よりも優れた健康的な肉体を手に入れるとは聞いていたけれど……。

　それだけの回数のエッチをしても疲れないなんて、本当にすごい。

　ただ、心配なのはアイリスの方の体力だ。

　アイリスが困ったような笑みを浮かべる。

「カズキさんとの子作りは気持ちいいですし、名誉なことなのですが、体力的には少しきついかもしれません……」

「アイリスって……カズキさんに寵ちよう愛あいされているね」

「寵愛だなんて、そんな……」

　アイリスが恥ずかしそうに言う。アイリスがカズキさんを気に入ったのと同じで、カズキさんもアイリスを気に入ったみたいだった。

　わたしはますますアイリスに対抗心を持ってしまう。

　わたしはメイド服の上からアイリスの胸を揉みしだいた。

「で、殿下……な、なにをっ!?」

「アイリスの身体って、いやらしくてエッチだものね。カズキさんも気に入るわけだよね♪」

「や、やめてくださいっ。殿下……あうっ」

　アイリスの胸って本当に柔らかくて触り心地がいい。男の人にとっては最高の身体だと思う。

　でも、今の状況だと、カズキさんの妾がアイリス一人では、身体が持たなさそうだ。アイリスはわたしの信頼するメイドだし、それに健康な身体で子供を産んでほしい。

　それに、アイリスにカズキさんを独占されるのも嫌だな、という思いもある。子供っぽい対抗心かもしれないけれど……。

　なら、新しい妾の子を選ばないといけない。

　わたしの手はアイリスの服の中に潜り込んだ。

「ひゃっ……」

　アイリスが可愛らしい悲鳴を上げ、顔を赤くして耐えている。

　このアイリスの大きな胸と対抗できるような、魅力的な女の子を、カズキさんの妾として用意する必要がある。

　わたしの妹も、カズキさんの側室にするつもりだけど、それはまだ早い。

　さて、どうしよう……？

　わたしは名案を思いついた。

　アイリスと対抗させるなら、アイリスとは違うタイプの子を選べばいい。

　つまり、幼くて無邪気な、可愛らしい貴族のお嬢様だ。

　わたしには、そんなロリっ子に心当たりがあった。







第二話　可愛い貴族令嬢の側室と子作り




　異世界に来てから三日目。

　俺はいつもどおり、自分の部屋のベッドで目を覚ました。豪華なベッドは三人でも四人でも寝られる大きさだ。

　そして、実際に、俺は一人の少女と今日は一緒に寝ている。

「お、おはようございます。カズキ様……」

　俺の専属メイドのアイリスが、ベッドに横たわり、俺の隣で、顔を赤くしていた。

　二人で一緒の毛布にくるまっている。その下はお互い薄い寝間着姿で、しかも密着していた。

　アイリスの大きな胸の感触に、俺は安心感を覚える。

　皇女フローラに約束されたとおり、今のところ、俺は何の義務もなく、毎日のんびりと生活している。

　フローラが俺を訪ねてきて楽しい時間を過ごしたり、贅沢な食事を味わったり。

　幸せだ。

　そして、それ以外のほとんどの時間は、アイリスとの子作りに充てられている。

　専属メイド、つまり俺の妾のアイリスは、俺に奉仕する立場にある。

　だから、アイリスはほとんどいつも俺のそばにいて、身の回りの世話を焼いてくれていた。

　同時に、俺がいつアイリスの身体を求めても、アイリスはその要求に応えてくれる。

　というより、アイリスの方から積極的に俺を喜ばせようとしてくれていた。

　フローラの命令とはいえ、アイリスもそれなりに俺のことを気に入ってくれているからだと思う。

「おはようのキス……してもいいですか？」

「もちろん。お願いしてもいい？」

　アイリスは嬉しそうに笑うと、甘えるように身を寄せ、そして俺に口づけをした。

　彼女の小さな唇は俺の唇を貪むさぼるように、熱心に奉仕していた。

「ちゅぷっ、あっ……んんっ」

　俺がアイリスの唇を舐めると、アイリスはびくんと震え、そして口を小さく開けた。

　その隙に俺の舌が強引にアイリスの口へと侵入し、アイリスの舌に絡め取られる。

「んっ、あっ……んんっー」

　甲高くくぐもった甘い声が、アイリスから漏れる。俺がアイリスの身体を抱きしめると、アイリスも俺にすがるように、俺を抱きしめ返した。

　やがて俺がアイリスの唇を解放すると、アイリスは荒い息遣いで、でも柔らかい表情で俺を見つめた。

「カズキ様ってとてもキスがお上手ですね」

「そう？」

「はい」

「なら、もう一度。今度は俺から……」

　俺がキスすると、アイリスはそれを従順に受け入れた。

　アイリスはとろけたような表情で、俺にしがみつく。

　もはや最初に会ったときのクールな面影はどこにもない。

　キスを終えると、アイリスはささやく。

「こうしていると、私とカズキ様はまるで恋人同士みたいですね」

「実際、恋人同士じゃない？」

　俺の言葉にアイリスはぱっと顔を輝かせ、でも、すぐに首を横に振った。

「わたしはただのメイドです。カズキ様は、わたしのご主人さまですから……」

「主人だからっていうだけの理由で、キスをしてエッチをしているの？」

「ち、違います。カズキ様に可愛がっていただけるのが嬉しくて……」

　そこまで言って、恥ずかしくなったのか、アイリスは黙ってしまった。

　俺は起き上がり、そして、ベッドの上のアイリスに覆いかぶさる。

　アイリスは「あっ」と小さく吐息をもらした。

　そして、俺はアイリスの胸を揉みしだいた。

「い、いけませんっ。こんな時間から子作りだなんて……そんな……」

「昨日もそうしたよね？」

「で、でも、私にもお仕事がありますし……」

「じゃあ、やめておく？」

　俺が聞くとアイリスは、うっと言葉に詰まり、ふるふると首を横に振った。

「やっぱり……気持ちよくしていただきたいです」

　俺はその言葉を合図に、アイリスの魅力的な身体に襲いかかろうとした。

　ところが、だ。

　そのとき、部屋の扉が開いた。

　入ってきたのは……皇女フローラだった。

　ベッドの上の俺とアイリスを見て、フローラは顔を赤くした。

　俺はアイリスを組み伏せて、そして、胸を触っていた。

　き、気まずい……。

　俺とアイリスは顔を見合わせ、そして慌てて互いから離れ、ベッドの上に正座する。

　フローラは俺たちを青い瞳で睨んでいた。

「新しい側室の子のことで相談があったんだけど……。二人とも、朝からお盛んだね……」

　フローラはいつもどおり、純白の白いドレスを着ていた。胸元が大胆に露出し、スカート部には深いスリットが入っていて、きれいな白い脚が太ふと腿ももまで見えている。

「昨日の夜もたっぷりエッチしたんでしょう？」

「で、殿下……えっと、その……は、はい……」

　アイリスが消え入りそうな声で、恥ずかしそうに答える。

「カズキさんに赤ちゃんの素もとをいっぱい注いでもらったんだ？」

「はい……」

「アイリスばっかりずるい！」

　フローラが子供のようにすねた表情を見せる。

　アイリスを俺の妾としたのは、フローラ自身だ。

　でも、ヤキモチを焼いてしまうらしい。

　正直、それだけ愛されているということで、俺としては嬉しいのだけれど。

　フローラはベッドの上のアイリスに近づくと、アイリスをじーっと見つめた。アイリスがびくっと震える。

「で、殿下……？」

「アイリスの身体って、本当にエッチだよね……」

「あっ、殿下、胸を触ったりしないでくださいっ。カズキ様も見てますっ。あうっ」

　フローラはアイリスの胸を両手で揉みしだきはじめた。

　俺がびっくりしているのを横目に、アイリスの胸が、薄い寝間着の上からフローラの手で弄もてあそばれ、形を変えていく。

「ふわああああっ、殿下……は、恥ずかしいです」

「カズキさんともっと恥ずかしいことをしたくせに」

「そ、そんなこと仰られても……あっ、服を脱がそうとしないでくださいっ」

　アイリスが身をよじって逃げようとするが、フローラは強引に服を脱がせようとする。

　二人の美少女がベッドの上でくんずほぐれつになっていて、アイリスの胸もフローラの胸もたぷんたぷんと揺れている。

　俺はその耽美的な光景に見とれたが、しばらくしてさすがにアイリスがかわいそうなので、やめることにした。

「フローラさん。アイリスが困っているからやめてあげてよ」

「あっ、カズキさんは、アイリスの味方するんだ」

　フローラはむうっと頬を膨らませたが、素直に俺の言うことを聞いた。アイリスがホッとした顔をしている。

　フローラはぎゅっと俺の服の袖をつかみ、うつむく。

「結婚式さえ終われば、わたしもカズキさんと子作りできるのに。わたしの方が絶対カズキさんを満足させられるのに」

　嫉妬するフローラに、俺は微笑ましくなる。

　俺はそっとフローラの銀色の髪を撫でた。

　びくっとフローラが震える。そして、俺を見上げた。

「カズキさん……？」

「不安にさせてごめん。結婚式が終わったら、すぐに──」

「わたしを妊娠させてくれる？」

　フローラは、くすっと笑った。

　その笑顔がとても可愛くて、俺はどきりとする。

　もちろんアイリスも美人なのだけれど、フローラにはアイリスと違った魅力がある。

　十七歳で顔立ちには幼い雰囲気がありながら、身体つきは大人びているギャップがたまらない。

　銀髪碧眼なのも神秘的で、異世界の皇女様という特別さを感じる。

　この美少女皇女様の身体を、俺は好き放題できるようになる。

　俺はこの場でフローラを押し倒したい欲求に駆られたが、そういうわけにはいかない。

　代わりに、俺はフローラの唇を強引に奪った。

「あっ……ちゅぷっ、んんっ……」

　フローラは甘くくぐもった声とともに、俺のキスを受け入れた。

　やがてキスを終えると、フローラは頬を赤く染めて、ぽーっとした表情で俺を見つめていた。

「カズキさん……」

「なに？」

「気持ちよかったの」

　フローラは嬉しそうな笑みを浮かべ、そして、俺にしなだれかかる。

「カズキさんの一番には、絶対にわたしがなるんだから」

　フローラは俺をしばらく愛おしそうに見つめ、そして、ぽんと手を打つ。

「新しい側室の子を紹介するために来たのに、忘れちゃうところだった」

　メイドのアイリスがベッドの上で、心配そうな顔で起き上がる。

「あ、新しい側室の方ですか……。その……私がいれば、フローラ殿下との結婚まで、カズキ様の夜のお世話は大丈夫だと思うのですが……」

「あっ、アイリスってば、カズキさんを独占するつもりなんだ？」

「そ、そう言うつもりはありませんが……」

「夜のお世話って言うけど、アイリスが奉仕しているのは夜だけじゃないでしょ？」

　フローラの言葉に、アイリスが顔を赤くする。

　そのとおりだけど、それは俺がアイリスを朝も昼も夜も求めてしまっているからだ。

「これはアイリスの身体のためでもあるんだよ？　精力絶倫なカズキさんのお相手を、アイリスが一人でしていたら、体力がもたなくなっちゃう」

「だ、大丈夫です。私一人でカズキ様を満足させてみせます」

「ね、アイリス。いつまでもアイリスがカズキ様を独占することはできないの。それは、わたしも同じ。カズキさんはたくさんの女の子たちを妊娠させないといけないんだから」

　フローラが諭すように言うと、アイリスはハッとして、こくりとうなずいた。

「申し訳ありません。勝手なことを申し上げました」

「ううん。いいの」

　フローラはにっこりと微笑んだ。

　もしかすると、フローラの本音としては、アイリスが俺を独占しているのが面白くないというのもあるのかもしれない。

　とはいえ、フローラの言うこともわかる。

「ごめん。たしかに俺がアイリスに負担をかけすぎていたよ」

「あ、謝らないでください、カズキ様。わ、私はこれからもいつでもカズキ様が必要なときにご奉仕できますし、そうすることが……私の喜びですから」

　アイリスはそう言うと、俺に甘えるようにしなだれかかった。その大きな胸を押し付けられ、俺はどきどきする。

　フローラの見ている前だから、少し背徳的な興奮がある。

　フローラはアイリスに嫉妬して不機嫌になるかと思いきや、「仕方ないなあ」と言って微笑んでいる。

　これから新しい側室が増えるのと、さっき俺がしたキスで、少し精神的な余裕ができたのかもしれない。

「それじゃ、入ってきていいよ。リディア」

　フローラの言葉とともに、部屋の扉がそっと開き、一人の少女が現れた。

　金髪金眼が印象的な小柄な可愛らしい子だった。ふわふわの装飾のついた、清楚なピンクのドレスを着ている。

　ただ、少女……といっても、フローラやアイリスのような、大人びて成熟した身体つきではなく、幼い雰囲気の子だった。

　胸も慎ましやかで、お尻も薄そうだ。

　まだ十三、四歳ぐらいなんじゃないだろうか。

　アイリスとは正反対なタイプだ。

　フローラは、えへんと自身満々に胸を張る。たぷんと白いドレスからこぼれそうな胸が揺れ、俺はついそちらを見てしまった。

「この子は伯爵令嬢のリディア。カズキさんの妾じゃなくて、正式な側室になる予定の子だよ」

「はい。はじめてお目にかかります、カズキ様。リディアのこと……可愛がってくださいね」

　そう言って、幼い少女は、俺のことを金色の瞳で、媚こびるように見つめた。

　俺はどきりとする。幼い身体と表情なのに、なぜか妖艶な魅力がある。

　いや、それより……。

「こ、こんな小さな子と……子作りするの!?」

「むむ、小さな子ではありません。リディアは立派なレディで、もう十三歳ですっ！」

　リディアは胸を張ってみせるが、フローラと違って、わずかな膨らみがあるのみだ。

　こんな幼い少女が俺に性的な奉仕をできるんだろうか？　俺は心配になったし、日本にいた頃の感覚でも抵抗がある。

　フローラはくすっと笑った。

「小さな子だからこそ、だよ」

「え？」

「カズキさんには、この世界の常識に馴な染じんでもらわないと。十三歳の女の子は、この世界では一人前の女性だし、結婚もできるし、子供だって産むんだから」

「で、でも……」

「もっと幼い子もカズキさんの側室になるかもしれないよ？　だから、まずはリディアで慣れてもらおうと思ったの」

　なるほど……。

　俺はリディアを押し倒し、子作りをするところを想像する。

　あんな小さな子が、俺の子供を孕むのか……。少し心配になる。

　俺が想像する以上に……皇帝のハーレムというのは大変そうで、同時に俺はちょっと興奮も覚えていた。




☆




　その日の夜、リディアが俺の寝所を訪れた。

　といっても、メイドのアイリスと一緒だ。

　幼いリディアのために、アイリスが奉仕の方法を教えてくれるのだという。

「でも、アイリスだって、数日前まで処女だったよね？」

「い、意地悪を仰らないでください。あっ、んんっ」

　俺とアイリス、リディアは風呂場にいた。

　夜伽の前に風呂場での奉仕をしている形だ。

　アイリスは裸で俺の背中に胸をこすりつけている。

　石鹸をつけて、ぬるぬるとした感触で、その大きな胸の柔らかさも楽しめた。

　アイリスの甘い吐息が俺の首筋にかかる。

「き、気持ちいいですか？」

「もちろん」

「良かったです」

　アイリスが嬉しそうに声をはずませ、ますます熱心に俺に胸で奉仕する。

　一方のリディアは緊張した様子で、顔を赤くして俺たちの様子を眺めていた。

　十三歳の女の子には刺激が強すぎるかもしれない。全裸のアイリスと違って、リディアは恥ずかしがってバスタオルを巻いたままだ。

　ドレスを着ていたときには気づかなかったが、意外とリディアにも胸はあった。ただ、そうはいっても、小さな膨らみであることに変わりはない。

　アイリスがリディアに言う。

「いいですか、リディアお嬢様。このように身体を使ってご奉仕すれば殿方はお喜びになるのです」

　と言って、アイリスは大きな胸を誇るように、俺の背中に密着させてたわませる。

　最高の気分ではあるけれど、リディアの幼い乳房ではこれは真似できない。

　ちらりとリディアを見ると、リディアは自分の胸をぺたぺたと触り、そして、むうっと頬を膨らませている。

　リディアは貴族の令嬢なので、俺の側室という立場になる。反面、メイドのアイリスは俺の妾だ。

　どちらも正妻ではないが、制度上の妻である側室と、性欲処理の道具とされる妾では、側室の方が身分は上だ。

　だからかもしれないが、アイリスにはリディアに対する対抗心が見え隠れする。

　俺を独占する立場を奪われるという意味でも、アイリスはリディアのライバルだ。

　アイリスは俺の背中を胸で洗うのを終え、そして、自慢げにリディアに言う。

「もっとも、リディアお嬢様は、もう少し成長されてからでないと真似できないかもしれませんが」

「それ、あたしが幼児体型って言いたいの？」

「実際そうですから。ご無理をなさらず、カズキ様にご奉仕するのは、私におまかせいただいても──あうっ、ひゃっ、か、カズキ様」

　俺はアイリスの背後に回り、そして両手で後ろから胸を鷲掴みにした。

　そして、その柔らかい乳房の感触を手のひらで楽しむ。

「意地悪を言わないであげてよ。リディアも俺の側室になるんだからさ」

「も、申し訳ありません……あっ、んんっ、ダメっ」

　アイリスは身をよじって俺から逃れようとする。

　俺はアイリスの胸を解放する。

　アイリスがホッとしたのもつかの間、俺はアイリスの正面に回り込む。

　そして、ふたたびアイリスの胸を揉みしだいた。

「あっ……カズキ様って、本当におっぱいが好きですよね……ひゃうっ」

「胸だけじゃないよ」

　俺はそう言うと、アイリスの髪をそっと撫でた。

　アイリスはびくんと震える。俺がそのままアイリスを壁に押し付けると、アイリスの胸が揺れた。

「リディアにお手本を見せてあげるんだったよね？」

「えっ、でも、それはベッドの上で……ああああっ、か、カズキ様ぁ」

　俺は裸のアイリスを壁際に押し付け、熱く硬くなった自分のものを、アイリスの秘所に押し付ける。

　アイリスは抵抗しようと俺を手で押し戻そうとするが、女の力で敵うわけもない。

「こんなところでダメですっ……！　カズキ様、聞いてます？　ね、聞いていますよね……？　あっ、だめえええええええっ♡」

「うおっ、きついっ……」

　俺は強引に自分のもの挿入する。するとアイリスはびくんと身体を大きく跳ねさせた。

　あっさりとアイリスは俺のものを受け入れた。口では恥ずかしがっていても、待ち望んでいたらしい。

　俺はアイリスの唇も奪ってしまう。

「ちゅぷっ、あっ……んんっ♡」

　俺がアイリスの唇を舐め、そのままアイリスの舌を絡め取る。上の口も下の口も淫らな水音を立て、アイリスの身体はまるで男を誘うかのようだった。

　そして、アイリスは実際に俺に身体中を蹂躙されていた。キスを終えても相変わらず下の口には俺のものが突っ込まれているし、胸は好き放題に揉みしだかれている。

　そんなアイリスと俺をリディアは顔を赤くしながらも興味津しん々しんという様子で眺めていた。

「あうっ！　あああああっ♡　か、カズキ様……リディア様が見ています……」

「お手本を見せようと言ったのはアイリスだろ？」

「そうですけど……恥ずかしいです……あっ♡」

　俺はアイリスのほっそりとした腰を両手でつかむと、ずんと奥深くまで俺のペニスを突き入れる。立ったままだから、思ったより深くまで入ったのか、アイリスが「あっ、あひいっ」ととんでもない声を上げる。

　だがそれでもアイリスは腰を振り、大きな胸を余すことなく揺らしていた。

「カズキ様……もう少し優しくしてくださいませんか……？　ちょ、ちょっと激しすぎて……♡」

「ごめん。アイリスが可愛くて、つい」

「ちょ、調子の良いことばかりおっしゃってもダメなんですからね……？　あっ、もうっ……♡」

「他の要望なら聞くから」

「それなら、髪、撫でてください」

　甘えるようにアイリスが言う。俺がその言葉に応えると、アイリスは嬉しそうにした。こういう一面を見ると、アイリスもしっかり者のように見えて、甘えたがりな少女らしい一面もあるのだな、と思う。

「ところで、アイリス。リディアにお手本を教えるなら、口でも解説しないと」

「か、解説!?　あっ、ひゃう……♡　え、えっと……リディア様……殿方にご奉仕するには、このように腰を振って……あああああああっ♡　ダメ♡　カズキ様あああああああっ♡」

　結局、アイリスの言葉は、俺の攻めによってかき消えてしまった。だが、リディアは熱心にアイリスの様子を見ていたから、解説なんていらなかったかもしれない。

　やがて俺のものがさらに大きくなり、アイリスの中へと子種をべったりと注ぎ込む。アイリスは幸せそうにそれを受け入れて、ほっとしたような息をつく。だが、休ませるつもりはない。

　俺はアイリスを抱きかかえた。

「えっ……カズキ様……まさか……？」

「続きのお手本はベッドの上だね」

　俺はそのまま寝室に戻るとベッドの上に投げ出した。

「きゃあっ、あっ♡　カズキ様、ダメええええええっ♡」

　俺はそのままアイリスに覆いかぶさり、その後もベッドの上で繰り返し蹂躙する。そのスタイル抜群の裸体は白濁液まみれになった。

　何度かアイリスを抱いた後、アイリスはぐったりとしてしまう。

　リディアに意地悪をしたお仕置きのつもりだったのだけれど、さすがにちょっといじめすぎたかもしれない。

　もっとも、アイリスは肌を朱色に染めて、喜んで俺の子種を受け入れていたけれど……。

　異世界人だからか、俺の体力はかなり増強されているようで、何度やっても疲れないし、欲求も減らない。

　だからこそ、アイリスだけでは体力が持たないという話になったわけだけれど……。

　そのお相手が十三歳の幼女というのは、ちょっとハードルが高い。

　俺に散々弄ばれて、体力の尽きたアイリスは、ベッドの上で眠っていた。

　俺はその隣で椅子に腰掛けているリディアをちらりと見る。リディアも寝室へと移動し、ずっと真っ赤な顔で俺たちの子作りを見ていたらしい。

　リディアはびくっと震え、そして、俺を上目遣いに見る。

「次はあたしの番……ですよね？」

「まあ、そうだけどね。でも、無理はしなくてもいいよ。今日はアイリスにたっぷり奉仕してもらったし、最初は雰囲気に慣れるだけでもいいんじゃないかな」

　俺はリディアを気遣って、提案してみる。相手は十三歳の女の子だし、配慮が必要だ。

　でも、リディアはふるふると首を横に振った。

「いいえ。あたしはカズキ様にご奉仕するためにここに来たんです」

「でもね……」

　俺はバスタオル姿のリディアを上から下までじっくりと眺める。

　体に女の子らしい部分は出ているけれど、リディアはまだまだ幼い。

　そんな子を抱いていいんだろうか？

　フローラはそれがこの世界の常識だから、と言った。

　それに異議を唱えるつもりはない。

　けれど、リディアには俺の側室になる以外の選択肢もあったのではないかと気になってしまう。

　十七歳で大人びた身体つきのフローラはともかく、十三歳のリディアを本当に妊娠させたら、流産とかなんらかのリスクもある気がする。

　俺がそんなことを考えているとリディアは、じっと俺を金色の瞳で見つめた。

「カズキ様は、あたしみたいな小さな子じゃ嫌ですか？」

「小さな子って認めるんだ？」

「はい。アイリスさんと比べれば……あたしに魅力がないことはわかっています。でも、あたし、けっこう可愛いと思うんです！」

　たしかに、リディアだって美少女だ。

　金髪金眼の神秘的な美貌で、顔立ちは人形のように整っている。

　身体つきだって、女性的な部分もあるし、魅力がないということはない。

　リディアは目を伏せた。

「……あたしにはカズキ様にご奉仕する以外に存在価値はないんです」

「え？」

「あたしは子供が産めない身体なんです」

　リディアは寂しそうに、大人びた微笑みを浮かべた。

　リディアが子供を産めない身体？

　どういうことだろう？

　リディアは小さな身体を手で抱き、そしてうつむく。

「あたしのお母さんはお父様のお妾さんでした。メイドだったんですけど、お手つきになって、あたしを生んだんです」

　つまり、今の俺にとっての、アイリスと同じ立場ということだ。

　それがどうして子供を産めないという話になるのか？

「お母さんは妾だったけど、お父様には正妻の人よりずっと愛されていたんです。でも……正妻の女の人──貴族の女性は、あたしのお母さんに嫉妬しました。当然ですよね」

「それでどうなったの？」

「正妻の女の人は、妊娠したあたしのお母さんに呪いをかけました。生まれた子供は、子供を産めないという呪いです」

　歌うように、リディアは言う。

　呪い。通常だったら、そんなものは迷信だと笑い飛ばせるところだ。

　でも、この世界には魔法がある。

「生まれてきたあたしは……本当に子供を産めない身体になっていました。禁術の魔法でしたけど、本にもちゃんと載っているもので、効果は確かでしたから」

「でも、呪いを解く方法があったりするんじゃないの？」

「今のところ、見つかってはいないんです。……子供の産めない女の子なんて、誰も妻にしてくれません。お父様も、あたしなんかいらないって、屋敷から追い出して……このお城に引き取られました」

　そういうことか。

　ただでさえ、この世界は男が少ない。いくら伯爵令嬢とはいえども、子供が産めないという致命的な問題を抱えた少女を妻とする人間はいない。

　つまり、リディアは性的奉仕の道具にしかなれない。

　だからこそ、皇帝である俺の側室になれるというのが、リディアに残された唯一の道なんだと思う。

　リディアは金色の瞳で俺を見つめる。

「ですから、あたしが妊娠したときのことを心配しているのでしたら、心配しないで大丈夫です。どうせあたしは子供が産めないんですから」

「そっか……」

　フローラが、なぜリディアを最初の側室に選んだのか、わかった気がした。

　一つは、俺が幼いリディアを抱くことに、抵抗感を薄くするためだと思う。実際、妊娠しない相手なら、幼児体型でも出産のときの心配がなくなる。

　もう一つは、フローラの立場を脅かす心配がない。リディアは正式な側室だから、もしフローラより早く妊娠すれば、皇帝の後継者をめぐる問題になるのかもしれない。

　妾のアイリスが産む子より、貴族令嬢であるリディアの子の方が立場が強くなる可能性は想像できる。

　だけど、リディアは妊娠しないから、その恐れもない。

　あとは、フローラからしてみれば、自分より先に妊娠する女の子は、アイリスだけにしておきたかったのかもしれない。

　フローラのヤキモチの焼き方を見ていれば、きっとそうだ。

　リディアはバスタオル一枚の姿で、俺にそっとしがみつく。

　その小さな身体の温かさが伝わってくる。

「あたしはカズキ様の子供を産めません。あたしの小さな身体は、カズキ様のためだけにあるんです」

「それは……」

「あたしには居場所がないですから。伯爵家にも、この王城にも。フローラ殿下はあたしに親切にしてくれますけれど、あたしは何の役にも立っていません。でも……」

　俺の寵愛を受ければ、話は変わってくる。

　貴族の妾の子で、子供を産めないリディアも、脚光を浴びる可能性がある。

「あたしは、ずっとカッコいい男の人との恋愛にあこがれていたんです。でも……あたしはこんな身体だから、一生男の人に相手にされることもないし、男の人と結婚することなんてできないと思っていました。なのに、フローラ殿下は、あたしを、こんな素敵でカッコいい男の人の側室にしてくださったんです。だから、あたしに……恋を教えてください、カズキ様」

　リディアは俺をすがるように見つめた。

　俺は迷った。本当にこの孤独な少女を……俺の側室として押し倒してもいいんだろうか？

　リディアは、くすっと笑った。

「それに、妊娠できないことにも、良いことがあると思うんです」

「え？」

「アイリスも、フローラ殿下も、そのうち、きっとカズキ様の赤ちゃんができちゃいます。そうなったら、しばらくはカズキ様にご奉仕できません。でも……」

「そうか、リディアは……ずっと俺と……」

「エッチなことができます」

　自慢するように、リディアは小さな胸を張って、えへんと嬉しそうな表情を見せる。

「あたしは今十三歳ですから、二十年経っても三十三歳です。そのあいだ、あたしは毎日いつでも、カズキ様にご奉仕できます。カズキ様には、あたしの成長を身体で感じてほしいんです」

　リディアは、そして、身体を隠していたバスタオルを床に落とした。

　その小さく華奢な身体は、ちゃんと女の子らしい丸みを帯びていた。そして、その頬は真っ赤で、金色の瞳は潤んでいる。

　十三歳なのに、ちゃんと発情しているのだ。

　あと数年経てば、リディアは魅力的な大人の女性になっている。

　そして、俺は十三歳の幼いリディアも、成長した大人のリディアも抱く権利があるのだ。

　俺は……そっとリディアの小さな胸を、正面から撫でた。これから、この胸ももっともっと大きくなっていく。

　そして、そのリディアの時間を俺は独占できるのだ。

「あっ……カズキ様のエッチ」

　リディアは甘い声でささやく。

「あたしのおっぱい……きっと、これからカズキ様に毎日触られちゃうんですね♪」

　俺は微笑み、リディアの唇に優しく口づけをした。

　リディアは素直に俺を受け入れていた。

　そして、俺はリディアをベッドの上に押し倒し、馬乗りになった。

　リディアがぎゅっと目を閉じる。

「あたし……これから女の子になるんだ……」

「そうだね」

「あたしの十三歳の身体を……可愛がってください。あたしは、絶対にフローラ殿下やアイリスよりも、カズキ様のことを喜ばせることができるように、なってみせますから」

　そして、俺はリディアの幼い身体をそっと撫で、その薄い乳房を弄ぶ。

「んんっ」

　リディアは小さくあえぐ。小さな胸にもちゃんと桜色の乳首があって、それを俺はくりくりと指先でいじる。リディアは、びくんとその幼い身体を震わせた。

「か、カズキ様、やっぱり、おっぱい大好きなんですね」

「男はみんなそうだよ」

「あたしは……カズキ様以外の男の人は知りませんし、これからも知る予定はないですから。あっ……」

　小さな胸を揉みしだき、寄せてみる。谷間ができるほどの大きさはなくても、柔らかさは感じられる。

「あたしはカズキ様専用の……女なんです」

　リディアはそうささやいた。

「女というにはまだちょっと幼すぎるかな」

　良くて少女というところで、幼女にも見える。リディアは頬を膨らませた。

「なら、あたしを……カズキ様が女にしてください。あっ……もうっ、真面目な話をしてるのに、お尻を触っちゃダメですっ」

「ごめんごめん」

　リディアはお尻も薄く、十三歳の少女だと感じさせた。

　これから、こんな幼い少女を俺が「女」にするのだ。そう思うとたまらなく興奮して……。

　俺のものがいつのまにか、そそり立っていた。それを見て、「きゃっ」とリディアが悲鳴を上げる。

「お、大きい……」

「これが今からリディアの中に入るんだよ」

「これから、あたしたち、一つになるんですね」

　リディアはそうつぶやいた。一糸まとわぬ少女は、もはや完全に俺の支配下に置かれていた。俺はそのままリディアの秘所に自分のものをあてがう。

「いい……？」

「はい。あたしを少女から、女にしてください……」

　緊張した面おも持もちでリディアがうなずく。俺のペニスがリディアの性器の入り口にあてがわれる。ただ、リディアのあそこは小さすぎて、俺のものがすんなりとは入らない。

「んっ……」

　俺のものとリディアの幼いま〇こがこすれ、リディアがあえぐ。このまま一気に突き入れても良いのかもしれないが、それだとリディアが痛そうだ。

　俺はしばらく考えて、いったんリディアの身体から離れる。

「や、やめちゃうんですか!?」

「リディアに無理させることになりそうなら、それも選択肢だと思って」

「ダメです！　あたしは今、カズキ様の側室になりたいんです！」

　リディアは起き上がり、俺の腕をつかむ。裸の少女は真剣な眼差しで俺を見た。

「焦らなくても、機会はいつでもあるよ」

「カズキ様にとってはそうかもしれません。でも、あたしは違うんです。この王宮には他にも可愛い子はいっぱいいます。今日、抱かれなかったら、カズキ様はあたしのことなんて忘れちゃうに違いありません」

「自分の側室になりたいって言ってくれた女の子を忘れたりしないよ」

「でも、今、この瞬間、あたしはカズキ様の女になりたいんです……！」

「なら、どんなことをされてもいい？」

「は、はい……！」

　こくこくとリディアはうなずいた。その仕草も小さな子供みたいで可愛らしい。

　俺は身をかがめると、リディアの秘所を舌で舐めた。

「ひあっ!?　だ、ダメです、そんなところ舐めちゃ……あんっ」

「何をされてもいいって言ったよね？」

「そうですけど、そんなところ汚い……あ、ああんっ。恥ずかしいですっ」

　言葉とは裏腹にリディアの小さな秘所からは愛液がこぼれ落ちる。

「ひゃう!?　ああああああっ!?　やだ、あっー」

　リディアが真っ赤な顔でびくんびくんと反応する。今度はリディアの秘所を指でいじる。

「んんっ!?　ダメっ。そこ、指が入るところじゃないですっ」

「これからもっと大きいものが入るんだよ」

「えっ？」

　俺のペニスはさっきよりも大きくなっていた。リディアが恐怖と期待のまじった目で俺を見つめる。

　金色の瞳はまるで宝石のように美しく、純粋だった。

「これがあたしの中に……」

「挿いれるよ。痛いかもしれないけど、我慢してね？」

「こ、子供扱いしないでくださいっ！　あたしは大人のレディですから、痛くても我慢できます！」

「リディアはまだ子供だよ」

「違いますっ！　あたしは……あっ、ああああああっ!?」

　俺のペニスがリディアのきつすぎるま〇こに挿入される。

「これでリディアも大人だね」

「あっ、痛いっ、いたあああああああああああいっ♡」

　俺のものがリディアの初めてを奪った。秘所から血がベッドへと流れる。

　涙目のリディアが俺を上目遣いに見る。

　いまさらながら罪悪感が湧いてきた。十歳以上も年下の少女の純潔を奪うなんて。しかも、リディアは数多くいる側室の一人としてしか扱ってあげることはできない。

　そんな境遇の幼い子が、俺のペニスに貫かれ、半泣きになっている。

　だが……。

「あああああんっ……痛い、痛いですっ。でも……なんか変な感じがして……んんっ」

　そう言って、痛みを訴える少女に俺はかえって嗜し虐ぎやく心しんを刺激される。

　秘所に意識が集中しているリディアの唇を今度は強引に奪う。

「んんっ!?　ちゅぷっ……あっ……んんっ♡」
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　キスをされて、リディアはくぐもったあえぎ声しか上げられなくなる。

　そのあいだも俺は秘所をガンガンと突き、薄い胸の乳首も指先でいじる。

　口づけを終えると、リディアはとろけきった目で俺を見上げていた。

　痛みもだいぶ薄れたらしい。

「カズキ様!?」

　舌足らずに、甘えるように俺の名前を呼ぶ。

　その言葉で俺のものがますます大きくなる。一方、リディアもびくんと震える。

「ふわああああああああっ!?　奥、当たりすぎですううっ♡　あっ、あああんんっ♡」

「リディアも腰を振ると楽になるし、俺も気持ちよくなるよ」

「か、カズキ様のためなら……こ、こうですか？」

　リディアも俺に合わせて腰を振り出す。俺のペニスがリディアの奥に深々と刺さる。

「あんっ♡　あああああんっ♡　気持ちいいですっ！　気持ち良すぎて……おかしくなっちゃうっ♡」

「十三歳なのに、リディアは淫乱だね」

「い、淫乱でいいです！　だって、あたしは子供を産めないんです。カズキ様を喜ばせることしか、存在価値がないんですから。あっ♡　だからっ、もっといっぱい可愛がってくださいっ！」

　俺に正面から何度も突かれ、リディアはもう限界のようだった。そろそろ抜こうか……と思ったとき、リディアの背中にその小さな手を回した。

「抜いちゃダメですっ」

「でも……」

「いま、あたし……幸せなんです。ずっと必要とされてこなかったのに、カズキ様はあたしを求めてくれている。だから……」

「無理しちゃダメだよ、リディア」

「あたしのこと、壊してもいいですからっ！　あたしのぽんこつお〇んこに……子供を孕めないダメ子宮に、カズキ様のせーえきをたっぷり注いでくださいっ！　貴重な子種を今はあたしのためだけに使ってほしいんですっ」

　リディアは今、この瞬間、俺に求められることを望んでいる。なら、その願いに応えるべきだ。俺はリディアのひときわ奥深くを突く。

「あひんっ……♡　おほっあああああんっ♡　ひいんっ!?」

　幼いリディアがありえないような淫らな声を上げ、身体をのけぞらせる。同時に俺はリディアの中に白い欲望の証、精液をたっぷりと放った。

　彼女が妊娠できないとわかっていても、そんなこと関係ない。ただ、リディアを幸せにするためだけに俺のペニスは彼女の子宮を白濁液で汚けがすのだ。

「あああああんっ♡　熱いの……いっぱい……♡」

　リディアが幼い声で、嬉しそうな甘い声を上げる。その表情はどこか儚はかなげで……十三歳とは思えない、妖艶な雰囲気があった。

　目の前のリディアが愛おしい。

　リディアは幸せそうに俺を受け入れてくれた。俺が自分のものをリディアの秘所から引き抜くと、大量の精液がそこから溢れ出す。

「あたしも、これでカズキ様のものですね……あっ」

　幼い少女は、その華奢な裸体を仰向けにして、さらしていた。薄い胸が呼吸で上下する。俺は我慢できなくなって、ふたたびリディアに覆いかぶさる。

「きゃっ……カズキ様！」

　その後も、リディアはアイリスの真似をして、一生懸命俺に奉仕してくれていた。リディアはだいぶ無理をしていたから、配慮してあげた方がよかったのかもしれない。ただ、その様子が愛らしくて、つい俺は深夜まで何度もリディアを可愛がってしまう。

　何度目かの奉仕の後、気がついたときには、リディアは完全に体力が切れてしまったのか、ばたんと倒れてしまった。

　心配になった俺は、リディアの瞳を覗き込む。

「ごめん。大丈夫？」

「謝らないでください。それだけカズキ様が、あたしに熱心になってくれて……嬉しかったです。ちゃんとあたしでも、男の人を喜ばせられるんですね」

「もちろん。とても気持ちよかったよ」

　俺がそう言うと、リディアは「良かった」と微笑んだ。

「でも、まだまだ、あたしはカズキ様にご奉仕できます」

　そう言って、リディアはベッドの上で起き上がろうとしたが、腰が抜けてしまって、起き上がれないようだった。

「ううっ」

　涙目になるリディアの金色の髪をそっと撫でる。

　リディアはちょっとびっくりした表情をして、そして嬉しそうな顔をした。

「なんだかカズキ様……お父さんみたいです」

「え？」

「そ、その……あたし、お父さんにはあまり可愛がられたことがなくって……年上の男の人に優しくされるの、初めてですから……」

　リディアは妾の子で、しかも正妻から呪いをかけられるほど嫉妬されたと言っていた。

　伯爵家でも冷遇されていたのは想像できるし、父親の伯爵も、リディアに父親らしいことをしてこなかったんだろうな、と思う。

　それなら、俺が父親代わりになってもいいかもしれない。……実際には、夫なわけだけれど。

　俺は優しく微笑む。

「俺にならいくらでも甘えてくれていいよ」

　俺はぎゅっとリディアの小さな身体を抱きしめた。

　リディアの身体は小さいけれど、女の子らしい丸みがあって、とても心地よかった。

　リディアは俺にすがりつき、えへへと笑った。

「あと少し休めば、またカズキ様にご奉仕できると思うんです」

「無理しなくていいよ。今日は初めてだったわけだし」

「でも、あたしがしたいんです」

　リディアはそう言って、金色の瞳で俺を見つめた。

　そう言ってくれるのは嬉しいけれど、さすがに十三歳の女の子に負担をかけすぎたな、と思う。

　俺が疲れた、と言って眠ることを提案しよう。そうすれば、リディアも納得してくれるだろう。

　ところが、そうはならなかった。

　突然、俺は後ろから抱きしめられた。

　とても大きく柔らかい胸が俺の背中に当たる。

　こ、この大きさのおっぱいは……！

「ふうん。カズキ様は……小さな子も好みなんですね？」

「あ、アイリス……」

　俺に抱きついたのは、メイドのアイリスだった。

　リディアの前に俺に何度も抱かれて、疲れて眠っていたはずだけれど、いつのまにか復活したらしい。

　俺がアイリスを振り返ると、すぐにアイリスが俺の唇を奪った。

「ちゅぷっ、あっ……カズキ様……。今夜は寝かせませんからね？」

　キスを終えると、アイリスはジト目で俺を睨んだ。

　どうやら、アイリス以外の女の子を抱いたことで、すごく嫉妬しているらしい。

　俺が「あはは」と笑うと、アイリスはにっこりと笑い、そして、俺と一緒にベッドの上に倒れ込んだ。

　リディアが「あたしのカズキ様なのに……」と小さくつぶやく。

　リディアはリディアでヤキモチを焼いているみたいだけれど、リディアに休んでもらうためにも、アイリスに相手をしてもらうことにしよう。

　それに……リディアの幼く初うい々ういしい身体もいいけれど、アイリスの成熟したスタイル抜群の身体も魅力的なのだ。

　俺は押し倒したアイリスの胸を揉みしだく。

「あっ……もうっ、カズキ様っ」

　アイリスは言葉では俺をとがめつつも、嬉しそうだった。

　やっぱり、このアイリスの胸の触り心地は最高だ。

　結局、この日の俺はほとんど寝られなかった。







第三話　皇女の母と皇女を子作り？




「ちゅぷっ、あっ……おはようございます、カズキ様」

　次の日の朝、俺がベッドの上で目を覚ますと、裸の美少女が俺に奉仕していた。

　目の前で大きな胸がゆさゆさと揺れている。

　仰向けの俺の上にまたがっていたのは、メイドのアイリスだ。

　そして、アイリスは俺の唇や首筋に口づけをしていた。

「あ、アイリス……？」

「おはようのキスですよ？」

　アイリスは、ふふっと微笑んだ。

　そういえば、昨日はアイリスたちと愛し合っているうちに、疲れて眠ってしまったのだった。

　深夜までずっとアイリスたちに奉仕してもらっていたので、短い時間しか寝ていないけど、もう朝みたいだった。

　そういえば、リディアは……？

　突然、ぎゅっと横からリディアが割り込んできて、俺の唇を奪う。

「ん、ちゅっ……アイリスばかりずるいよ」

　リディアはその幼い身体を俺にひっつけ、奉仕しようと、アイリスと俺を奪い合う。

　アイリスも負けじと、リディアのキスが終わると、俺の唇に口づけをした。

　十九歳のスタイル抜群の美少女と、十三歳の可憐な美少女の二人が裸で俺を喜ばせようとしてくれている。

　朝からこんな堕落しきった生活でいいのだろうか、と思うけれど、俺の正妻……皇女フローラが許してくれたことでもある。

　アイリスとリディアは頬を赤く染め、二人とも発情しきった表情で、俺を見つめる。

「朝のご奉仕は、メイドの私からですよね？」

「そ、側室のあたしが最初の奉仕はするんだから」

　アイリスとリディアが互いを睨みバチバチと火花を散らす。

　俺はくすっと笑い、そして、右手でアイリスの大きな胸を、左手でリディアの小さな胸を撫でた。

「あっ……」「ひゃうっ」

　アイリスとリディアがそれぞれ可愛らしい声を上げる。

「二人同時に可愛がってあげるよ」

　俺は起き上がると、アイリスとリディアの二人を押し倒した。

　今度は俺が二人を組み敷く形になる。

　アイリスとリディアは俺を上目遣いに見つめ、そして、どきどきしているような表情になる。

　そして、俺は二人の美少女の身体に手を伸ばした。

　そこで、部屋の扉が開いた。

「……やっぱり、朝から女の子たちにご奉仕させてるんだね」

　部屋の入り口には、皇女フローラが露出度の高いドレス姿で、頬を赤くしながら、俺を睨んでいた。

　そして、その後ろに、美しい大人の女性がいた。

　銀髪碧眼の若く魅力的な女性だった。年齢は二十代後半ぐらいだろうか。

　黒いドレスはほとんど胸と下腹部しか隠せていない。リディア以上の大きな胸と安産体型の大きなお尻が、過激なほどはっきりと存在感を示していた。

　ふふっとその美女は笑った。

「お邪魔して申し訳ありません、カズキさん」

「いえ……」

　この女性はいったい誰だろう？　皇帝である俺を「様」ではなく「さん」付けで呼ぶのは、皇女のフローラだけなのに。

　フローラは困ったような表情を浮かべていた。

「この人はね、わたしの家族なの。だから、紹介しようと思って」

「フローラさんのお姉さん……？」

　フローラは首をふるふると横に振った。

　そして、小声で言う。

「この人は……先代の皇帝の側室。つまり、わたしのお母さんなの」

　黒いドレスの美女は、いたずらっぽく妖艶な笑みを浮かべた。

　ふ、フローラのお母さん？

　でも、それにしては若すぎるような……。

　黒ドレスの魅力的な美女は、三十歳になるかならないかというぐらいにしか見えない。

　彼女はにっこりと微笑んだ。

「はじめまして。私はフローラの母のユノと申します」

　彼女が頭を下げると、アイリスよりもさらに大きな胸が揺れる。

「ええと……」

　おいくつですか、なんて年齢を尋ねるわけにはいかない。

　でも、ユノさんは、察したようだった。

「私、今年でまだ二十九歳なんですよ」

「ということは……」

「フローラを産んだのは十二歳のときですね」

　衝撃を受ける。たしかに幼い少女が皇帝の側室になることもあると聞いていたが、目の前のユノさんは早ければ十一歳そこそこで皇帝に奉仕していたことになる。

　ユノさんは胸に手を当てた。

「先帝陛下は、幼い私をさらってきたんです。何もわからない小さな女の子だった私を、何度も何度も寵愛されて、妊娠してしまいました」

　さらりとユノさんは言う。

　そして、媚びるように俺を見つめた。

「でも、それによって殿方を喜ばせる方法を教え込まれましたから。……私も、ぎりぎりカズキさんの側室にもなれる年齢かしら？」

　ユノさんが、とんでもないことを言う。

　俺が顔を赤くすると、ユノさんはくすくすと笑う。

　フローラが慌てた様子になる。

「も、もうっ、お母さんってば、変なこと言わないでよ」

「あら、私、変なことを言ったかしら？」

「娘の夫に挨拶する母親はそんなこと言わないよ……」

「でも、先帝陛下は母娘で妃を寵愛することもあったでしょう？　母と娘が同じ日に出産なんてこともあったし。それに、この国では皇帝陛下の妃も再婚可能だし、私がカズキさんの側室になってもおかしくないわ」

　皇帝のハーレムは、本当に何でもありらしい。裸のアイリスとリディアは、何を思ったのか、俺を奪われまいとするように、両側から俺をぎゅっと抱きしめる。

　む、胸が当たっている……。

　でも、フローラはアイリスとリディアの様子どころではなく、自分の若い母親の発言に、顔を赤くしていた。

「と、ともかく！　カズキさんは、わたしのお母さんには絶対に手を出しちゃダメなんだからね!?」

「わ、わかっているよ」

　俺とフローラのやり取りを見て、ふふっとユノさんは笑った。

　しかし、たしかにユノさんが、フローラの母親じゃなくて、俺の側室だったら、手を出していたと思う。

　アイリスやリディアたちとは違った、妖艶な魅力がユノさんにはあった。

　処女だったアイリスやリディアと対照的に、ユノさんは幼い頃から前の皇帝に性的奉仕の方法を教え込まれていたという。

　俺はつい、ユノさんの胸を見つめてしまった。よく見ると、薄い布地のドレスからは乳首が少し透けている。

　あの胸を好き放題にできたら、と想像してしまう。

　そうしたら、フローラとユノさんの母娘を二人同時に妊娠させるなんてことも、ありうるわけだ。

　俺の視線に気づいたのか、ユノさんは頬を赤くして、そして、優しく俺に微笑みかけた。

　俺がユノさんの胸を見つめていることに、アイリスやリディアも気づいたようで、むうっと頬を膨らませている。

　フローラも、ジト目で俺を睨んだ。

「カズキさん……わたしのお母さんのこと、エッチな目で見てる……」

「み、見てないよ……」

　俺は口では否定してみせるが、実際、ユノさんの胸を見つめていたことに違いはなかった。

　といっても、こぼれ落ちそうなほどの巨乳を、乳首も透けるような大胆なドレスで見せつけられたら、目が行かないわけがない。

　ユノさんだけは楽しそうだった。

「あら、カズキさんは私の身体に興味津々だと思っていましたが」

　そう言って、ユノさんはベッドの俺に近づくと、上から覗き込むように身をかがめる。

　その拍子に大きな胸がぶるんと揺れる。俺が手を伸ばせば、届く位置に、ユノさんの乳房はあった。

　そして、わざとらしく両手で胸を押し上げる。

「本当に興味ありません？　触ってみたいなら、ご自由に触っていただいていいのですよ？」

「だ、大丈夫です……」

「このおっぱいで、私はフローラを育てたんです。それでも興味はないですか？」

　ユノさんは十二歳でフローラを生んで、そして、その母乳でフローラを育てたわけだ。

　当時は小さく幼かった胸で、必死にフローラに母乳を与えていたのだろう。

　それが今では、こんなに成熟して大きな胸になっている。

　そして、その胸で奉仕される先帝はもういない。

　俺がユノさんの身体に興味がないと言えば、嘘になる。

　手を伸ばせば、俺はユノさんの胸に触れられる。

　さすがに触ったら、フローラに怒られるかもしれないし、ユノさんが娘のために俺を試しているのかもしれない。

　俺は自重することにした。

「からかわないでください、ユノさん」

　けれどユノさんは、にっこりと笑い、そして、俺の手をつかみ、強引に俺の手を胸に押し当てた。

　俺はぎょっとし、ユノさんは微笑んだ。

「カズキさんは強情ですね」

　俺の手はユノさんの胸の上に重ねられていた。その大きな胸の柔らかさも、その中央の突起の感触も、伝わってくる。

　俺はうろたえた。

　予定外だ。さすがに、ユノさんの胸を触ったりするのはやめておこうと思ったのに。

　と考えていたら、フローラが顔を真っ赤にして俺とユノさんの間に割り込み、俺たちを引き離した。

「この人はわたしの夫になる人なんだから、お、お母さんには渡さないんだから！」

「あら、私なんかに対抗心を持ってくれているの？」

　くすくすとユノさんが笑う。

　フローラは恥ずかしそうに「もう……」とつぶやき、そして、決然とした様子で俺を青い瞳で見つめた。

「カズキさん……」

「な、なに？」

「お母さんのことをエッチな目で見たお仕置きをしようと思うの」

「お、お仕置き？」

「わ、わたしの胸を……触ってほしいな」

　フローラはそう言って、頬を赤く染めて、俺を上目遣いに見つめた。

　フローラは俺に胸を触ってほしいと言った。

　俺が……フローラの母のユノさんをエッチな目で見ていたことのお仕置き（？）だそうだ。

　フローラは恥じらうように目を伏せる。

「あのね、わたし、まだカズキさんとキスしかしていないよね」

「結婚式までは……子作りはできないからね」

「うん。でも……胸を触ったりするぐらいなら、大丈夫だと思うの。カズキさんがアイリスやお母さんのおっぱいに触って喜んでるのに、正妻のわたしだけ仲間はずれなんて、ずるいよ」

「い、いや、俺はユノさんの胸をわざと触ったわけじゃないし……」

「でも、アイリスの胸は毎日何度も揉みしだいているんでしょう？」

　俺の隣のアイリスをちらりと見ると、アイリスは顔を真っ赤にしてうつむいていた。

　たしかに、俺は毎日、アイリスに性的奉仕をしてもらっていて、胸を触ったり……子作りをしたりしているけれど。

　アイリスは恥ずかしそうにしながらも、小声で言う。

「わ、私は……カズキ様に胸を触っていただいているだけでなく、乳房でいろいろなご奉仕もしています」

　その声には、ちょっと自慢げな響きがあった。

　フローラは、むむっと頬を膨らませる。

「やっぱり、わたしもカズキさんにおっぱいを触ってもらうんだから！　そ、それにそのご奉仕も……やってみたいし」

　フローラは最後の方は消え入るような声だった。

　恥ずかしいんだろう。

　リディアが口をはさむ。

「それなら、五人で一緒にお風呂に入りませんか？」

「五人で？」

「あたし、フローラ殿下、アイリス、それにユノ様の四人で、誰が一番カズキさんを喜ばせることができるか、競争するんです！」

　フローラは顔を赤くし、ユノさんは目を瞬かせた。

「私も、ですか？」

　ユノさんが首をかしげて言う。

「お、お母さんは、だ、ダメなんだからっ！」

「あら、フローラったら、私に負けることを心配しているの？」

　ユノさんが朗らかに言う。

　煽られたフローラは、首を横に振る。

「お母さんに負けたりなんてしないもの！」

「なら、私が一緒にお風呂に入っても平気よね？」

「そ、それはそうだけれど……」

　結局、フローラはユノさんの言葉に流された。

　アイリスも賛成のようで、「朝のお風呂の用意は、別のメイドの子に頼んでおきましたから、準備はできていますよ」と微笑む。

　ほ、本当に四人でお風呂に入るのか……！

　十九歳のスタイル抜群メイドのアイリス、十三歳の幼く可憐な貴族令嬢のリディア、十七歳の美少女皇女フローラ、そしてその母で二十九歳の妖艶な美女のユノさん。

　この四人が同時に俺に奉仕してくれるのだという。

　アイリスは裸の胸を両手で隠しながら、ふふっと笑った。

「私が一番カズキさんの好みを知っていますし、もう子種もいただいているんです。きっと私の勝ちですね」

　フローラとリディアは顔を見合わせ、そして、二人がかりでアイリスの胸を触り始めた。

　アイリスがびっくりした顔をする。

「な、なにするんですか……!?　やめてくださいっ……ああっ」

　悲鳴を上げるアイリスとは対照的に、フローラとリディアは楽しそうだった。

「だって、アイリスが生意気なんだもの」

　フローラはそう言い、アイリスの身体を弄んだ。リディアはアイリスのスタイル抜群の身体に興味津々といった様子で、ぺたぺたと触っている。

「そこはダメですっ、リディアお嬢様！　あっ……」

　俺はアイリスの乱れるさまを見て、頬が熱くなるのを感じた。

　ちらりとユノさんを見ると、ユノさんは「あらあら」と楽しげにつぶやいていた。

　結局、俺は、フローラ、アイリス、リディア、そしてユノさんの五人でお風呂に入った。

　四人ともさすがにバスタオルを巻いているけれど、俺は裸だ。

　俺が椅子に腰掛けると、四人の美少女と美女は俺に奉仕しようと、ぺたぺたと俺の身体を触った。

　く、くすぐったい……。

　ユノさんがくすくすと笑う。
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「カズキさん、いい身体してますね」

「か、からかわないでください……」

「あら、からかっているわけではありませんよ？　わたしの娘たちは、この身体にご奉仕するんだなって思うと、羨ましいなと思うんです」

「羨ましいだなんて、そんな……」

「私もフローラの母でなければ、カズキさんの子供を産みたかったですね」

　ふふっとユノさんは妖艶に微笑む。

　俺がどきりとしていると、フローラが「もうっ」と頬を膨らませた。

　そして、強引に俺の手を握る。

「わたしがいっぱいカズキさんの子供を産むんだもの！」

「そうだね。ご奉仕は、まずはフローラさんからお願いしようかな」

　俺の正妻は皇女であるフローラだ。側室のリディアや妾のアイリスを優先させるわけにはいかない。

　それに、これまでキスしかしたことのないフローラが、裸同然の姿で俺に奉仕してくれるんだから、興奮して当然だ。

　フローラは、嬉しそうに微笑み、俺の前にひざまずいた。

　タオルからこぼれそうな巨乳がぶるんと揺れる。

　フローラは緊張した様子で、顔を赤くした。

　そして、石鹸を手に取ると、俺の身体を正面から洗い始めた。

「ど、どう？　気持ちいい？」

「うん。ありがとう」

　フローラの小さな手が、俺の胸板を洗う。

　こんなに美人の銀髪碧眼の皇女様が、俺に尽くそうとしてくれるなんて、幸せだと思う。

　ただ……。

　アイリスたちの過激な奉仕に比べると、少し物足りないかもしれない。

　メイドと皇女様という立場の違いもあるし、フローラとは今のところ最後までできないから、遠慮がちなご奉仕になっているのかもしれない。

　まあ、フローラとはゆっくりと距離を詰めていけば良いか、と俺は考え直す。

　いずれにしても、結婚式さえ終われば、すぐに子作りすることになるし。

　でも、そう思ったのは、俺だけのようだった。

「フローラったら、夫となる方なのですから、もっと積極的にご奉仕しないと」

　ユノさんがそう言って、フローラを後ろから抱きしめる。

　フローラがぎょっとした様子で、手を止めた。

「お、お母さん？」

「恥ずかしがってちゃダメよ？」

　そう言うと、ユノさんはフローラのバスタオルを剥がし、奪い取ってしまった。

　白くきれいで魅力的な身体が俺の目にさらされた。

　フローラは一瞬、きょとんとした顔をして、それから顔をみるみる真っ赤にした。

「きゃああああっ」

　フローラは悲鳴を上げて、両手で身体を隠そうとするが、その手をユノさんに止められてしまう。

　そして、ユノさんは背後からフローラの胸を両手でつかんだ。

「お母さん、な、なにするの？　あうっ」

「フローラに、カズキさんを喜ばせるご奉仕の方法を教えてあげようと思って」

　ユノさんは甘い声でそう言った。

　ユノさんはフローラの胸を鷲掴みにしていて、自分の大きな胸もフローラの背中に押し当てていた。

　フローラは裸の胸を揉まれ、顔を赤くする。

「み、見ないで……カズキさん」

　フローラは荒い息遣いで俺に懇願した。

　俺は慌てて目をそらす。

　けれど、ユノさんは、石鹸を手に取ると、フローラの胸にそれを塗りつけるように揉んでいく。

「この胸でカズキさんの身体を洗ってあげなさい、フローラ」

「で、でも、そんなの恥ずかしいよ……」

「カズキさんにご奉仕するのを、恥ずかしいなんて言ってはダメですよ。そんなことだと、私がカズキさんにご奉仕してしまいます。それに……」

　ユノさんはふふっと笑った。

　気がつくと、俺の背中に柔らかい感触が押し当てられていた。

「カズキ様……」

　アイリスの甘い声が耳元に響く。そして、その胸が上下して、俺の背中とこすれる。

　どうやら、アイリスが俺の背中を、胸で洗ってくれているらしい。

　アイリスの大きな胸の感触を感じる一方、目の前にはフローラの形の良い胸もある。俺は自分の体温が上がるのを感じた。

「あ、あたしのことも忘れないでくださいっ」

　突然、俺の目の前にリディアが割り込む。リディアもバスタオルを外して、裸になっていた。

　その幼い小さな胸に俺は目を惹ひき付けられる。

　そして、その隙に、リディアは俺の唇に強引にキスをする。

「ちゅぷっ、あっ、んんっ」

　リディアは強引に俺の舌に、自分の舌を絡めた。

　幼い見た目のリディアは、貪るように俺の唇と舌を味わっていた。

　やがて、リディアはうっとりとした表情で、俺の唇を解放し、俺から離れる。

「あたしも、もう大人の女です。カズキ様に女にされちゃいましたから。だから……アイリスにも、フローラ殿下にも、ユノ様にも負けません」

　俺はリディアの言葉にうなずいた。

　そう。俺はリディアに手を出し、何度も弄んでしまった。

　だから、今のリディアはとても積極的だった。

　その間かんにも、アイリスが俺の背中を胸で刺激している。

　そんななか、フローラだけはまだ恥ずかしそうにもじもじしている。

　皇女だからか、どうしてもみんなの前で、胸を使って奉仕することに踏み切れないらしい。

　俺は、くすっと笑った。

　そして、俺はユノさんに目配せをする。ユノさんは俺の意図に気づいたのか、微笑んで、フローラの胸を解放した。

「……え？」

　次の瞬間、フローラが驚きの声を上げる。

　俺がフローラの胸を揉みしだいていたからだ。

　初めて触るフローラの胸は、とても柔らかく、心地よかった。

　俺の手が力を込めると、指がフローラの胸に沈み込む。

　フローラは「ひゃうっ」と甲高い悲鳴を上げた。

「な、なにするの!?」

「フローラさんが『お仕置き』として俺に胸を触るように言ったじゃないか」

「そ、そうだけどっ……あっ、ダメっ」

　俺はフローラの胸を支配するように、その胸を撫でた。

　フローラは俺の手に胸を蹂躙され、「あうっ」と甘い声を上げた。

　胸をつまんでいじると、「ううっ」と涙目になりながらも、顔を赤くしていた。

「どう？　フローラさん？」

「は、恥ずかしいっ！」

「そっか」

　俺は遠慮せずにフローラの胸を弄んだ。

　そのたびにフローラが「あっ、やあっ」と悲鳴を上げる。

　フローラの母ユノさんが楽しげに後ろからささやく。

「恥ずかしい、じゃなくて、カズキさんを喜ばせるような反応をしないと」

「そ、そんなこと言われてもっ、あっ……」

　フローラの柔らかく大きな胸が俺の手に合わせて形を変えていく。

　俺は手で石鹸をとると、フローラの胸にこすりつけた。

「洗ってあげるよ」

「そ、そんな……！　あっ、んんっ」

　フローラの胸が俺のぬるぬるした手に包まれる。

　俺の手とフローラの胸がこすれ、フローラの肌がますます朱色に染まっていく。

　フローラは息が荒く、青い瞳で上目遣いに俺を見つめた。

「か、カズキさん……そ、そんなにわたしの胸って気持ちいい？」

「もちろん。俺の正妻の胸なんだから」

　俺が冗談めかして言うと、フローラはうなずいた。

「こ、子作りして妊娠したら、わたしのこのおっぱいで赤ちゃんにお乳をあげるんだよね。そう思うと不思議……あっ」

　俺はフローラの胸をこねくり回す。まだこの胸から母乳は出ないけれど、いずれ妊娠・出産すれば、この胸はさらに大きくなる。

　そのときも、この胸は俺のものなのだ。

　フローラは俺にされるがままで、俺を受け入れていた。

　慣れてきたのか、フローラが嬉しそうに「えへへ」と笑う。

　けれど、ユノさんにとっては、フローラの態度は不合格だったようだ。

「フローラが奉仕する側なのに、カズキさんに気持ちよくしてもらってどうするんですか？」

「で、でも……」

「フローラができないなら、私自身がお手本を見せちゃいますよ？」

　いつのまにか、ユノさんも裸になっていた。この場で誰よりも大きな胸が俺の目の前にさらされている。

　ユノさんはフローラの前に割り込むと、俺の前にひざまずいた。

　その顔は赤く、媚びるように、フローラと同じ色の瞳で俺を見つめていた。

「あくまで私はお手本ですからね。フローラをその気にさせるためにするんですから」

　ユノさんは、ふふっと笑い、俺にささやいた。

　そして、その爆乳を俺の胸板に押し当て、甘えるように俺にしなだれかかった。

「んっ、あっ……カズキさん……どうですか？」

　ユノさんの乳房がぬるぬると俺の胸板とこすれる。

　俺はどきどきしながら、ユノさんが俺に奉仕する姿を見つめた。

　いくら二十九歳の絶世の美女だからといって、婚約者の母親にこんなことをさせて大丈夫なんだろうか？

　でも、もう俺はユノさんのことしか考えることができなくなっている。

　処女だったアイリスやリディアと違って、先帝の妃だったユノさんは、やっぱり慣れていて……上手だった。

　ユノさんは、くすっと笑うと、胸を大きく上下させる。グラビアアイドルも顔負けの大きさの爆乳が俺の前でぶるんと揺れた。

「だらしないおっぱいだと思うでしょう？」

「そ、そんなことはありません」

「あら、そうかしら？　先帝陛下に幼い頃から何度も弄ばれて、フローラや他の娘たちを孕んで授乳したせいで、こんなにいやらしくなってしまって、自分でも恥ずかしいです」

　ユノさんは小さな声でそう言った。

　十一歳の頃にさらわれて、ユノさんは何度も先帝に犯されたと言った。そして、幼くしてフローラたちを孕んだのだ。

　ユノさんはどんな気持ちで、その境遇を受け入れていたのだろう？　そして、ユノさんの他の娘、つまりフローラの姉妹とはどんな子なんだろう？

　何より……ユノさんは俺以外の男に初めてを奪われたのだ。

　当たり前なのだけれど、この世界に来てから目にする美少女たちは、みんな俺のものだった。

　でも、ユノさんは先帝のものだったわけで、俺は理不尽な嫉妬を感じた。

　まあ、これからは、俺が先帝とユノさんの娘……フローラを妻とするわけだけれど。

　もしかしたら、フローラの姉妹たちも、俺の側室にできたりするんだろうか。

　王族が他の男に妊娠させられれば、皇位を狙う道具とさせられかねない。それはフローラが言っていたことで、フローラも大貴族に手籠めにされるリスクがある。

　そして、きっとそれはフローラの姉妹たちも同じだ。

　だったら、俺が犯して妊娠させてあげたほうがいいのかもしれない。

　そんなことを考えていたら、ユノさんが俺に急に身体を寄せた。

「いやらしいことを考えていましたね？」

「そ、そんなことはありませんよ」

「敬語はいりませんよ。カズキさんは皇帝陛下なんですから」

　そして、ユノさんは俺の頬に軽く口づけをした。

　ちゅっと柔らかい感触がする。

　そして、俺の耳元で、フローラたちには聞こえないほど小さな声でささやく。

「娘たちだけじゃなくて、私もまだ妊娠できる年齢なんですよ」

　俺はどきっとすると、ユノさんはいたずらっぽく目を輝かせた。

　いったい、ユノさんは何を考えているんだろう？

　俺は、ユノさんと、背後で羨ましそうに俺たちを眺めている三人の美少女を見比べた。

　そのままだったら、俺はユノさんに手を出してしまっていたかもしれない。

　でも、フローラがパンクしてしまって、結局、俺とユノさんを引き剥がした。

「やっぱり、お母さんとなんてダメっ！」

「あら、私はお手本を見せているだけなのに……」

「絶対、嘘！」

　フローラは俺を見ると、顔を真っ赤にした。そして、ユノさんを連れて、お風呂から逃げ出すように去ってしまった。

　フローラには刺激が強すぎたのかもしれない。

　キスだけだったのに、急に裸を見られて、胸も触られ、しかも自分の母親が俺に奉仕していたのだから……。

　残された俺とアイリス、リディアは顔を見合わせる。

　急にお預けを食らわされた俺は……アイリスの裸の胸を揉みしだくことにした。

「あっ、カズキ様……！」

「ごめん。でも、我慢できなくて……」

「私はカズキ様のものですから、いつでも好きにしていただいて問題ございません。けど……ユノ様の代わりっていうのは、ちょっと不満です」

　アイリスが灰色の瞳ですねたように俺を見つめる。

　俺はくすっと笑った。

「代わりだなんて思っていないよ。アイリスはアイリスだからいいんだ」

「ひゃうっ」

　俺の指がアイリスの胸に沈み込む。

　アイリスは満足そうに、俺に微笑んだ。

「私は……ユノ様よりも魅力はないですし、身分も低いですけれど……でも、ユノ様よりずっと若いですから。だから……ユノ様の年齢になるまでに、カズキ様の子供を十人は産んでみせます」

「楽しみにしているよ。もう一人目はできているかもね」

「はい。でも、もっと確実にしてください。カズキ様の子種を……いっぱい欲しいんです」

　そして、アイリスは「ちゅっ」と俺にキスをした。

　それを合図に、俺はアイリスに襲いかかった。

　リディアが後ろから「次はあたしの番ですからね！」と言っていたが、俺はもう、アイリスに夢中だった。
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　その後、寝室に移動して、俺はアイリスとリディアを何度も抱いた。

　でも、二人はやがて体力が切れて、倒れ込んで眠り始めてしまった。

　そして、俺はユノさんのことを思い出す。

　婚約者の母となんて、いけないとわかっていても、なんとかユノさんを側室にできないだろうか？

　そのとき、部屋の扉が開いた。

　そこに立っていたのは、ユノさんだった。

「カズキさん……お話があります」

　ユノさんはとても真面目な表情で、俺のことを青い瞳で見つめていた。

　俺の部屋の入り口に、フローラの母のユノさんが立っていた。

　朝と違い、ユノさんは清楚な薄い緑色のドレスを身に着けていた。フローラが着ているようなものと違い、胸元の露出も控えめだ。

　それでも、ユノさんの魅力的な身体のラインは隠せていなかった。

　俺はごくりと息を呑む。

「ユノさん……お話とはなんでしょうか？」

「その前に、私の部屋に移動しましょう」

　ユノさんはちらりと部屋の奥のベッドを見た。その上には、倒れ込むメイドのアイリスと幼女リディアがいた。

　たしかに、ここだとアイリスとリディアがいつ起きてもおかしくない。

　だが、それにしても、ユノさんの部屋に行くのは……良いんだろうか？

　ユノさんは、くすりと笑った。

「カズキさん……良からぬことを考えていますね？」

「な、何も考えていません！」

「大丈夫です。フローラに無断で、カズキさんに子種をもらったりはしませんから」

　あけすけにユノさんは言い、俺は顔を赤らめた。

　一瞬、俺は迷い、それでもユノさんについていった。

　いくら若くて、俺とほとんど年齢差がないとはいえ、ユノさんはフローラの母なのだから。

　王城の廊下を渡り、ユノさんの部屋に到着する。

　側室とはいえ、皇帝の妃だっただけあって、その部屋は豪華なものだった。

　天蓋付きベッドにユノさんは腰掛け、そしてその隣をぽんぽんと叩く。

「ここに座ってくださいな」

「で、でも……」

「カズキさんは、私を押し倒したりはしないでしょう？」

　挑発するように、ユノさんは言う。

　俺は仕方なく、ベッドの上、ユノさんの隣に腰掛けた。

　ユノさんは、いたずらっ子のようなあどけない表情で微笑む。

「何から話しましょうか。まずは……私が、先帝陛下にレイプされたときのことから、でしょうか」

　俺はぎょっとしたが、ユノさんは相変わらず微笑んでいた。

　ユノさんは言う。

「私は十一歳のときに先帝陛下にさらわれたという話をしましたよね。何も知らない幼い女の子に、先帝陛下は……いろいろとたっぷりと教えてくださいました。男への奉仕の方法を教え込まれ、そして、幼い私が陛下を喜ばせるようになると、陛下は何度も私を犯し、妊娠させてしまいました」

「そうして生まれたのが、フローラなんですよね」

「はい。私は……先帝陛下のことが嫌いではありませんでした。でも、最初に身体をまさぐられ、子種を注がれたときは、泣いてしまったんです」

　ユノさんは、くすっと笑った。

「今では先帝陛下がいなくなって、欲求不満なんですから、おかしな話ですよね」

　ユノさんは媚びるように俺を見つめた。

　そして、俺の耳元でささやく。

「だから、カズキさんには、フローラを喜ばせてほしいんです。あの子を幸せな妃にしてあげてください」

「も、もちろんです！」

「他の女の子ではなくて……フローラを一番大事にすると、あなたは誓うことができますか？」

　ユノさんは、フローラそっくりの青い瞳で、俺を真剣に見つめた。

　俺はすぐに答える。

「もちろんです」

「本当に？」

「はい。だって、フローラさんが俺の正妻なんですから」

　アイリスやリディアも、俺にとって大事な存在だ。でも、フローラは、俺をこの国の皇帝としてくれた。

　俺に居場所を与えてくれた。

　側室や妾の存在が許されているのは、俺とフローラの合意があってこそ。

　だから、俺にとってはフローラが一番大事な存在だ。

　けれど、ユノさんは首を横に振った。

「今はそう言えるかもしれません。でも、この先は？　メイドのアイリスちゃんがカズキさんの子供を産んだり、他にも可愛い女の子がカズキさんの子供を妊娠したりすれば、カズキさんの気持ちも変わってしまうかもしれません」

「俺の気持ちは変わりませんよ」

　そこを変えてしまうわけにはいかない。いくら男の地位が高い世界でも、皇女フローラあってこその皇帝なのだから。

　ユノさんはじっと俺を見つめ、そして微笑んだ。

「良かったです。それなら、私も安心できます」

　そして、ユノさんはそっと俺に身を寄せた。

　俺はどきりとする。

「ゆ、ユノさん……？」

「カズキさんの一番にフローラがなるのを、私が邪魔するわけにはいかないですから。でも、カズキさんが絶対に、フローラを一番にしてくれるというなら、他にどんな側室がいたって平気ということですよね」

「そ、それはそうですが……」

「なら、私を側室にしてくださいませんか？」

「ゆ、ユノさんを……？」

「嫌ですか？　私、魅力ありません？」

　俺はユノさんの胸をちらりと見つめてしまった。清楚なドレスの上からでも、その大きな胸の形を見て取れる。

　俺の視線に気づいたのか、ユノさんは頬を赤らめた。

「カズキさんって、エッチですね」

「ち、違います」

「カズキさんの欲望のままに、私を扱ってくださっていいんですよ？　先帝陛下が亡くなったとき、私はただの女になったんです」

「で、でも……」

「私がカズキさんの子種で妊娠すれば、カズキさんがフローラの妹のお父さんになりますね」

　そう言って、ユノさんが俺に正面から抱きついた。

「フローラには内緒ですよ？」

　そして、俺はユノさんに押し倒された。

　俺に馬乗りになったユノさんの胸が、ぶるんと揺れる。

　俺は……結局、我慢できなくなり、その胸に手を伸ばしてしまった。

「んっ……」

　ユノさんが小さく声を上げる。

　フローラたちを育てた二十九歳の胸は、俺のことを待ち望んでいるかのようだった。
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　俺はユノさんの胸元に手を伸ばし、その胸元を押し広げる。ぶるんと乳房がこぼれ、俺はその胸を揉みしだいた。

「もう……カズキさんったら、赤ちゃんみたい……」

「赤ちゃんは、これからユノさんのお腹に宿るんですよ」

　俺がからかうように言うと、ユノさんはふふっと笑う。

「そうですね……フローラたちよりも先に赤ちゃんができちゃうかもしれません」

「そうなったら困りますか？」

「いいえ、むしろ望むところです……フローラたちにはできないご奉仕で、カズキさんの子種をいただきますね」

　ユノさんは腰を浮かせ、俺の下腹部を見つめた。まっすぐにそそり立ったものを見て、「準備万端ですね」とくすりと笑う。そのまま、ユノさんは俺のペニスにまたがり、ゆっくりと身を沈めた。

「んっ……ああっ」

　ユノさんの秘所と俺のものがこすれ、ユノさんが甘い声を上げる。くちゅくちゅと俺のペニスとユノさんの秘所がこすれ、淫らな音を立てる。

「カズキさん……覚悟はいいですか？」

「もちろん。妻の母親を孕ませる覚悟ならできています」

「いいえ、そのことじゃなくて。私、とても性技が得意ですから、私にイカされてあっさり負けないように頑張ってくださいね？　あっ……」

　ユノさんの下半身にずぶっと俺のものが刺さり、大きくなったものがその秘所へと沈められていく。

「あっ……んっ……カズキさん……」

「どうですか？　俺のものは？」

「先帝陛下のものよりも……たくましいですね……んっ」

　ユノさんの秘所に完全に俺のものが収められる。

「んんっ、あ……」

　ユノさんが静かにあえぐ。ついに俺はユノさんと関係を持ってしまった。正妻であるフローラの母、三つ年上の美人女性を俺のものにしてしまったのだ。

　ユノさんは腰を振り、妖艶な笑みを浮かべる。そして、わざとらしく胸も揺れるほど、激しく上下してみせる。

「私はカズキさんの剣を収める鞘さやです。でも、鞘に負けて折れないでくださいね？」

「ずいぶん挑発しますね」

「アイリスやリディア、フローラにはない大人の余裕ですよ」

　ユノさんは俺をうっとりとした表情で見つめる。相変わらずユノさんは腰を上下させ、その豊かすぎる胸を揺らしている。

「いかがですか……カズキさん？」

「とても気持ちいですよ」

「ご満足いただけたようで良かったです。ふふっ。このままカズキさんは私のされるままに……あっ」

　ゆさゆさ揺れる大きな胸を俺はいきなり鷲掴みにする。そして、乱暴に揉みしだいた。

「カズキさん!?」

「一方的に攻められてばかりだと面白くないなと思いまして」

「そんな……んっ」

　乳首をくりくりっといじると、ユノさんがびくんと反応する。この乳首をフローラは吸って育ったのだと思うと興奮する。俺のものが怒張し、それに合わせてユノさんが「ひんっ」と悲鳴を上げる。

　次に俺はユノさんの腰を手でつかみ、ひときわ奥深くまで突き刺す。

「あっ……深いっ、深すぎですっ！　あああああああっ♡」

「大人の余裕はどこに行ったんですか？」

「だ、だって、あっ、中なか……こすれてっ♡　やだっ……気持ちいいっ……♡　ダメっ♡」

「そろそろ出します。いや、出すぞっ」

　俺はユノさんの尻を叩くと、「あんっ」とユノさんが興奮したような甘いあえぎを上げる。

「あっ♡　カズキさんの大きく……あああああああっ♡　熱いの来る……赤ちゃんできちゃうううううっ♡」

　ユノさんが絶叫するのと同時に、俺のものが暴発し、ユノさんの秘所に白い欲望の証をどくどくと放った。俺にまたがるユノさんは「ああっ……♡」とあえぎ、自らの秘所と俺のペニスの結合部を見る。白い精液がそこからは溢れ出ていた。

　ユノさんは荒い息遣いでしばらく放心状態だった。だが、やがてゆっくりと立ち上がると、べったりとした白濁液がユノさんの秘所からこぼれる。

「もうっ……カズキさんったら乱暴なんですから」

「すみません。でも、気持ちよかったでしょう？」

　ユノさんは顔を赤らめる。そして、お腹をさすった。

「カズキさんの子供、孕んでいるといいんですけど」

「じゃあ、もっと確実に孕ませないといけませんね」

「えっ……あっ……」

　俺のペニスがふたたび大きくなっているのを見て、ユノさんは怯えたような目で俺を見る。

「わ、私はちょっと休憩しないと……きゃあっ」

　俺はたまらなくなって、そのまま全裸のユノさんをベッドに押し倒した。ぶるんと大きな胸が目の前で揺れる。

「あっ……カズキさん……ダメええええええっ。今されたら……もっと気持ちよくなって、おかしくなっちゃいます！　ダメ、ダメですからね!?　あああああああっ♡」

　俺はそのままユノさんの秘所にふたたび挿入すると、その身体を何度も何度も蹂躙した。妻の母は俺のものになったのだ。
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　事が終わると、裸のユノさんは、ベッドの中で微笑んだ。ユノさんは青い瞳で俺を見つめる。

「私は……先帝陛下のお相手しかしたことがありませんが、今、初めて女の喜びを知ったような気がします」

「ユノさんは、大げさですね」

「カズキさんのほうが、先帝陛下よりもずっとお上手ですもの。それに……」

　ユノさんは顔を赤らめた。

　そう言われると、悪い気はしない。

　しかし、いくら若いとはいえ、フローラの母を抱いてしまってよかっただろうか。

　フローラに問い詰められたら、どうしよう。

　俺の心を見透かすように、ユノさんは言う。

「大丈夫。いずれ機会を見て、あの子には話しておきます。あの子にも、カズキさんの側室に味方が多い方が良いはずですから、きっと納得してくれるはずです」

　たとえば、俺の側室や妾が、俺の寵愛を求め、フローラに対抗しようとすることが出てくるかもしれない。

　フローラの子ではなく、自分の子を皇太子にしようという女性がいてもおかしくはないわけだ。

　フローラに仕えるメイドのアイリスや、フローラの母のユノさんなら、そんな心配もない。

　絶対の味方が俺に仕えているのは、フローラにとっては心強いだろう。

「ユノさんの言うとおりですね」

「さん、をつけるのはおやめください、カズキさん。私はもうあなたの女、一人の側室なのですから。敬語も不要ですよ」

「ですが……」

「二人きりのときは、『ユノ』って呼んでくだらないと嫌です」

　ユノさんは、いや、ユノは甘えるように、俺にささやく。

　俺もその言葉を受け入れた。

「わかったよ。ユノ」

　ユノさんは、ぱっと顔を輝かせた。

　そして、くすっと笑う。

「私は、メイドのアイリスちゃんや側室のリディアちゃんと比べていかがでしたか？　ご満足いただけたなら良いのですけれど」

「もちろん……すごく良かったですよ」

　俺は本心から言った。

　男慣れしていないアイリスたちも初々しくて可愛いのだけれど、先帝に性技を仕込まれたというユノの奉仕は、魅力的だった。それでいて、少女のような愛らしい反応をするのだから、ずるいとも言える。

　ユノは嬉しそうに笑う。

「これからも、私に子種をくださいね？　必ずカズキさんの子供を孕んでみせますから。私もまだあと数年は妊娠できるはずですもの」

　ユノは二十九歳の女盛りだ。フローラたちを出産していても、まだまだ子供を産める。

「もちろん、フローラや他の私の娘も可愛がってください。母娘そろってご奉仕しますから」

「わかっているよ。でも、今はユノのことしか考えられないな」

「あっ……」

　俺の手がユノの大きな胸を揉みしだく。

　そして、俺はユノを組み敷いた。

　ユノは媚びるように俺を見つめた。

　そして、俺はユノにふたたび襲いかかった。

　こうして、ユノは……フローラの母は、俺の女になった。







第四話　皇女の妹と子作り




　俺はひそかにユノを側室に加えた。フローラの母親だから、ちょっと罪悪感があるけれど、それでもユノには抗いがたい魅力がある。

　昼間はメイドのアイリスに奉仕されて、夜は幼い令嬢のリディアに夜伽を命じ、そして夜更けにユノの部屋を訪れて逢瀬をする。

　そんな日々を数日送ったら、いよいよ結婚式の日になった。

　今、俺と皇女のフローラは二人きりで控え室にいる。

「ねえ、似合ってるかな……カズキさん？」

　フローラが不安そうに俺に聞く。

　俺は微笑んだ。

「すごくきれいだよ」

「良かった……」

　フローラはホッとした様子で、そして、えへへと笑った。

　今のフローラは、純白のウェディングドレスに身を包んでいた。

　皇族らしい、豪華で優美な衣装だ。

　十七歳にしては、フローラは抜群にスタイルが良い。

　その身体のラインを、ウェディングドレスがとても魅力的に見せていた。

　大きな胸が、軽く揺れて、俺は我慢できなくなった。

　上機嫌なフローラに近づき、俺はそっと正面からその胸をさわさわと触る。

「あっ……カズキさん……ダメだよ」

　そう言いながらも、フローラはちょっと嬉しそうな表情をする。

　俺がフローラの胸を優しく撫でると、フローラはくすぐったそうに身をよじった。

　そして、俺の手がフローラのドレスの中に潜り込み、胸をそっといじる。

「あっ……カズキさんのエッチ……は、恥ずかしいよ」

「これぐらいで恥ずかしがっていたら、結婚式のあとに子作りできないよ」

「で、でも……。あっ、だめっ」

　フローラの胸を、俺の指がつまみ上げる。フローラは「んんっ」と声を上げ、そして、俺を上目遣いに見る。

「もうすぐ……わたしのすべてがカズキさんのものになるんだね。か、カズキさん専用の身体になるんだ……」

「フローラさんの言い方も、エッチじゃない？」

「カズキさんと子作りできるのが楽しみだからだよ。だから、これはカズキさんのせい」

　そう言って、フローラは俺に甘えるようにしなだれかかった。

　フローラのドレスの胸元は乱れていて、裸の胸が揺れる。

　俺がぎゅっとフローラを抱きしめると、その胸の温かさと柔らかさが、俺の胸板に直接伝わってくる。

　フローラが青い瞳で、俺を見上げた。

「あと少しで……わたしも、カズキさんにご奉仕して……子種をもらうことができるんだものね」

　そう言ったのと、部屋の扉が開いてメイドのアイリスが入ってきたのは、ほぼ同時だった。

　ドレスから胸がむき出しになったフローラと、その胸を揉みしだく俺を見て、アイリスは目を見開いていた。

　そして、顔を赤くして、俺たちを見つめる。

「結婚式直前なのに、そ、そんなことを……」

「アイリスの胸だって、もう何度も揉みしだいたじゃないか」

　俺がからかうように言うと、アイリスは恥ずかしそうにした。

　突然、フローラが俺をぐいと引っ張る。俺は前のめりになり、次の瞬間には、俺の唇はフローラに奪われていた。

「っんんっ、ちゅぷっ……あっ」

　フローラの情熱的なキスに俺は驚く。そして、フローラは俺から離れた。

　フローラは俺を睨みつける。

「わたしとイチャイチャしているのに、他の女の子とエッチなことをした話なんてしないでほしいな」

「えーと、ヤキモチ焼いてる？」

「わたしはカズキさんの正妻なんだもの。当然でしょ？」

「そうだね。ごめん」

「ううん」

　フローラは微笑み、青い宝石のような瞳で俺を見上げた。

　一方、アイリスは羨ましそうに俺たちを見つめていたが、やがて穏やかな表情になる。

「結婚式おめでとうございます。カズキ様、フローラ殿下」

　そう。俺たちはこれから夫婦になる。

　そして……結ばれるんだ。
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　結婚式はさすがに盛大だった。皇女と皇帝の結婚式だから当然だ。

　ごくわずかな男性貴族と、圧倒的に多くの女性たちが参列していた。

　考えてみると、この世界はほとんど女性なのだから、そうなるわけだ。

　しかも、参列した貴族女性たちの多くは、十代の美少女や二十代の若い美女だった。

　フローラによれば、みんな俺の側室になることを狙っているらしい。ただでさえ男が貴重な上に、皇帝の子を孕んだとなれば、家も安泰になるからだ。

　だけど、結婚式のあいだは、俺はフローラのことだけを考えていた。

　花嫁姿のフローラはとても、とても美しかった。

　十七歳ながらスタイル抜群で、銀色の髪と青い瞳も神秘的で、そして表情豊かでとても可愛い。

　こんな子が俺をこの世界に召喚し、皇帝にしてくれた。

　そして、これから俺はこの子を孕ませるんだ。

　女性の聖職者が俺たちを祝福し、そして、問いかける。

「皇帝カズキ陛下。陛下は、皇后となられるフローラ陛下を、これから永遠に愛し、そしてその愛の証として、子をなすことを誓いますか？」

「はい。誓います」

　……結婚式の誓いにも、子供を産むことが入っているのが、この世界の価値観をよく表していると思う。

　フローラは微笑んだ。

「わたしも、生涯にわたって、カズキさんの子供を産むことを誓います」

　そして、俺たちはキスをした。これで俺たちはついに結婚したことになる。

　やがて式が終わる。披露宴のパーティーは明日で、今日はいったんお開きだ。

　今日、これから俺たちは子作りをすることになる。

　ついにフローラを抱いて……妊娠させるんだ。

　俺もフローラも、もう待ちきれなかった。

　部屋に戻るなり、俺はフローラをベッドの上に押し倒した。

「あっ……カズキさんってば慌てすぎだよ」

「そういうフローラさんだって、我慢できないくせに」

「うん。は、早くわたしに子種を注いでほしいの。他の子たちには負けたくないもの。わたしが最初にカズキさんの子を産むんだもの。あっ……」

　俺はフローラのウェディングドレスをまさぐった。胸を揉み、下腹部を撫でる。

　そして、俺はドレスをめくってしまう。

　ウェディングドレスが乱れ、フローラの胸や下半身が露わになった。

　フローラは、かあっと顔を赤くして、そして目を閉じた。

「い、いいよ。わたしをカズキさんの……女にしてください。んっ……ひゃうっ」

　俺はフローラの上に馬乗りになった。

　これから、俺はこの皇女様を征服するんだ。

　そのとき、部屋の扉が開いた。

　俺もフローラもびっくりして固まる。

　そこには、一人の少女が立っていた。

　銀色の髪に翡ひ翠すい色の瞳で、目つきが少し鋭いけれど、フローラやアイリスに匹敵する美少女だ。フローラより少し幼い印象で、十五歳ぐらいだろうか。

　黒いドレスに身をまとっている少女は、あられもない姿の俺たちを睨みつけた。

「私は……絶対に、お姉ちゃんの結婚を認めないんだから！」

　俺は、ベッドの上のフローラと顔を見合わせる。

　フローラは困ったような笑みを浮かべた。

「いいところだったのにね」

「あの子は……誰？」

「わたしの妹のエリカ・オルレアン」

　そっか。

　あの少女が、フローラの妹で、ユノの娘なんだ。

　そして、フローラたちの言葉通りなら、あの子も俺の側室として子を産むはずなのだけれど……。

　俺は困った。

　今にもフローラを犯そうとしているときに、その妹のエリカが部屋に入ってきて、しかも俺たちの結婚を認めないという。

　本当なら、結婚式の前にフローラの家族や重要な家臣には挨拶するべきだったんだろうけれど、それはできなかった。

　フローラの身の安全を守るためにすぐに結婚式をする必要があったから、大勢の皇族や臣下全員と俺が会うのは現実的ではなかった。

　それに、結婚前に俺の暗殺を企む人間もいてもおかしくない。だから警備の都合もあって、ユノ以外のフローラの家族との挨拶は後回しにしていた。

　でも、俺の結婚に反対する妹がいるなんて、思わなかった。

　エリカは翡翠色の瞳で、きつく俺を睨む。

　美少女にそんな目で見られるのも、意外と悪くない。

「お、お姉ちゃんの上からどきなさい！」

　そういえば、俺は裸のフローラをベッドの上に組み敷いていた。あと少しで子作りができるところだったんだけど。

　仕方ない。俺がベッドから降りると、フローラは「またお預け……」と残念そうにつぶやく。

　結婚式までできなかったのは決まりだから仕方ないけれど、フローラのことはかなり待たせてしまったし、早く子作りをしてあげたかったんだけど……。

　俺がどくと、裸のフローラがベッドから身を起こす。大きな胸が揺れ、俺は目を奪われた。

　フローラは頬を膨らませてエリカを睨んだ。

「エリカ……邪魔をしないでほしいな」

「お、お姉ちゃんがそんなよくわからない異世界人の男と……せ、セックスをして、子供ができるなんて、許せないんだもの」

「カズキさんのことを悪く言ったら、エリカだって許さないよ」

　フローラが静かに言うと、エリカは涙目になって、ぐっと言葉に詰まった。

「わ、私はお姉ちゃんのことが心配で……」

　可愛いな、と思う。フローラのことが大好きなお姉ちゃんっ子なんだろう。十五歳らしい子供っぽい反応も嫌いじゃない。

　一応、この子も側室になるはずだ。皇女を政治利用しようとする人間から守るため、俺はフローラの妹たちと子作りして、妊娠させないといけない。

　そうでなければ、彼女たちは大貴族にさらわれて、レイプされて性奴隷にされかねないからだ。

　でもエリカは俺とフローラの結婚も認めていないのだから、俺に抱かれる気はないのかな。

　フローラは優しく言う。

「エリカもカズキさんに抱かれて子作りをするんだから」

「私は絶対に嫌！　男なんて……」

　エリカは涙目で俺を睨む。

　フローラは「困ったなあ」とつぶやくと、俺の耳に口を近づける。エリカに聞こえないようにしたいのだろう。

「エリカはああ言っているけど、実際にカズキさんに抱かれたら考えが変わると思うの」

「そうかなあ」

「うん。だからね、エリカを押し倒して無理やり子作りをしちゃってもいいよ」

「そ、それはさすがに……」

　まずいのでは、と言おうと思った。けれど、この世界ではそれも許されるのかもしれない。

　エリカの意思にかかわらず、エリカを俺の側室にできる。そして、エリカは俺に抱かれて妊娠しない限り、身の危険がある。

　エリカが俺の子を孕むのは、国のためでもあった。

　俺が迷っていると裸のフローラは、くすっと笑い、俺にその大きな胸を近づける。

　そして、ささやいた。

「エリカもカズキさんの赤ちゃんを妊娠すれば、きっとカズキさんの良さをわかってくれるよ」

　フローラはそう言うけれど、やっぱり、さすがに無理やりはまずい気がする。

　泣き叫ぶ十五歳の少女を押し倒して、子作りするなんて、俺にはとてもできない。

　でも、エリカは俺の側室になるし、妊娠してもらう必要がある。

　なら、どうすればいいか？

　俺がエリカと仲良くなるしかない。

「俺のことを大好きになってくれる必要はないけれど、少なくとも、俺と子作りするのが絶対に嫌という感じにはならないでほしい」

「俺のいた世界でも、昔は政略結婚で結婚しても幸せになった事例があるわけで、エリカにも幸せになってもらいたい」

　俺がそう言うと、フローラは微笑んだ。

「カズキさんは優しいね」

「そうかな。普通だと思うよ」

「この世界では珍しいし、カズキさんは優しいんだよ」

　たしかに男の数は少なくて、かなり男尊女卑の世界のようだし。貴族のなかには皇女をさらって子作りの道具にするのを平気でする人間もいる。

　そう考えると、俺は甘いのかもしれない。

「でもね、カズキさんがエリカのことを考えてくれているのは嬉しいな」

　フローラはそう言うと、エリカに向き合う。

「エリカには、わたしとカズキさんの子作りを邪魔したお仕置きをしないとね？」

「お、お仕置き!?」

　エリカはびくっと震えた。

　俺は心配になった。そんなことをすれば、ますますエリカは俺たちの結婚を認めてくれなくなるのでは……？

　けど、フローラは予想外のことを言い出した。

「エリカにはしばらくカズキさんと一緒に暮らして、カズキさんのお世話をしてもらうの」

「え？」

「そうすれば、二人は仲良くなれるでしょう？　無理やり子作りをさせたりするのはやめてあげるけど、一緒に暮らしていれば、きっとそういうことをしたくなるよ」

「で、でも……なんで私がそんなこと……」

「もしエリカがカズキさんと共同生活をしてお世話をして、それでもカズキさんと子作りをしなかったら、側室にならなくてもいいよ。でも、一度でも子作りをしちゃったら、カズキさんの側室になる。これでどう？」

　フローラはいたずらっぽく言った。俺は不安になった。俺のことを大嫌いな子と一緒に共同生活をするなんて……。

　エリカはうなずいた。

「わ、わかったわ」

「あ、言っておくけど、ちゃんとお世話しないとダメだからね？　たとえば……お風呂で身体を洗ったりとかね。夜も一緒のベッドで寝ること」

「そ、それは嫌！」

「なら、この場でわたしはエリカを魔法で拘束して、いろいろしちゃうけど、いい？」

　フローラの言葉に、エリカは顔を青くした。

　そして、ぶんぶんと首を横にふる。

　そういえばフローラは魔法を使えるんだった。

　フローラは楽しそうに笑う。

「エリカはね、きっとカズキさんと子作りをすることになるよ」




☆




「あなたと二人きりなんて絶対に嫌！」

「そう言われても決まったことだし……」

　俺は、妹皇女のエリカと同じ部屋で向き合っていた。

　姉のフローラそっくりで、そのまま少し幼くしたような感じ。

　瞳の色は翡翠色だから、少し違うけれど、どちらも美少女なのは変わらない。

　ただ、エリカは俺のことを嫌っている。

　そんなエリカと俺は二人きりで生活しないといけない。期間は一週間で、そのあいだに俺とエリカが一度でも子作りをすれば、エリカは俺の側室となる。

　逆にそうならなければ、エリカは俺の側室にならないでいいという条件だ。

　エリカはベッドに座り、足をぶらぶらとさせている。白い薄手のネグリジェを着ていて、その無防備な格好にどきりとさせられる。

　フローラは言っていた。押し倒して無理やり妊娠させちゃってもいいよ、と。

　俺は、ぶんぶんと首を横に振った。

　それはダメだ。俺は、俺の妻となる少女や女性たちを対等な人間として扱うと心に決めていた。

　でも、もしエリカが自分から子作りをしようとしなければ、そのときは力で無理やり犯すようにフローラから言われていた。

　子作りをすればエリカは俺の側室になるし、それが無理やりかどうかは問われていない。エリカが俺の側室にならなければ他に結婚する相手はいないし、最悪、大貴族にさらわれて慰み者になる。

　そうなるぐらいなら、無理やりでも俺と関係を持った方がいいというのがフローラの考えだった。

　ただ、そういう事態は絶対に避けたい。俺のポリシーに反するし、第一、エリカに残す心の傷を考えると……俺は自分を許せそうにない。

　けれど、俺を嫌うエリカと一週間でそういう関係になれるかどうか……。

　俺がエリカと子作りするところを想像し、少しうろたえた。十三歳のリディアを抱いたせいで感覚が狂っているけれど、エリカだって十五歳の少女で……でも、エリカはもう十分に身体付きは女性らしくなっていた。

　そんなことを考えているとエリカは、さっと顔を赤らめ、俺を睨む。

「今、私のことをエッチな目で見ていたでしょう？」

「そ、そんなことないよ……」

「嘘つき！」

　まあ、エッチな目で見ていたといえば、そうなんだけど……。

　困ったなあ、と思う。それに、このところ毎日美少女たちと子作りしていたから、それが禁止されるのもつらい。

　理性を抑えきれずエリカを襲ってしまったらどうしよう……。

　そのとき、部屋がノックされた。

「どうぞ」

　俺が返事をすると、一人の少女が部屋に入ってきた。

　淡い茶色の髪と、灰色の瞳が印象的な美少女だ。メイド服をぱりっと着こなしていて、そしてその大きな胸がメイド服をはち切れそうにするほど押し上げていた。

　メイドのアイリスだ。

　アイリスはうやうやしく俺たちに頭を下げ、それから微笑んだ。

「カズキ様……ご奉仕に参りました」

「ほ、奉仕!?」

「はい。エリカ殿下のお手本となるように、とフローラ殿下が仰っていまして……」

「それってつまり……」

「カズキ様と私が、エリカ殿下の前で子作りをするということです」

　アイリスは恥ずかしそうに言い、そして、俺を媚びるように見つめた。

　俺はアイリスの言葉に動揺した。

「エリカの前でアイリスと子作りなんて……そんな……。人前でなんて、アイリスは恥ずかしくないの？」

「もうリディア様の前でも一緒に子作りしましたし。それに、カズキ様との子作りは恥ずかしいことではなくて、妾の私にとっては幸せで名誉なことですから」

　そう言いながらもアイリスはそわそわした様子だった。やっぱり、エリカの前でするのが恥ずかしいんじゃないだろうか。

　第一、かえってエリカに子作りへの拒否感を与えてしまうような……。

　実際、エリカは顔を赤くして、目を白黒とさせていた。

　でも、アイリスの意思は固いようだった。

「一週間も女の子とエッチせずに、カズキ様は我慢できるのでしょうか？」

「そ、それは……」

「エリカ殿下を無理やり襲ったりしても問題にはなりませんけれど、それはカズキ様もエリカ殿下も望まないと思うのです」

　俺とエリカは顔を見合わせ、こくこくとうなずいた。

　フローラはエリカを無理やり妊娠させても問題ないと言っていたけれど、俺はそんなひどいことはしたくない。もちろんエリカもそんな事態は絶対に避けたいはずだ。

「私はカズキ様の妾です。こういうときこそ、私を使っていただきたいのです」

　そう言うと、アイリスはメイド服の上着を静かに脱いだ。

　上半身が白い純白のブラジャーのみになり、その大きな胸の形がはっきりとわかる。

　そして、アイリスは俺に身を寄せて、その豊かな乳房を俺に密着させた。その感触に俺はどきりとする。

「エリカ殿下の目の前でも、私のことを可愛がってくださいね。私、エリカ殿下に負けるつもりはありませんから」

　アイリスの灰色の瞳が、一瞬燃えるように輝いた。けれど、すぐにその情熱的な眼差しは、温かなものへと変わる。

　エリカは鋭く俺たちを睨む。

「私はこの男と……へ、変なことをするつもりなんてないもの！」

「いずれエリカ殿下も、カズキ様を受け入れることになりますよ。そうなれば、カズキ様の寵愛をめぐってヤキモチを焼くことになりますから」

　皇女出身の側室と、メイドである妾とでは身分が大きく違う。エリカは正式な妻の一人で、アイリスは性欲処理の道具にすぎない。

　それでも、俺をめぐるライバルだということなんだろう。アイリスはフローラの忠実な臣下だから、フローラが一番の正妻であるべきだとは思っている。でも、その次に寵愛を受けるのは、誰になるかはわからない。

　妾のアイリスでも不思議ではないし、実際、今のところ、アイリスと過ごすことが一番多かった。

　アイリスは自信たっぷりに、いたずらっぽく俺を見上げる。

「まずはお風呂で私がご奉仕します。エリカ殿下も、カズキ様と同じお風呂に入るようにフローラ様に言いつけられていますでしょう？」

「そ、そうだけど……」

　エリカは顔を赤くして、うつむいた。同じベッドで寝ることと、お風呂で奉仕することが、エリカに求められていた。

　そういう条件のもとで、子作りをしなければエリカの勝ちで側室にならずに済む。一方、フローラは俺との裸の接触があれば、いずれ子作りすることになるだろうと踏んでいるらしい。

　アイリスは、くすっと笑う。

「二人きりよりは、私がついていたほうがエリカ殿下も安心できませんか？　子作りをすることになるのも私ですし」

　たしかにエリカからしてみれば、俺と二人きりで裸で風呂に入るなんて、怖いだろう。いくら俺がそんなことをしないと言っても、襲われるかもしれないと思っても不思議ではない。

　結局、エリカもアイリスの提案にうなずいてしまった。

　そうして俺は、妹皇女とメイドという二人の美少女に、裸になって風呂場で奉仕されることになった。

「カズキ様……ご気分はいかがですか？」

「気持ちいいよ」

　今、部屋付きのいつもの浴場で俺はアイリスに奉仕されていた。バスタオル姿のアイリスに背中を流されている。

　その隣で、妹皇女のエリカが立って、恥ずかしそうに目を泳がせている。エリカも同じくバスタオル姿で、その下は裸だ。

　十五歳の幼い少女の身体だけれど、胸のあたりやお尻には十分な膨らみがある。

　俺の視線に気づいたのか、エリカが俺をきつく睨む。

「今、私のことをエッチな目で見たでしょう？」

　俺は見ていないと言いかけて考え直した。

「そうだとしたら？」

「え？」

「俺とエリカさんを子作りさせようと、フローラが言い出したことだし、裸同然の格好じゃ、そういう目で見ても仕方ないよ」

　エリカは胸を両手で隠そうとしたけれど、かえって扇情的な様子になる。

　それにしても、アイリスが大人しいというか……普通に手で俺の背中を流しているだけだ。

　それでも気持ち良いけれど、普段なら胸を使って奉仕したり、俺に子作りをせがんだりする。

　それと比べると今日は何もしてこない。

　アイリスが、ふふっと笑う。

「さて、エリカ殿下にはカズキ様を正面から洗っていただきましょうか」

　俺もエリカも、ぎょっとした。

「な、なんで私がそんなことをしないといけないの!?」

「フローラ殿下のご命令でしょう？　カズキ様にお風呂でご奉仕したり一緒のベッドで寝たりして、それでも子作りしなければ、側室にならないで良い。というのがフローラ殿下のお言葉ですから」

　逆に言えば、その条件を守らなければ、エリカは問答無用で俺の側室となり、子作りをすることになる。

　エリカはそれでもためらいがあるみたいだったけれど、アイリスが追い打ちをかける。

「どうしても嫌というのなら、この場で私がエリカ殿下にいたずらしちゃいますよ？」

　言葉は冗談めかしていたが、アイリスならエリカを裸に剥むいてしまうぐらい、やりそうだ。フローラからもエリカに奉仕させるように言われているのだろうし。

　エリカも身の危険を感じたのか、ぶんぶんと首を横に振った。

　そして、そっと俺に近づき、俺の前に身をかがめた。

　間近から見ると、エリカは本当に美少女だ。きめ細かい白い肌に、姉そっくりの美しい銀色の髪。

　緑色の瞳は翡翠のようにきれいに輝いている。

　バスタオルの丈が短すぎて、エリカは胸を全部は隠せていない。だから、その胸の谷間を俺は見下ろす形になる。

　未成熟な胸だけれど、わずかに谷間ができる程度には大きかった。本音を言えば、今すぐにでも俺はエリカのその胸を触ってしまいたい。

　だけど、これまでの女の子とは違い、エリカはそれを拒否している。無理やりしてもこの国では許されてしまうけれど、俺の信念に反する。

　エリカは上目遣いに俺を見る。

「い、嫌々やるんだからね？」

　そう言うと、エリカはその小さな手に石鹸をとり、俺の胸板をおそるおそる触った。

　その手はひんやりとしていて、心地よかった。

　エリカはぺたぺたと俺の胸板やお腹を触り、石鹸で洗った。

　とても気持ちいい。十五歳の美少女が、俺にバスタオル一枚で奉仕してくれる。日本だったら考えられなかったことだ。

　あとは子作りすることを許してくれれば最高なんだけど……。

　エリカが俺を見上げ、そして睨む。

「子作りなんて絶対にしないんだからね!?」

「わかっているよ」

「お姉ちゃんがやれって言うから、仕方なく洗ってあげてるだけなんだから」

「そういえば、フローラのことを『お姉ちゃん』って呼ぶんだね」

　皇女だから、お姉さまとか姉上とか、そういうかしこまった呼び方をするかと思っていたけれど。

　ちょっと子供っぽい呼び方かもしれない。

　エリカは目を伏せて、小声で言う。

「お姉ちゃんはわたしの大事な家族だもの。他人行儀な呼び方なんてしたくない」

　フローラとエリカの姉妹は、本当に仲良しみたいだ。だからこそ、姉のことを心配して、結婚を止めたいと思ったんだろう。

　エリカと子作りしたいという気持ちもあるけれど、エリカと仲良くなることは、もう一つ、重要な意味があった。

　エリカに……フローラの家族に、結婚を認めてもらわなければ、フローラとの結婚生活にも問題が出てくると思う。

　フローラには屈託なく笑っていてほしい。そのためにも、エリカと親しくすることは必要だ。

　それに、エリカが誘拐されてレイプされて妊娠……なんてことになれば、フローラは悲しむ。その上、皇女という立場から、俺とフローラに対する反逆のための道具として使われかねない。

　この世界の男たちは残酷な存在で、特に貴族は女性を道具のように扱うという。

　そうなる前に、俺がエリカを妊娠させてしまいたい。一度妊娠して俺の側室になれば、貴族たちも手出しはできない。

　エリカはぺたぺたと俺の身体を洗っていったが、やがて俺の下半身を覆う腰布を見て、頬を赤らめる。

　恥ずかしくて、そこは洗えないということだろう。

　アイリスが、ふふっと笑う。

「ちゃんとご奉仕しないとダメですよ、エリカ殿下」

「できるわけないでしょう!?」

「私にはできますよ」

「あなたのような、男のことばかり考えているはしたないメイドとは違うの！」

　エリカは言ってから、はっとした顔をした。さすがに言いすぎだ。相手がメイド……性欲処理のための妾とはいえ、アイリスはフローラの信頼を受けている臣下だ。

　俺は静かに言う。

「アイリスは俺とフローラさんの大切な人だよ。悪く言わないでほしい」

「ご、ごめんなさい……」

　エリカはあっさりと謝り、目を伏せた。

　意外と素直なところもあるんだな、と思う。

　アイリスは気を悪くした風でもなく、背後から俺の耳元にささやく。

「いいんですよ、私が『カズキ様のことばかり考えているはしたないメイド』なのは、本当のことですから」

「そ、それは違うよ……」

「違いませんよ。カズキ様の子供を一日でも早く妊娠したくて、そのことばかり私は考えています。今も……」

　そう言って、アイリスは俺の背中にその大きな胸を押し当てた。いつのまにバスタオルを外していたのか、その柔らかい感触が直接伝わってくる。

　そして、アイリスはその胸を上下させる。熱っぽく甘い声が、俺の耳元にかかる。

「あっ、んっ……エリカ殿下にたまった思いを……私にぶつけてください」

　アイリスのたわわな胸が俺の背中をまんべんなく洗っていく。

　目の前のエリカは、恥ずかしそうにそれを見つめていた。

「わ、私の目の前でそんな恥ずかしいことをするなんて……」

「私はカズキ様の妾ですから、これがお仕事ですもの。それに、ご奉仕は恥ずかしいことじゃなくて、カズキ様も私も幸せになれる素敵なことなんですよ」

　アイリスはそう言って、俺にますます強く胸を押し当てた。

　そう言われても、エリカはもちろん納得はしていないようだったけれど、ますます顔を赤くしていた。

　俺は目の前の恥じらうエリカと、積極的な背後のアイリスの行動に、俺は混乱させられる。

　エリカの胸の谷間に、ふたたび目が行く。エリカは俺の視線に気づいたのか、ぷいっと目をそらした。

　そして、恥ずかしがるようにもじもじとする。

　アイリスが後ろから言う。

「さあ、エリカ殿下も、胸でカズキ様の身体を洗ってさしあげませんと」

「そ、そんなことできるわけないよ」

「でも、ちゃんとご奉仕しなければ、フローラ殿下とのお約束違反になってしまいますよ？」

　エリカが俺に奉仕をちゃんとした上で、それでも子作りをしないことができれば、側室にならずに済む、というのが条件だ。

「む、胸を使って洗うなんて、そんなことまでするなんて言ってない！」

「殿方とお風呂場に一緒に入って、裸同然の格好なら、それぐらいのことを普通はすると思いますけど？」

「そんなのはあなたたちだけよ！」

「困りましたね。このままだと、エリカ殿下がちゃんとご奉仕しなかったとフローラ殿下にご報告しなければいけません」

「そ、それはダメ！　そうなったら、私はこの男の側室にされて……赤ちゃんを作らされちゃう」

「私にはご褒美ですけれどね。エリカ殿下も素直に受け入れればいいと思いますけど」

「それは嫌なの……」

「それなら、ちゃんとご奉仕しませんとね？」

　エリカはそう言われて、おずおずとバスタオルを床に落とした。

　やや小ぶりだけれど、きれいな白い胸が露わになる。

　エリカの胸に、俺の視線は釘付けになった。エリカは震え、そして上目遣いに俺を見る。

　そこでエリカは止まってしまう。さすがに胸で俺の身体を洗う勇気は出せないようだった。

　とはいえ、それでは困る。アイリスの狙いはわからないけれど、エリカが裸で積極的に奉仕しないかぎり、フローラに報告してしまうだろう。

　エリカは固まり、俺はうろたえ、アイリスは微笑んでいた。相変わらず、アイリスの大きな胸は、俺の背中にこすりつけられている。

　荒い息遣いで、アイリスは俺の背中を胸で洗っている。

「あっ、カズキ様……エリカ殿下ばかり見ていないで、私の胸も意識してくださいね？」

　アイリスは甘く俺の耳元でささやく。

　そして、続きにとんでもないことを言い出した。

「エリカ殿下がご奉仕する気がないのなら、仕方ありません。カズキ様がエリカ殿下のことを可愛がってあげてください」

「え？」

「エリカ殿下のあの小さなおっぱいを洗ってあげるのですよ」

　アイリスの言葉に、エリカはびくんと怯えるように震え、そして、そのはずみに胸が小さく揺れた。

　まるでエリカの成長途中の身体は、俺を誘惑するかのようだった。

「わ、私の胸を洗うなんて、ダメなんだから」

　そう言いながら、エリカはその小ぶりな胸を手で隠した。

「それなら、ご自分でカズキ様にご奉仕しませんと」

　アイリスが後ろから言う。相変わらず俺にその豊かな胸を押し付けていて、アイリスの胸が上下するたびにその柔らかい胸が俺の背中とこすれ、「あっ、ああっ」と小さく甘い声を上げている。

　もちろん、俺がエリカの胸をいきなり触るなんてつもりはない。

　エリカには、アイリスと同じように、正面から胸で俺を洗うことが求められている。

　でも、俺のことを嫌いな美少女にそんなことができるだろうか？

　とはいえ、そうしなければエリカの姉のフローラが許さない。

　フローラはどうにかしてエリカの考えを変えて、俺と子作りさせようとしている。

　その監視役にアイリスを派遣しているわけで……。

　エリカも俺に奉仕した上で、一週間子作りをしないで済めば、側室にならずに済むという約束をフローラとしてしまった。

　俺とアイリスに見つめられ、エリカは顔を真っ赤にした。

「や、やればいいんでしょ！」

　エリカはそう言うと、えいっと思い切ったように胸を隠す手をどける。

　その露わな白い胸が小さく揺れ、俺の目はエリカの胸の膨らみに釘付けになった。

　エリカは恥ずかしそうに目を伏せると、手で石鹸をとり、そして自分の胸に塗りつけた。

　そして、翡翠色の瞳で俺を上目遣いに見る。

「し、仕方なく……するんだからね？」

　そして、エリカは小さく上下に動いた。決して大きくはない胸だけれど、十分に柔らかい感触が心地よい。

　エリカの胸とアイリスの胸にサンドイッチの具のように挟まれている……。

　とんでもない状況だ……。

　無意識なのか、エリカは両手で胸を寄せて、谷間を作っている。俺はどきりとして、軽く動いた。

「ひゃうんっ」

　俺の胸板とエリカの胸が強くこすれ、エリカがびくんと震えた。

　目の前の小さな美少女を俺は抱きしめたい衝動に駆られた。

　エリカは俺を睨みつける。

「私で興奮してるんだ？」

「べつに」

「嘘つき。こ、こんな恥ずかしいこと、二度としないんだから！」

「一週間は俺と一緒に暮らして、俺に奉仕しないといけないはずだよ？」

　少しからかってみたくなって、俺がそう言うとエリカは愕然とした表情になった。

　アイリスが面白そうに後ろから言う。

「子作りするのも、そう遠くないですね」

「ぜ、絶対にそれはしないの！」

「ふうん。私はきっとエリカ殿下も我慢できないと思いますけどね。でも、今日のところは……」

　突然、アイリスが胸で俺の背中を洗うのをやめ、そして、その手を俺の腰に回す。びっくりして俺が振り返ると、その俺にキスをした。

　情熱的なキスの後、しばらくして、アイリスは俺の唇を解放した。

　唇を奪われ、動揺する俺に、一糸まとわぬアイリスは微笑む。

「エリカ殿下の代わりに、今日は私に子種をくださいね？　エリカ殿下と違って、私は早くカズキ様の子供が欲しいんですもの」

　そして、アイリスはふたたび俺にキスをした。自然と俺はアイリスの身体に触れていた。

　その大きなお尻を触り、その豊かな胸に触れる。

　エリカはそんな俺たちを呆然と見ていた。

「あっ……カズキ様……」

　アイリスが俺の名前を甘えるように呼ぶ。そして、俺はアイリスに襲いかかった。

　俺はアイリスを強引に抱き寄せ、その唇を自分の唇で再びふさいだ。

　さっきはアイリスからキスされたけれど、今度は俺が主導権を握っている。

　俺がアイリスの唇を舐めると、アイリスが驚いたように口を開く。その隙に俺はアイリスの口に舌をねじ込んだ。

　アイリスもたどたどしいながら、積極的に舌を絡めてくる。

「んんっ」

　くぐもった声がアイリスから漏れる。俺はそのあいだにアイリスの胸もそっと撫でる。

　俺がキスを終えるとアイリスは、かあっと顔を赤くして、目をそらした。

「か、カズキ様のエッチ……」

「エッチなのはアイリスだよ」

「あっ、待ってください……あうっ」

　アイリスの豊かな胸が、俺の手に揉まれて形を変える。

「俺の子供を産みたいなんて言ったくせに」

「そ、そうですけど……やっぱり、エリカ様の見ている前だと恥ずかしいですね」

　恥じらうアイリスも可愛くて……俺はつい、いじめたくなってしまう。

　アイリスの胸に触れて、その先端の突起を、俺はきゅっきゅっとつまむ。

「ひうっ……あ、カズキ様ぁああ」

「感じてるんだ？」

「は、はい……気持ちいいです。で、でも……胸ばかりいじめちゃダメですっ……あうっ、あああああああっ！」

　俺がアイリスの桜色の乳首をつまんで引っ張ると、アイリスが甲高い悲鳴を上げた。

「あっ、カズキ様。いやああああっ♡」

　アイリスの甘いあえぎ声と同時に、裸のエリカが俺たちの間に割って入ろうとする。エリカの顔は真っ赤だった。

　緑色の瞳で俺を睨みつける。

「アイリスが嫌がっているじゃない！　やめてあげてよ」

「嫌がっている……？　これが？」

　アイリスは口では「いや」と言っているけれど、反応は明らかに感じていた。

　とはいえ、一応聞いてみる。

「アイリス、嫌だった？」

「嫌だなんて、そんなわけありません！　そ、それより早く続きを……カズキ様の子種をここに注いでください！」

　そう言ってアイリスは「はぁはぁ」と荒い息遣いで自分の下腹部を示す。「ほらね」と俺がエリカに言うと、エリカは悔しそうな顔をした。

「で、でも！　アイリスは妾だから、カズキの言う通りにしないといけないから、言うことを聞いているだけで……ひうっ」

　突然、アイリスがエリカの胸を背後から鷲掴みにした。

「あ、アイリス……何をするの!?」

「未来の皇帝陛下の子作りを邪魔するいけない妹皇女様にはお仕置きをしないといけませんから」

　アイリスは楽しそうに笑い、そして、エリカの控えめな胸を弄んだ。

「あ、アイリス……や、やめて……ひゃうっ」

　エリカが甲高い悲鳴を上げる。

　一糸まとわぬ姿のエリカは、同じく裸のアイリスによって背後から胸を揉みしだかれている。

　アイリスは楽しげにエリカの胸をいじっていた。アイリスはメイド、エリカは皇女だけれど、立場が逆転していて、エリカがアイリスにいじめられている。

「ダメっ！　男の……カズキの見ている前で、こんなのっ……いやあああっ。あああっ」

　アイリスは容赦なかった。子作りを邪魔されたことを、実はけっこう根に持っているのかもしれない。

　一方のエリカは甘い声であえぎ続けている。乳首をつままれると、ことさら激しく彼女は反応した。

「嫌なはずなのにっ……あんっ、ああああっ、ふわああああああああっ!?」

「ほら、殿下も嫌と言っていても、本当は気持ちよくなっているでしょう？」

「違うっ、あっ、やだっ……気持ちいいのやだあっ」

　激しく長い時間、エリカはアイリスに弄ばれた。

「もう許して……」

　ついにエリカが降参して懇願するとアイリスは、ふふっと笑い、「気持ちよかったって認めますか？」と聞く。

　エリカがこくこくとうなずくと、「カズキ様にしていただけば、もっと気持ちよくなりますよ」なんてアイリスは言う。

　けれど、エリカはそれだけは受け入れられなかったようで、首を横に振った。「仕方ない、か」とアイリスはつぶやくと、エリカを解放した。

　エリカは足腰に力が入らず、立っていられなかったのか、その場にぺたんと座り込んでしまう。

　フローラの意を受けたアイリスからしてみれば、ここでエリカを堕としてしまい、俺の側室の一人にしたかったのだろう。

　アイリスは裸のまま、俺の方を向く。大きな胸がぶるんと揺れ、俺はそれに目がつられた。

「いかがでしょう？　ここでエリカ殿下に手を出してあげるのが、エリカ殿下のためでも、フローラ殿下のためでもあるかもしれませんよ？」

「いや、でも、それは……エリカが納得しないと……」

「身体の準備はできています。実際に子作りしてみれば、エリカ殿下の考えも変わるかもしれませんよ」

「そうかなあ」

「だって、私のいたずらで、こんなに気持ちよさそうにしているんですもの」

　俺はエリカに一歩近づき、彼女を見下ろした。

　エリカは俺を見て、ひっと悲鳴を上げる。

　俺も、アイリスとの子作りを中断させられ、エリカの乱れるさまを見せられ、限界が来ている。

　エリカを抱いていいなら、そうしていただろう。

　けれど……。

「ダメっ。子作りなんて……怖いもんっ……ううっ」

　エリカが子供のように泣き始めてしまった。実際、エリカはまだ十五歳の少女なのだ。

　怯える女の子と無理やり子作りをするなんて、さすがに俺にはできない。

「怖がらせてごめん。エリカにひどいことなんてしないよ」

「……本当？」

「もちろん」

　俺はエリカにバスタオルをふわりとかけた。エリカはあどけない表情で俺を見上げる。

　俺は、ぽんぽんとエリカの頭を撫でた。エリカは一瞬、びくっと震えたけれど、やがて安心したように泣くのをやめた。

　アイリスが感心したようだった。

「さすがカズキ様。泣いている女の子には手を出さないなんて、紳士的ですね」

「当たり前だよ」

「でも、カズキ様はもう我慢の限界では？　あっ、きゃあっ」

　俺はアイリスを正面から抱きしめる。アイリスは幼い少女のように、あどけない表情で俺を見つめる。

　さっきまでエリカをいじめていたのと同じ子だとは思えない。アイリスは期待に目を輝かせていた。

「アイリスの言うとおりさ。だから……」

　アイリスが、くすっと笑う。

「私をカズキ様の心のはけ口にしてください。それが私の役目で、私の望みですから」

　俺は我慢できなくなり、アイリスにむしゃぶりついた。

　アイリスは俺に弄ばれながら、嬉しそうに微笑んだ。

「私の胸が……カズキ様だけじゃなくて、私の産んだカズキ様の子供に舐められる日も遠くなさそうですね。あっ……」

　俺は優しくアイリスを押し倒した。

　そして、その上に覆いかぶさる。ちらりとエリカを見ると、エリカは顔を真っ赤にして、でも興味津々といった様子で俺たちを見ていた。

　アイリスは幸せそうな笑みを浮かべる。

「来てください……。カズキ様の子供を……私に産ませてください。あっ。ちゅぷっ。んんっ」

　俺はアイリスに口づけをして、アイリスは俺の舌に自分の舌を絡ませ、情熱的にそれに応えた。

　キスを終えると、俺はアイリスを壁際に押し付けた。

　裸のアイリスはうっとりとした表情で俺を見つめる。

「エリカ殿下の前だからって、遠慮しないでください……私を好き放題にしていただきたいんです……あっ」

　俺のそそり立ったものが、アイリスの秘所に突き立てられる。アイリスが「ひうんっ」と悲鳴を上げる。

「そ、そんないきなり……しかも深すぎて……あうっ」

「遠慮するなって言ったのはアイリスだよね？」

「そうですけど……そうですけどぉっ……きゃああっ♡」

　俺がアイリスを突くたびに、結合部が淫らな音を立てる。

　じらされすぎたせいか、アイリスはいつもより乱れている。

　大きな裸の胸が揺れ、俺を誘うようだった。俺はアイリスの乳首をきゅっとつまむと、アイリスが大きく身体をのけぞらせて反応する。

　締め付けもきつくなり……そして、しばらくして俺はアイリスに白い欲望の証を撒き散らした。

　その一部始終を、エリカは顔を真っ赤にして見ていた。

　でも、逃げ出そうとしなかったのだから、興味はある……んだろうか？

　その後も俺はもう一度アイリスを抱いて、アイリスは嬌声を上げながら俺を受け入れていた。

　しばらくして、二度目の射精が終わる。

　俺は風呂場に仰向けで横たわるアイリスを眺めた。

　結果として、アイリスは体力切れのようだった。

　荒い息遣いで胸を上下させ、そのたびに大きな乳房が揺れている。

「カズキ様……もっと赤ちゃんの素が欲しいです……」

「アイリス、無理をしないほうがいいよ。それに、もう確実に妊娠しているような気がするし」

　先日以来、俺はアイリスをたびたび可愛がっているし、そろそろ妊娠していてもおかしくない。すぐにはわからないけれど……。

　でも、アイリスは不満そうだった。

「で、ですが……まだカズキ様は欲求不満でしょう？」

　アイリスは頬を赤く染めて、俺を見上げる。

　異世界人は、この世界に転移するときに、一度霊体化する。そのことで、普通の人よりも優れた健康的な身体を手に入れるらしく、それは精力も同じようだった。

　アイリスを欲望のはけ口として何度も愛しても、まだ欲求が尽きていない。

「とはいえ、アイリスにこれ以上、負担をかけるわけにはいかないよ」

「でしたら、もう一人、可愛い女の子がいるではありませんか」

　アイリスの言葉に俺は、ちらりとエリカを見る。

　十五歳の妹皇女エリカは……ぺたんとその場に座り込んで、裸の身体をさらしていた。そして、真っ赤な顔で俺たちを見つめ、苦しそうな表情でなぜか自分の胸の乳首をつまんでいた。

　アイリスが、くすっと笑い、立ち上がって俺に小声で耳打ちする。

「エリカ殿下も準備万端のようですよ」

「いや、でも、エリカは嫌がるんじゃ……」

「口では嫌と言っても、私たちの子作りをあんなに興味津々で見ていたんですもの。それに、媚薬も効いているみたいですし」

「び、媚薬!?」

「エリカ殿下が強情なので一服盛らせていただきました。まあ、でも、あの様子を見ていると必要なかったのかもしれませんが」

「でも、そんな方法でエリカを無理やり犯すなんて……」

「カズキ様がお優しいのは知っています。でも、いずれエリカ殿下はカズキ様の側室になることは避けられません。でしたら、エリカ殿下にとって一番気持ちの良い方法で、子作りをしていただくのが良いと思いませんか？」

　エリカ含めて風呂場に連れ込んだのも、アイリスのお膳立てだったんだろう。

　アイリスは言う。

「それに、本当に子作りを嫌だと思っているなら、この場から逃げ出しているはずです」

「まあ、たしかにエリカもずっと俺たちの子作りを見ていたんだね……」

「カズキ様が押せば、きっとエリカ殿下も受け入れてくれます。あとはカズキ様がどうしたいか、です」

　俺がどうしたいか？

　決まっている。エリカさえ問題なければ……俺はエリカと子作りしたい。それは、皆が望んでいることでもある。

　俺はゆっくりとエリカに近づいた。

　エリカはびくっと震える。

「こ、来ないで……」

　エリカが涙目で俺を見つめる。

　小柄な美少女が怯える姿は、嗜虐心を煽るような背徳的な美しさがあった。

　俺はエリカの肩に手をかける。小さな肩はとても触り心地が良かった。そして、そのままエリカを強引に押し倒す。

「やだっ！」

　エリカが悲鳴を上げ、俺から逃れようとする。

　だが、男の俺の力に敵うわけもなく、俺に押さえ込まれてしまう。

　エリカが翡翠色の瞳で、俺を切なそうに見上げた。

「カズキは……優しい人かなと思ったのに、私にひどいことをするの？」

　そう問われ、俺は首を横に振った。

「ひどいことはしないよ」

「え？」

　エリカが不思議そうな表情を浮かべた。

　無理やりエリカを抱くのは、俺の信念に反する。それは変わらない。

　だから、俺には考えがあった。

　横たわる裸のエリカを見て、その銀色の髪を俺はそっと撫でた。俺の腕の中で、エリカがびくっと震える。

「や、やだっ……」

「本当に嫌？」

　エリカは、かあっと顔を赤くする。俺はエリカの小さな胸をそっと触った。それだけで、エリカは「ひうっ」とあえぎ声を上げる。

　媚薬も効いているし、もう完全に発情していて雌めすの顔をしている。

　俺とアイリスの子作りをずっと見ていたんだから、エリカ自身、興味がないことはないのだろう。

　ただ、これまで俺を拒絶してきたから、素直に受け入れられないだけだ。

　エリカはなんとか俺から逃れようとする。俺はわざとそれを許して、エリカは起き上がり四つん這いになった。這って逃げようとしたところを、今度は俺が背後から胸を鷲掴みにする。

「ひうんっ」

　エリカが大きくのけぞるように身体を跳ねさせる。俺はエリカの白い首筋にキスをした。

　そして、ささやく。

「エリカはさ、どうしてそんなに子作りが嫌なの？」

　姉のフローラをエリカは慕っている。そのフローラはエリカが側室となり、自分と一緒に俺の子を孕むことを望んでいた。

　なのに、エリカは、自身はもちろん、姉のフローラの子作りにも反対のようだった。

　俺は胸を触る手を止めた。

　すると、エリカは荒い息遣いで深呼吸する。

「……私が十歳だった頃、ママと一緒に部屋で遊んでいたの。そして、お父様が……皇帝陛下が入ってきて、無理やりママをベッドに突き飛ばして……」

　フローラとエリカの母のユノさんはよく知っている。というか、誘惑されてこっそり抱いてしまった……。

　そのユノさんを、先代皇帝は幼い娘の目の前で抱いたという。娘の前ではやめてください、と懇願するユノさんを、かまわず先帝は蹂躙した。

　ユノさんは十二歳でフローラを、十四歳でエリカを産んでいる。だから、当時は二十代前半だったはずだ。

　泣き叫ぶ若い母の姿を、エリカは呆然と眺めているしかなかった。

　それはトラウマになって当然だと思う。

　でも、俺は違う。

「子作りは本来、幸せなことなんだ」

「そんなの信じられない……！」

「でも、俺とアイリスの子作りをずっと見ていたよね？」

「そ、それは……あっ」

　俺はエリカの乳首をこりこりと指でつまむ。

「あっ、ああああっ、ダメっ。そんなことされたら、私……」

「他の女の子も、もちろんフローラも、子作りが幸せなことだって思ってる」

「あうっ。お、お姉ちゃんも……？　あああっ」

　エリカはびくんびくんと震えていて、身体はもう完全に陥落していた。

　あと、ひと押しなのだけれど。俺やアイリス、フローラの言葉ではエリカに届かなかった。

　もしエリカの考えを変えられる人間がいるとすれば──。

「あらあら、エリカったら、カズキ様に愛されているのね」

　浴場の扉が開く。そこにいたのはスタイル抜群の銀髪碧眼の美女だった。

　彼女はバスタオル一枚の姿で、ふふっと笑い、俺に媚びるように流し目を送る。

　それは、エリカの母親で、今や俺の愛人のユノさんだった。

「ママ!?　なんでここに……？　あっ、見ないでっ、ママ……ああああああっ」

　エリカはその小さな身体を俺に押さえ込まれ、蹂躙されていた。胸を揉みしだかれ、顔を真っ赤にしてびくびくと震えている。

　媚薬を与えられて、ずっと俺に愛撫されて感じているのだ。でも、それをエリカは認められない。

「んんっ」

　銀色の美しい髪を振り乱し、エリカは抵抗しようとする。

　だが、無駄だった。俺の腕はがっちりとエリカを押さえ込んでいる。

「あっ、ああああっ」

　エリカは嬌声を上げ続けていた。俺はエリカのほっそりとした脚を撫で回し、さらにその小さなお尻へ手を伸ばす。

「やめてっ、助けてっ、ママ！　私、まだ赤ちゃんなんて欲しくない！」

　ユノさんは首を横に振った。

「これは、皇女としての責務なの、エリカ」

「そ、そんな……あうっ」

　俺がエリカの胸の可愛らしい乳首をきゅっきゅっとつまむと、エリカはびくびくと身体を跳ねさせた。

　ユノさんはそんなエリカの髪をそっと撫でる。

「それにね、子作りは幸せなことなのよ」

「嘘っ！　ママは、お父様に無理やり犯されて泣いていたじゃない！　私を産んだのだって、まだ十四歳のときで……」
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「でも、私は幸せだったわ。そのおかげでフローラや……エリカに会えたんだもの」

　エリカは、はっとした顔をする。そう。エリカが生まれたのは、ユノさんが皇帝との子作りをした結果だ。

　俺はエリカに同じことをしているにすぎない。皇帝の側室となって子を産むことを否定するのは、ユノさんの人生を、そして、エリカの誕生をも否定することになる。

　それでも、エリカは受け入れられないようだった。俺の愛撫が弱まった隙に、俺を振り払って、起き上がって四つん這いになる。

　そして、そのまま逃げようとした。けれど、足腰に力が入らないらしい。

　俺は面白くなって、必死なエリカの胸を背後から揉みしだく。

「あっ、いやああああっ」

　俺はエリカをそのまままた仰向けに転がして覆いかぶさる。

　全身が密着する。

　エリカは荒い息遣いで、顔を真っ赤にしていた。

　完全に発情した雌になっている。

　エリカは心細そうに俺を上目遣いに見た。

「本当に……子作りは幸せなことなの？」

「ああ、間違いない」

　そして、俺はエリカの唇に自分の唇を重ねた。エリカは俺のキスを素直に受け入れていた。

　やがてキスを終えると、エリカは俺を睨む。

「勘違いしないで。私があなたの側室になるのは、ママとお姉ちゃんのためなんだから」

「受け入れてくれるの？」

「……あなたが私を幸せにしてくれるって約束してくれるなら」

　エリカは恥ずかしそうに目をそらした。

「約束するよ。エリカを幸せにする」

　エリカはこくりとうなずいた。それを合図に俺はふたたびエリカに襲いかかる。

　その可愛らしい胸も、小ぶりなお尻も、赤い唇も、すべて俺のものになった。

　蹂躙されるエリカは、俺の大きくなったものを見て、ひっと悲鳴を上げた。

「そ、それを私に挿れるの!?」

「それが子作りだからね」

「だ、ダメっ！　そんな大きなもの、入るわけない……！　あっ、いやあああああああああ」

　俺のものがエリカの秘所の入り口に当たる。エリカの言葉に反して、発情しきったエリカの秘所は十分に濡れていて、すんなりと俺のものを受け入れそうだった。

　それでもエリカは抵抗する。さっきは側室になる、子作りをすると言っていたけれど、怖くなったのだろう。

　だけど、俺もいまさら退くわけにはいかない。

　そもそも、俺のペニスはエリカの身体に興奮してこんなに大きくなっているのだから。

　俺の肉棒がエリカのま〇ことこすれ、エリカは「ひっ」と声を上げる。

「こ、怖い……やっぱりダメっ」

「いまさらそれは通らないよ」

「で、でも……」

　エリカが恐怖と期待のまじった目で俺を見つめる。

「やだ、やだあああっ。あっ、ダメダメだめえええええええっ」

　やっぱり、エリカの秘所はしっとりと濡れていて、俺のものをあっさりと受け入れた。エリカがひんっと身体をのけぞらせ、銀色の髪を揺らす。

「いたいっ、いたあああああああああああいっ♡」

「痛いのは最初だけだよ」

　十三歳で純潔を俺に奪われたリディアは痛がっていたのは最初だけで、すぐに俺のものに夢中になった。エリカもきっとそうなるだろう。

「あっ、あああああっ♡　私、どうしてこんなこと……あっ、男のものにお〇んこ突かれてるっ♡　突かれてるううっ♡」

　涙目のエリカの乳首をつまむと、ひんっとエリカが身体を揺らす。フローラやユノ、アイリスほどではないにしても、エリカも十五歳にしては十分に女らしい身体付きをしている。

　胸は豊かに膨らんでいて、お尻も大きな安産体型。大人の女性になりかけの少女らしさも残すその身体は、男なら誰でも欲しがるだろう。

　こんないやらしい身体をして、子作りが嫌だなんて、よく言えたものだと思う。

　実際、エリカの声には甘いものがまじりはじめた。

「やだあああっ♡　私の身体、変なのおおおっ♡　変なのっ♡」

「どう変なの？」

　俺は容赦なくエリカの秘所の奥をえぐる。エリカは「あんあんっ」とあえぎながら、潤んだ瞳で俺を見上げる。

「嫌だったはずなのに……どうして……どうしてこんなに気持ちいいの!?」

「それはエリカが女の子だからだよ」

「ひゃっ……あう……ひうんっ！　あああああっ、やあああっ」

　もはやエリカは俺の言葉も聞こえず、快感に身を任せていた。

　俺の動きに合わせて、エリカが自分から腰を振る。その瞳の色はもはや快楽に染まり、俺のペニスのことしか考えられなくなっているようだった。

「どうされたいか、言ってごらん」

「もっと……私の身体いじめてっ♡　いじめてほしいのっ！　お願いっ……あ、ひんっ♡」

　望み通り、俺がエリカの乳首を乱暴にいじり、秘所の奥を突く。

「あああああああっ♡　おかしくなっちゃう、おかしくなっちゃうううううっ♡」

「おかしくなんてなってないさ。これが女の子のあるべき姿なんだから」

「ひうんっ♡　わ、私……私、どうなっちゃうの？」

「俺の子供を孕むんだよ」

　そして、俺のものがどくんと脈動する。

　そのときだけ、エリカはふたたび抵抗しようとした。

「中はダメっ！　ほんとに赤ちゃんできちゃう……！　できちゃうからあっ♡」

「いまさらだよ。側室なんだから、この先たくさん子供を産んでもらわないとね」

　それにエリカは特別な立場だ。正妻であるフローラの妹であり、皇族の血を引く。だからこそ、たくさん子供を産んでもらわないといけない。

「今のエリカは十五歳だから、あと二十人は子供を産めるね」

「そんなにたくさん……無理っ！　私、十五歳でお母さんになるなんて……あんっ♡」

「ユノさんはもっと若くしてエリカを産んだんだから、おかしくないよ」

「でも、でもおおおっ！　あああああああっ♡　やだあああっ、気持ちいいいっ！　気持ちいいのっ♡　でも、中はダメっ、妊娠いやああああああああっ♡」

「なら、ここでやめてもいいの？」

　エリカは目を見開く。俺に愛撫され、秘所を突かれ、もう訳がわからなくなっているようだった。

「イクっ、イッちゃううううっ♡　やだあああっ。でも、でもおおおっ、やめちゃやだっ♡　気持ちよくなりたいもんっ♡」

「なら、俺の子供を産む？」

「産むから！　産むから、私のお〇んこにカズキの熱いのいっぱい注いでっ♡　あ、あああああああっ、いやあああああああああ♡」

　ひときわ甲高い声でエリカが叫ぶ。俺の肉棒がエリカの十五歳のま〇この中に精液を驚くほどたっぷりと注ぎ込む。

　エリカは何も抵抗せず、そのまま俺の白い欲望の証を受け入れた。事が終わった後、ぐったりとその身を横たえていた。

「嘘っ……本当に赤ちゃんできちゃうっ……あっ♡」

　呆然とつぶやくエリカの胸を俺はまさぐる。俺の愛撫に反応して、エリカが身体を震わせ、胸を揺らす。

　だが、エリカは次の瞬間、気を失ってしまったらしい。体力の限界なのだろう。その表情は快感に酔いしれていて、頬を紅潮させ、幸せそうだった。

　こうして、エリカは賭けに負け、少女から女になった。

　俺の子を産む側室の一人となったのだ。







第五話　人違いで妹メイドと子作り




　結局、その後のエリカは何度も何度も俺に抱かれ従順になった。

　十五歳の少女の身体は、媚薬による快感に抵抗することなんてできなかったのだ。

　裸の身体を使ってエリカは奉仕するようになり、俺の子種を何度も受け入れた。

　傍らのアイリスとユノさんが羨ましそうに俺たちを見つめている。

　これで、エリカは俺の側室になった。本来なら、ここで俺とエリカの二人きりの生活は終わりになるはずだった。

　一週間同居して、子作りをしなければエリカの勝ち、という賭けだったけれど、一日目でもうエリカは陥落してしまった。

　ところが……。

「どう、カズキ？　気持ちいい？」

「う、うん……」

　次の日も、俺はこの部屋の大浴場に座り、エリカの奉仕を受けていた。

　裸のエリカが、その小ぶりな胸を俺の背中にこすりつけている。

　俺ももちろん裸だ。

　エリカは石鹸でぬるぬるの乳房で、俺の背中を洗っていた。洗っているというより刺激しているという方が正しいかもだけれど。

「んっ」

　エリカの吐息が耳にかかり、くすぐったい。

「それにしても、フローラさんを騙しているみたいで気が引けるな……」

「騙しているわけじゃなくて、ルールの範囲内だから！　それに、もともとお姉ちゃんが言い出したことだし……んんっ」

　同じ部屋で寝起きして、一週間経つか、子作りするまで部屋から出られない。

　それがフローラさんの決めた賭けのルールだった。

　ところが、エリカはそれを逆手に取った。

　子作りしてしまったからと言って、部屋から出なくても良い。

　そうすれば、一週間のあいだエリカは俺を独占できる。

　だから、今もこうやってエリカは俺に奉仕しているのだ。

　昨日は抵抗していたエリカだが、今はとても積極的だ。

「今は他の女の子とするなんて、許さないんだから。カズキは私だけのもの！」

「えっと、アイリスを呼んだりとかは……」

「ダメに決まってるでしょ。カズキへの奉仕は、全部、全部、私がするの」

　幸せそうにエリカが耳元でささやく。

　エリカの小さな胸が俺に押し当てられ、その先端の突起の感触を俺は感じる。

　もう我慢できない。

　俺は振り返ると、エリカを強引に押し倒した。

「あっ……カズキ。ああああっ、む、胸、弱いから……ダメっ」

　俺はエリカの小さな胸を揉みしだいた。

　エリカは「んんっ」とあえぎながらも、嬉しそうな笑みを浮かべた。

「わ、私にカズキの子供を産ませて……あうっ。お姉ちゃんより、私の方が年下だもの。だから、カズキの子供を二人は多く産んでみせるもの」

　甘えるようにエリカは言い、俺の愛撫を受け入れていた。

　結局、俺はエリカを風呂場で何度も抱いて、その後は部屋に抱きかかえて戻り、ベッドに押し倒してその身体を蹂躙した。

　エリカは俺の行為を「カズキに必要とされるのは幸せ……♡」と喜んで受け入れていたが、やがて体力の限界に達したらしい。

　何度目かの子作りのあと、気を失って、ぐったりとベッドに仰向けで倒れていた。

　エリカの呼吸に合わせて、薄い胸が上下する。俺はまだまだ欲求不満だから、ついエリカの胸を触ってしまう。

「あっ……♡」

　エリカが無意識のまま、びくっと震える。俺はそのままその桜色の突起を触った。

　十五歳の純粋無垢な少女の身体は本当に美しかった。

　いや、もう純粋無垢ではないのか。エリカは、俺の側室にされ、処女を奪われ、汚されてしまった。

　少女から、俺の「女」になったわけだ。

　そんなエリカの下腹部を俺はそっと撫でる。

　順調に行けば、エリカの腹は俺の子を宿すことになる。いや、もう孕んでいるかもしれない。

　あれほど俺を嫌っていた女の子が、俺の子種を欲しいと懇願して、実際に妊娠するなんて、不思議だとも思う。

　同時にエリカが愛おしいと感じ、また抱きたくなってくる。

　だけど、体力切れのエリカをこれ以上いじめるわけにはいかない。

　仕方なく、俺はひと眠りすることにした。

　しばらくして、目が覚める。どのぐらい時間が経ったのだろうか？

　起き上がると、隣ではまだエリカがすやすやと裸で寝ていた。

　そして、目の前には、茶髪のメイドの後ろ姿があった。食事を用意してくれているみたいだ。

　さすがにエリカ一人で俺の世話をするわけにもいかないので、アイリスが来てくれたのだろう。

　ちょうどいい。起きると、欲求を我慢できなくなっていた。アイリスなら喜んで俺を受け入れてくれるだろう。

　俺はメイドの後ろ姿に近づき、そして、背後から抱きつく。胸を右手で触り、左手で腰を抱き寄せる。

　アイリスの胸の質感がいつもと違うような気がしたが、気のせいだろう。

　慌てた様子で振り返ったメイドに俺は強引に唇を重ねた。

「んんっー！」

　くぐもった悲鳴を上げた少女メイドは、しかし、アイリスではなかった。

　俺がキスしたのは、美しいけれど、スレンダーで幼い顔の、まったく別人のメイドだった。

　慌ててその唇を解放する。

「お、おやめください……陛下」

　そのメイドの子は、俺に抱きすくめられたまま、涙目でそうつぶやいた。

「あ、アイリスじゃない……!?」

　完全な人違いに、俺は動揺する。アイリスだと思って、胸を触り、キスしてしまった。

　ただ、小柄で少し幼い雰囲気ではあるものの、アイリスと顔立ちはよく似ている。

　裸の俺に抱きしめられたまま、メイドの子は顔を赤くする。

「あ、アイリスはわたしの姉です」

「アイリスの妹!?」

「く、クラリスと申します……あの、そろそろ放していただかないと……」

　クラリスは俺に抱きすくめられ、胸を触られたままだった。俺は慌ててクラリスから手を離した。

　クラリスは俺を上目遣いに見る。

「ごめん……」

「な、なんで陛下が謝るんですか？」

「そ、そのアイリスと間違えて、胸を触って……キスもしてしまったから」

　これが現代日本だったら、大問題だ。わざとではないとはいえ、性犯罪者扱いされかねない。

　ところがクラリスはふるふると首を横に振った。

「あ、謝らないでください。び、びっくりはしましたけど……陛下はわたしに何をしても許される身分ですから」

「そ、そうなの？」

「この後宮に仕える女性三百人は、すべて皇帝陛下の所有物ものですよ」

　クラリスは静かに衝撃の事実を告げる。そうだったのか……！

　けれど、たしかにかつて俺のいた世界でも、中国の皇帝は数千人の女性を抱えるハーレムを築いていたという。

　そこに仕える女官はすべて皇帝の寵愛を受ける可能性があったのだ。

　俺とクラリスたちも同じ関係ということだろう。

　クラリスは、ふふっと微笑む。笑うと姉のアイリスそっくりの、とても可愛らしく庇護欲をそそる表情になる。

「もちろん、皇后となるフローラ陛下、それにエリカ殿下たち皇族や伯爵のご令嬢リディア様のような側室と、アイリス姉さんのような妾やその他の女官では、身分が異なります。ただ、どの女の子も皇帝カズキ陛下のお役に立ちたいと思っているんですよ？」

「そうなんだ……クラリスも？」

「は、はい。わたしももちろん、カズキ陛下のものです。今日からエリカ殿下付きの侍女として、カズキ陛下とエリカ殿下がお二人で過ごしているときに身の回りのお世話をさせていただくことになりました！」

「それって、もしかして出世だったりする？」

「はい！　皇帝陛下と皇女殿下のおそばに仕えるのはとても名誉なことです。わたしもアイリス姉さんみたいに陛下たちに信頼されるメイドになりたいです……！」

　クラリスは目をきらきらと輝かせていた。仕事が楽しくて充実しているんだろうな、と思う。

　彼女の輝くような視線がまぶしい。元いた世界の俺は、きっと死んだ魚のような目をしていたから。

　そんなクラリスは、俺の所有物だという。まだ成長途中で、スレンダーな身体だけれど、メイド服の上から胸の膨らみは見て取れる。スカートの下からのぞく白い脚も目にまぶしい。

　ごくりと俺は息を呑んだ。

「クラリスは……アイリスみたいになりたいんだ？」

「はい。頑張ってお仕えします！」

「アイリスと同じ仕事、やってみる？」

「もちろんです！」

「じゃあ、風呂場で俺の身体を洗ってよ」

「……えっ？」

　小柄なクラリスはうろたえた様子で、俺を見上げる。

　俺は微笑んだ。

「アイリスがしてくれる一番大事な仕事だから」

「そ、そうなんですか……？　で、でも……」

　純粋で気弱そうなクラリスは、しばらく迷った様子だったが、うなずいてしまった。

　つまり、クラリスは俺と一緒に風呂に入り、身体を洗うことに同意したのだ。

　エリカと一度風呂には入ったのだけれど、その後散々エリカを犯してしまったから、身体は汗とエリカの体液で汚れているし、ちょうどいい。

　もっとも、もちろんメイドの女の子に身体を洗ってもらうだけで終わるつもりはない。

　ほっそりとした小柄なクラリスは、俺を上目遣いに見つめる。

　俺はごくりと息を吞む。

　クラリスは王宮の女性三百人すべてが皇帝である俺のものだと言った。そのなかには、もちろんクラリスも含まれている。

　本人はまだそのつもりはないだろうけれど、押しに弱そうな子だし……子作りまでしてしまいたい。

　この純真無垢なメイドの子を好き放題できるかと思うと、想像するだけでドキドキする。いずれ姉のアイリスと並べて奉仕してもらうのも良いかもしれない。

　最初にこの世界に来たときは、そんなこと考えもしていなかったのだけれど。アイリス、リディア、ユノさん、エリカたちとの子作り生活を経て、当たり前のことになってしまった。彼女たちは今ではすっかり子作りの虜とりこだ。

　そんなことを考えていたら、クラリスが「あっ」と小さな声を上げ、そして恥ずかしそうに顔を赤らめた。

　その視線は裸の俺の股間に向けられていた。

　俺のペニスが大きくなったのを見てしまったらしい。

「へ、陛下……これは、その……？」

「気にしないでよ。生理現象だからさ」

「で、ですが……」

「それより、お風呂で身体を洗ってくれるなら、クラリスも服を脱がないとね」

「え!?　わ、わたしはメイド服のままでも──きゃあっ」

　俺はクラリスの服を脱がせようと、その服に手をかける。

　ついでに、その小さな胸の膨らみも触ってしまう。

　なかなか触り心地がいい。クラリスの着ているメイド服と構造が同じアイリスのメイド服は何度も脱がしているから、同じ要領で簡単に上半身部分を剥ぎ、胸を露出させることはできた。

　白いブラが露わになる。

　クラリスは信じられないという表情で困惑するばかりのようで、抵抗もできない様子だった。

　俺の手はスカートの下に伸び、白い脚をぺたぺたと触りながら、その小さな尻にも触れる。

　少女らしい薄い尻肉を揉むと、クラリスがびくんと震える。

「あっ……！　だ、ダメですっ！　自分で脱げますからあっ！」

　ショーツも脱がそうと思ったのだが、はじめてクラリスが抵抗した。

　クラリスはもう完全に冷静さを失っていた。男性経験もないだろうし、アイリスより年下で、性的な奉仕をするつもりで来ていなかったわけだから当然だろう。

「ごめん。ちょっとやりすぎたかな。じゃあ、自分で脱いでよ」

「は、はい……」

　クラリスは恥じらいながらも、中途半端に脱がされたメイド服を脱ぐ。

　下着姿のみになったクラリスは、可憐で愛らしかった。

　そして、クラリスは手近にあったバスタオルを慌ててつかみ、それで身体を隠してから、下着を脱いだ。

　裸を見せるつもりはないらしい。

　少し残念だが、仕方ない。それに、後でいくらでも見られる。

　クラリスが怯えたように俺を上目遣いに見る。

「そ、その……本当に身体を洗うだけ、ですよね……？」
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「もちろん」

「良かった……」

　クラリスは、ほっとしたような表情を浮かべた。

　もちろん、身体を洗わせるだけのつもりなんてないのだけれど。

　俺は少女メイドのクラリスを浴場に連れ込んだ。

　エリカやアイリスに奉仕させたのと同じ場所だ。

　二人用の部屋についている浴室なのに、大浴場並みの広さがある。改めて、さすが皇宮だなと思う。

　同時に自分が皇帝になったと実感する。

　バスタオル姿のクラリスも、少し顔をほころばせ「わあっ」と声を上げる。

「すごい……！　やっぱり豪華ですね！」

「エリカ付きのメイドになったんだから、いつでも使えるよ」

「エリカ殿下のお許しがあれば、ですけど」

「エリカの世話をしたりもするだろうし、身体を洗うために一緒に入ったりするんじゃない？」

「そうなんでしょうか……？」

　クラリスは首をかしげ、短めの茶髪がさらりと揺れる。改めて可愛い子だなと思う。主のエリカと並ぶとかなり絵になるだろう。

　美少女二人が一緒に風呂に入って身体を洗い合っている図というのは、それはそれで良いものだと思う。

　もっとも、皇女とメイド二人同時に俺に奉仕させるほうが興奮するけれど。

　ともかく、今はクラリスだ。

　身体を洗うだけ、ということになっているが、この機会にこの子も俺のものにしてしまいたい。

　俺が椅子に腰掛けると、背後にクラリスがそっと立つ。

　正面には鏡があるから、クラリスの姿もそれを通して見える。

　クラリスは照れたように顔を赤くしていて、胸元の小さな膨らみがバスタオルからこぼれ出ないか心配しているようだった。

「お背中……お流ししますね？」

　おずおずとクラリスの手が石鹸を取り、そして、タオルで俺の身体を洗い始める。

　アイリスと比べても、とても慎重な洗い方だ。たしかに、相手は皇帝なのだから何かあったら下手したら首が飛びかねない。

　慎重になるのも当然とも言える。アイリスは最初から俺に抱かれるつもりだったけれど、クラリスはそうではないし。

「あ、あの……こんな感じでよろしいでしょうか？」

　クラリスが不安そうに俺に聞く。なるべく安心させてあげないといけない。

　俺は微笑む。

「ああ、とても上手で気持ちいいよ」

「良かった……」

「専属メイドにしても良いぐらいだよ」

「ほ、本当ですか!?」

　ぱっとクラリスが顔を輝かせる。この様子だと、専属メイドが妾を指すということを知らないらしい。

　とても嬉しそうにしているので、俺は気になった。

　すると、クラリスは照れたように目を伏せる。

「姉さんも専属メイドですし、姉さんはわたしの憧れなんです」

「そっか。クラリスも専属メイドになりたい？」

「はい！」

　クラリスは勢いよくうなずいた。

「それなら、やってほしいことがあるんだけど」

「な、なんでもします！」

「手を使わずに、俺の身体を洗ってくれない？」

「え？」

　クラリスは目を瞬かせ、それから、瞬間湯沸かし器のように顔を真っ赤にした。

「手を使わないで身体を洗うって……その、あ、脚でってわけではないですよね？」

「普通、皇帝を足あし蹴げにはしないよね……」

　クラリスがとんちんかんなことを言ったので、俺はちょっとおかしく思った。

　まあ、クラリスもさすがに本当は何をしないといけないのか、わかっているみたいだ。

　顔が赤いのはその証拠だと思う。

「身体で洗えば……良いのでしょうか？」

「まあ、そうなるね」

「……っ！」

　クラリスは恥ずかしそうに、身体を覆うバスタオルを外した。

　俺の身体で隠れているせいで、鏡にもクラリスの裸は映らない。

　だが、クラリスは意を決したように、そのまま俺の背中に自分の胸を押し当てた。

　そして、上下に身体を動かす。

　十六歳の少女の柔らかな膨らみが俺の背中とこすれる。石鹸のせいでぬるぬるとしているけれど、小さな突起の感触もわかった。

「いかがですか……？」

「ああ、最高に気持ちいいよ」

　俺の言葉にクラリスは「ううっ」と涙目になる。

　そして、彼女は「あっ」とつぶやいた。俺の股間が大きくなっていることに気づいたからだろう。

　クラリスは目をくるくるとさせると、突然、立ち上がった。

　鏡に裸が映っているのだけれど、クラリスはそれどころではないらしい。少女らしい未成熟な身体だけれど、きれいで魅力的だった。

　淡い桜色の突起が俺を誘うようにピンと立っている。

「や、やっぱりこんなのダメです！　失礼しますっ！」

　クラリスは背中を向けて逃げ出そうとする。

　やっぱりアイリスと違って、エッチなことへの耐性はないらしい。

　ともかく、このまま逃げられては後々困ったことになる。中途半端に手を出した状態よりも、堕としてしまったほうが良い。

　俺はそう思って、クラリスを背後から抱きしめた。

「胸の石鹸を洗い流さず、出るなんてダメじゃない？」

「はうっ!?　あっ、そんなところ……やだっ！」

　俺の手はクラリスの小さな胸を背後から鷲掴みにしていた。そのまま優しく揉みしだくと、クラリスは「ああんっ」と甘い声を上げた。

「おっぱい触っちゃ嫌ですっ。ああああっ、な、なにこれ!?　気分がおかしくなって……あうっ」

　クラリスの息遣いは荒く、声はますます甘くなっていた。

　実はクラリスには黙っていたが、石鹸にかなりの濃度の媚薬を混ぜている。エリカに対しても使ったものだ。

　肌からでもかなり吸収してしまう。

　クラリスは手で触っただけではなく、胸にも石鹸をつけて俺の身体を洗った。

　だから、かなり媚薬が回っているはずだ。

　それは俺も同じなのだけれど。

　我慢できなくなり、俺はクラリスの小さな乳首をつまむ。

「ひうっ！　やだあっ、もう許してっ」

　クラリスの声はメイドとしての建たて前まえが外れ、年相応の少女らしい幼い雰囲気になりつつある。

　もっとも、言っている内容とは裏腹に俺がいじるたびにクラリスの身体はびくんと跳ねている。

　明らかに発情してしまっている。

「今度は俺がクラリスの身体を洗ってあげるよ」

「へ、陛下にそんなことをしていただくわけにはいきませんっ！　あっ……」

　俺は強引にクラリスを鏡の前に座らせる。

　さて。ここからが少女メイドを堕とす本番だ。エリカのときと同様、無理やり子作りするつもりはない。

　クラリスの側から、俺の慈悲を懇願するようにさせるのだ。

　椅子に座ったクラリスはその美しい裸体を正面の鏡に写していた。

　小ぶりな胸も、その桜色の突起も、白いほっそりとした脚も、男の欲望の対象となる秘所もすべてが見えてしまっている。

　クラリスは赤い顔でうろたえ、手で胸を隠そうとする。

「見ないでくださいっ！」

「隠したら洗えないよ」

　俺はクラリスの手を強引にどかす。

「あっ、ダメですっ！　陛下に洗っていただく必要なんてありませんから……！　やだああああっ」

　クラリスの柔らかい胸の感触を、俺は両手で楽しむ。姉のアイリスと違って未成熟だけれど、そこが良い。

　はぁはぁと荒い息遣いで、クラリスはされるがままになっていた。

「アイリスと比べると、胸、小さいよね」

「気にしているんです……言わないでください」

「そっか、ごめん」

「それに、わたしはまだ十六歳で、姉さんは十九歳ですし……」

「十六歳の頃のアイリスは貧乳だったんだ？」

　俺が尋ねると、クラリスは「それは……」と口ごもってしまう。

　ピンと来る。たぶん、アイリスはその頃から胸が大きかったんだろう。

　俺はクラリスの乳首をいじった。それだけで、クラリスの身体が大きく跳ねる。

　媚薬の効果だ。

「ああああっ、そんなところいじっちゃダメです！」

「正直に答えないともっといじめるけど？」

「あっ、ダメっ……あ、アイリス姉さんは昔から巨乳でした！」

　クラリスが俺の責めに屈し、あっさりと白状する。

「やっぱり」

「姉さんは昔からみんなの憧れでしたから……。胸が大きいだけじゃなくて、美人ですし。王宮でもすぐにメイド長になって、フローラ殿下のお側に仕えるようになりましたし」

　言ってしまえば、アイリスは生まれの身分は低いが、女官としてはエリートなのだ。

　そんなアイリスは、妹のクラリスにとって、憧れとコンプレックスの対象だったのだろう。

「それに比べて、わたしは胸も小さいですし、姉さんと比べて要領も悪いですし……ダメダメなんです」

　クラリスは小声で言う。俺は考えた。これがクラリス攻略の突破口ではないだろうか？

　俺は胸を揉みしだく手を止め、クラリスの耳元でささやく。

「そんなことないんじゃないかな」

「え？」

「専属メイドとしてのクラリスは、アイリスと同じぐらい魅力的だよ」

「それってどういう意味ですか……？」

　クラリスが気弱そうに、うつむき加減に言う。

「クラリスは知らないみたいだけど、専属メイドは妾と同じ意味だから」

「あっ……」

　クラリスは小さく息を漏らす。姉のような皇帝の専属メイドになりたい、とクラリスは言っていた。

　それはつまり、俺の妾として抱かれる存在になるということだ。

「わたし、そんなつもりはなかったんです……」

「アイリスが妾だって、クラリスは知っていたんだよね？　それなら姉みたいになるには、俺の妾になるのが一番じゃない？」

「そ、それはわたしの目指しているものとは違います！　わたしはお仕事のできるメイドになりたいんです」

「皇帝への寝所での奉仕も立派な仕事じゃないかな」

「そうかもしれませんが……でも、それは……あっ」

　ふたたび俺はクラリスの胸の乳首をつまむ。

「ダメっ！　あっ、んんっ、ちゅぷっ」

　クラリスの顎をくいっと引くと、その唇を強引に俺は奪った。最初に人違いでしたときとは違う、濃厚なキスだ。

「ちゅぷっ、んんっ、あんっ、ちゅっ……」

　クラリスの舌が俺の舌に絡め取られ、淫らな水音を立てる。胸も適度に刺激して、その感触を楽しむ。

　もうクラリスは完全になされるがままで、気持ちよさそうにあえいでいる。媚薬をたっぷり使われ、愛撫されているのだから、当然といえば当然だ。

　俺は胸を揉むのを止めて、クラリスの秘所に手を伸ばす。するとクラリスは小さな手で覆って抵抗しようとした。

　だが、そんな抵抗に意味はない。俺の手があっさりとクラリスの手をどかし、秘所を撫でる。

　びくんとクラリスが大きく身体を跳ねさせた。

　肌を朱色に染めた少女は、俺の腕の中でびくんびくんと震えるだけの存在に成り下がった。

　やがてキスを終えて解放すると、クラリスはぼうっとしたような、うっとりとした表情で俺を見つめる。

　だが、俺が秘所を軽く撫でると、クラリスは「ひゃうんっ」と甲高い声を上げ、すぐに正気に戻った。

　そして、じたばたと暴れ出す。

「ダメですっ！　こんなの……ダメなんですからあああああっ！」

「この後宮の女性はみんな俺のもの。クラリスもそう言っていたよね？」

「そ、それはそうですけど、でも決まりがあるんですっ！」

「決まり？」

「後宮は皇后……フローラ陛下の管理する場所です。ですから、新たな側室や妾を持つには、たとえ皇帝陛下といえどもフローラ陛下のお許しがないと……あっ、やだああっ」

　俺はクラリスに正面を向かせると、その秘所に自分のものを近づける。

　ひっ、とクラリスが息を呑む。

「いけませんっ！　こんなことしたら、赤ちゃんができちゃいますっ！」

「そのために妾はいるんだよ」

「わたしは妾になるつもりはないですし、フローラ陛下のお許しもいただいていないのに皇帝陛下に抱かれればお仕置きされてしまいます！　あっ、ダメっ！」

　俺のものがクラリスの秘所にこすりつけられ、それだけでクラリスはびくんとのけぞった。

　大量の媚薬も塗られているし、もう我慢の限界のはずだ。

　だが、それでもクラリスは耐えようとしていた。

「わたし……まだまだいっぱいしないといけないことがあるんです！　メイドとしてちゃんとした仕事ができるようになったばかりなのに、もっと修業しないといけないのに、赤ちゃんなんて産むわけには……ああっ！」

　クラリスは胸も秘所も俺に弄ばれ、甘い悲鳴を上げる。

　このまま犯してもいいのだけれど、表面上のクラリスは、いまだ拒絶している。

　なら……そうだな。

「じゃあ、三十分間我慢することができたら解放してあげるよ」

「ほ、本当ですか？」

「ああ。もちろん、そのかわり、そのあいだに俺のものを自分から懇願したら君の負け。俺の子供を妊娠してもらう」

　クラリスは恥ずかしそうに目を泳がせたが、うなずいた。

　自分から子作りをせがむことなんてないと思っているのだろう。

「じゃあ、これで交渉成立だ」

「は、はい」

　クラリスは自信があるのかもしれない。薬を使われていることに気づいているのかどうかはわからないが、このぐらいならまだなんとかなると思っているのだろう。

　だが、俺には切り札があった。

　俺は洗面台に置いてある小瓶を取る。経口で使う強力な媚薬だ。

　クラリスが怯えたような顔をする。

「な、何をするつもりですか……？　あっ、んんっ」

　俺は白い濃厚な媚薬を口に含むと、強引にクラリスとキスをした。

　そして、そのままその媚薬をクラリスの口へと流し込む。

　クラリスは抵抗しようとしたが、俺に胸と秘所をいじられ、それどころではなくなったようだった。

　そしてクラリスは、ごくんとその媚薬を飲み込んでしまった。

「なにこれ……変な味……」

　クラリスが顔をしかめる。だが、次の瞬間には俺に乳首をつままれ、「ああっ」と悲鳴を上げた。

「三十分間、我慢できるんだよね？」

「そ、そうです。あうっ」

　胸、唇、太腿、耳、そして秘所……とクラリスはあらゆる場所を弄ばれる。

　そのたびにクラリスはびくんびくんと震え、やがて数分もしないうちに明らかに反応が変わってきた。

「なんで……触られるだけでこんなに感じちゃうのっ!?　あっ、もう許してくださいっ、陛下……！」

「もう降参？」

「わ、わたしはまだ……あああっ、いやああああっ♡」

　俺のものがクラリスの秘所を前後にこする。それを繰り返すと、「もうダメっ」「やだあああっ」とクラリスは悲鳴を上げ続ける。首を振るたびに、その小さな胸が揺れ動く。

　涙目のクラリスは、よだれを垂らしていて、もはや正気ではなさそうだ。

　俺はそっとクラリスの肩を押し、優しく床に押し倒す。

「さあ、クラリス。望みを言ってごらん？」

「わ、わたしは陛下とエリカ殿下の忠実なメイドになることで……ひゃうっ！　おっぱい、いじめちゃダメえええええっ」

　力任せに胸を揉みしだくと、クラリスはとろけるような甘い声であえぐ。普通なら痛いのだろうけれど、媚薬のせいですべてが快感に変わるようだ。

　俺はそこでもう一度クラリスにささやく。

「クラリスはアイリスより魅力的だよ」

「嘘っ」

　嘘ではない。もちろんアイリスは俺の大事なメイドで愛らしい女の子だ。スタイルもクラリスより優れている。

　だが、今この瞬間は目の前のクラリスが可愛いと思っている。まあ、アイリスを前にすればその意見も変わるが、同じぐらい美しい子であるのも事実だ。

　それに……。

「クラリスはアイリスより三歳若いから。三人は多く子供を産めるね」

「そんな理由ですか……？」

「皇帝の妾としてはいちばん大事なことだよ。もしかしたらクラリスの子供から未来の皇帝が生まれるかも」

　もちろん、フローラの子供が本来の皇帝候補だ。けれど、フローラが不妊だとか、あるいはクラリスの子供が能力で圧倒していれば、話は変わってくる。

　そこまでいかなくても、皇子・皇女として出世する子はいるかもしれない。

「そうなれば、クラリスはアイリスより偉くなれる」

「わたしが……姉さんより偉くなる？」

　クラリスはとろんとした目でそんなことを問い返す。そのあいだもクラリスは俺に身体を好き放題され、びくびくと震えている。

　まともな判断能力は失われているのだろう。

「ああ。さあ、どうしたい？」

　俺の問いかけに、クラリスはそれでも「だけど……」と口ごもる。

　だが、俺が激しくクラリスの秘所を愛撫すると、クラリスは「ああああーっ！」と叫ぶ。

「もうダメっ！　おかしくなっちゃう♡　ダメ、ほんとにダメっ♡」

「クラリスは淫乱だな」

「違うっ！　……ああっ♡」

「『陛下の子供を産みます』って言えば、この苦しみと快楽からは解放してあげるよ」

「へ、陛下の子供を産みます！」

　クラリスはついに叫んでしまった。そして「しまった」という顔をする。

　だが、もう遅い。

「ま、待ってください。いまのは本心じゃなくて……あっ、いやっ、わたしの中に……陛下のものが入ってくるっ。あああっ……！」

　クラリスの純潔はついに俺の手で奪われた。

「いたあああああああい！　ダメえええええっ♡」

　クラリスが破は瓜かの痛みに絶叫する。媚薬であれほど濡れていたのに、それでも痛いものなのか。

　だが、俺に奥を突かれると、十六歳の少女はびくんと身体を跳ねさせた。

　その小柄な身体は俺に組み敷かれ、好き放題されている。

「やだっ♡　なにこれっ！　身体おかしい……っ♡」

　クラリスの膣が俺のものをきゅっと締め付ける。感じてしまっているらしい。これだけ長時間媚薬を投与されながら弄ばれれば仕方ない。

　だが、言ってみたかったセリフを言ってみることにした。

「身体は正直だね。淫乱なんじゃない？」

「い、淫乱なんて、わたし、そんなことないですっ……あっ、ちゅぷっ」

　唇を重ねると、ますます激しくクラリスは乱れた。

　そんなクラリスが可愛くて、俺はクラリスをますます強く求める。

「もう、奥っ、突かないでっ♡　わたしの子宮を好き放題しないでええ♡　ああああっ。イッちゃう♡　ダメっ、もうおかしくなっちゃううっ♡」

　クラリスはもはや自分が何を叫んでいるかもわからない様子で、俺になされるがままになっていた。

　全身の白い肌を紅潮させ、淫らな様子であえぐクラリスは、とても扇情的だった。

「気持ちいいっ！　なんでこんなに気持ちいいの……？　ダメなのにっ、あっ、ちゅぷっ」

　クラリスは快感のせいで混乱した様子で叫ぶが、その唇を俺はキスで封じてしまう。

　やがて俺のものが怒張し、クラリスの中をえぐる。

「ああああっ、やだああああっ♡　おっきくなってる……！」

「約束通り、俺の子供を妊娠してよ」

「ダメっ♡　皇帝陛下の赤ちゃんなんて妊娠したら、わたし叱られちゃう……！　フローラ陛下や姉さんに怒られちゃう……！　あっ、中はダメええええっ♡」

　俺のものがクラリスの子宮へと白い欲望の証を吐き散らす。

　ああっ、とクラリスは短くつぶやき、全身から力が抜けたように、ぐったりとした。気を失ったみたいだ。

　こうして、俺は十九歳メイドのアイリスとその妹、十六歳のクラリスの姉妹を妾とした。

　二人で並べて奉仕させるのも面白いかもしれない。それに、二人とも一年と経たずに俺の子を産むだろう。




☆




　しばらくしてクラリスが目を覚ますと、俺はその上にふたたび覆いかぶさった。「もうダメっ♡」とクラリスは叫ぶが、身体は従順に俺を受け入れていた。

　二回目は逃げ出そうとしたクラリスをバックから襲い、その小ぶりな胸が揺れるのを楽しみながら弄んだ。

　結局、媚薬漬けでの三回目の子作りではクラリスはもう訳もわからなくなったようで、「陛下のお慈悲をください♡」……なんて言いながら、俺のものを求めるようになった。

　四回目のときは寸止めで意地悪すると、「もうメイドのお仕事なんてどうでもいいですっ♡」とクラリスは叫んだ。

「本当に？」

「はいっ♡　こんな気持ちいいことがあるなら、わたしは一生陛下の性奴隷が良いです！　あっ……来ちゃうっ♡」

　クラリスは俺の白濁液を待ち望んでいた。

　そして、俺は五回やって五回ともクラリスに中出しをした。もうクラリスは足腰も立たないでぽうっとした顔で俺を見つめていた。

　そんなとき、風呂場の扉が開き、銀髪翠眼の美少女が入ってきた。

　妹皇女エリカだ。バスタオル姿のエリカは頬を膨らませて、俺たちを見る。

「もうっ、カズキ！　この部屋にいるあいだは、抱くのは私だけが良かったのに……」

「ごめん。つい」

「それに、勝手にメイドの子を抱いたなんて知ったら、お姉ちゃんが怒っちゃうかも……」

「やっぱりフローラさんの許可がいるんだ？」

「そういう決まりだからね」

「まあ、俺が怒られるぐらいどうってことはないよ。フローラさんなら納得してくれるような気もするし」

　アイリスやエリカを俺の妾や側室にしたように、フローラは俺に積極的に子作りさせようとしていたのだから。

　俺が一人多くメイドに手を出したことをそれほど怒るとも思えない。

　けれど、エリカはそうは思っていないみたいだった。

「お仕置きを受けるのは、クラリスでしょ？　勝手に陛下に抱かれた罪で処罰されちゃう」

「いや、でも、それは俺が迫ったからで……」

「そういう言い訳はお姉ちゃん、許してくれなさそう……。結局、クラリスはカズキを強く拒めなかったわけでしょ？」

　まあ、俺がそう仕向けたのだが、結局、クラリスは自分から俺の子供を妊娠すると宣言したわけで。

　あながち、エリカの言っていることも間違っていない。

「それに、私もクラリスの主人だから、一緒に叱られることになるかも……」

　エリカは浮かない顔をする。

　結果的にエリカの立場を悪くしたなら、申し訳ないなと思う。

　俺がそう言うと、エリカはふふっと笑った。

「だったら、私のお願いを聞いてよ」

「へ？」

「このメイドの子より、私の方を先に妊娠させてよね？　お姉ちゃんはアイリスに先を越されちゃうかもだけど、私はそんなの許さないんだから。主人はメイドより先に子供を孕むの」

　俺はその言葉を聞いて、くすっと笑った。

　そして、エリカの小さな胸をタオルの上から俺は揉みしだく。

　あっ、とエリカは顔を赤くする。

「カズキ……」

「二人まとめて可愛がってあげるよ」

「もうっ。そこは『エリカが一番大事だよ』でしょ？」

　バスタオル姿でエリカがここに来た理由は決まってる。

　俺に抱かれるためだ。胸を触りながらキスすると、エリカは嬉しそうに俺を受け入れた。

　最初はあれほど抵抗していたのに、今では俺が別の子を抱いているのを見て嫉妬するほどなのだから、変われば変わるものだ。

　ちらっと床に転がった裸のクラリスを見ると、クラリスは「赤ちゃん……赤ちゃんできちゃう……」とうわごとのようにつぶやいていた。

　媚薬が切れて、正気に戻ったのかもしれない。ちょっと気の毒なことをしたかもしれないけれど、すぐにクラリスもエリカと同じようになるだろう。

　エリカは俺にキスされただけでとろけそうな表情になっていた。その後、俺がいきなり挿入すると、エリカは焦った表情で「あっ、そんないきなりダメっ♡」と叫んだが、その秘所は十分に濡れていて、すんなりと俺のものを受け入れた。

「あっ。激しいっ……♡　ああああああっ♡」

　俺に激しく突かれ、エリカは幼い身体をびくんびくんと震わせていた。十五歳の皇女はすっかり俺専用の感じやすい身体になっている。

　クラリスは横たわったままだったが、俺たちの方を恥ずかしそうにしながらも、興味津々といった様子で見ていた。

　やがて、俺のものがエリカの中に白い欲望の証を撒き散らした。

　エリカは、はぁはぁと肩で呼吸をしながら、俺を見上げる。

「すごく良かったけど……」

「けど？」

「物足りない……もっとカズキの子種が欲しい」

　物欲しそうにエリカが俺を上目遣いに見る。

　くすっと笑って、俺はエリカの髪を撫でた。

　エリカは不満そうにする。

「子供扱いしないでよ……」

「十五歳は子供だよ」

「その子供を犯して妊娠させようとしているくせに」

「エリカがそれを望んでいるんだよ」

「そう。子供の私がカズキの赤ちゃんを産みたいの」

　エリカは秘所を白濁液で汚しながら、ふふっと笑う。

　もちろん、エリカにも妊娠してもらう必要はあるのだけれど、実のところ、エリカはもう十分すぎるほど抱いたし、たぶん俺の子を孕んでいる気がする。

　だから、次はクラリスの番だ。

　俺はエリカから離れると、まだぐったりと横たわっているクラリスに馬乗りになった。

　クラリスが顔を赤くする。

「な、何をするつもりですか……？」

「もちろん、もういっぺん子作りさ」

「あっ……」

　俺はクラリスにまたがったまま、その胸を両手で揉みしだく。

　クラリスはいやいやというように首を振り、抵抗しようとするが無駄だった。

　キスをされ、身体の敏感なところを撫でられ、クラリスは俺に嬲なぶられ放題だった。

　すぐに秘所にも俺のものをくわえこまされる。

「あっ、いやああああっ」

　クラリスは悲鳴を上げるが、身体はもうすっかり俺を受け入れていた。

「俺の性奴隷になるって言ったよね？」

「言いましたけど……でも……！　あ、あああああっ、ダメなんですっ……こんなのされたら気持ちよくなっちゃうっ♡」

　結局、クラリスはその日、気を失うまで俺に犯され、種付されたのだった。

　最後にはクラリスも完全に屈服したように見えた。

　すべては順風満帆。

　フローラが怒るかも、というところは気になったが、まあ大丈夫だろう。

　ところが、このクラリスとの関係が、俺にとって、そしてエリカにとって最大の危機をもたらすとは誰も思わなかった。

　そう。フローラ以外は。







第六話　美少女皇女と子作り




　三日後。その日の朝も俺は妹皇女エリカとメイドのクラリスに奉仕をさせていた。

「ちゅぷっ……カズキ……」「んっ……ご主人さま……」

　ベッドに腰掛ける俺の前にエリカとクラリスはひざまずき、俺のものをぺろぺろと舐めていた。

　十五歳と十六歳の裸の少女はそれぞれ熱心に俺の歓心を買おうとしていた。エリカはもちろん、クラリスもだ。

　というのも先に俺を満足させた方が俺の子種をもらえる約束だからだ。

　すでに媚薬で発情しきった彼女たちは、一刻も早く俺の慈悲が欲しいらしい。

「メイドなんかに負けたりしないんだから……！　んっ、ちゅぷっ……」

　エリカは自分のメイドのクラリスに対抗心をむき出しにしている。俺を奪われると思っているんだろう。

　嫉妬するエリカも可愛い。

　一方のクラリスも必死だった。

「れろっ、んっ……ご奉仕のプロはメイドですよ、エリカ殿下。きゃっ……」

　俺に胸を触られて、クラリスが顔を赤くしながら嬉しそうにする。

　真面目な少女メイドだったクラリスもすっかり快楽の虜へと堕ちてしまった。

　二日間かけてじっくり嬲って、調教して、何度も何度も快楽で気を失うまで犯したから当然といえば当然なのだけれど。

　桜色の乳首をつまむと、クラリスは「ああんっ」と色っぽい声を上げる。

「メイドの仕事はしなくていいの？」

「もうメイドの仕事なんてどうでもいいですっ！　だって、こんな気持ちいいと知っちゃったら……あっ……」

「なら、クラリスは一生俺の性奴隷だね」

「はいっ！　わたしは陛下の性奴隷です！　いっぱい子作りして子種をもらって、アイリス姉さんよりたくさんの子供を産むんです。は、はやくっ、陛下の子供を早く産んで、陛下の赤ちゃんに母乳ミルクをあげるんですっ」

　クラリスは荒い息遣いでよだれを垂らしながら言う。

　もはや完全にクラリスは自分を見失っている。アイリスは俺の妾をしながらも、ちゃんとメイドとしても働いてフローラに頼りにされている。

　けれど、クラリスは……もう男に依存する、ただの雌になっていた。

　そう追い込んだのは俺だけれど、そもそもクラリスが一人前のメイドを目指していたのも姉へのコンプレックスと対抗心にすぎないのだろう。

　そこに俺はつけ込んで、だからこんなにもあっさりと俺の性奴隷になった。

　俺はそんなクラリスの耳元でささやく。

「心配しなくても、クラリスにはあと二十人は子供を産ませてあげるよ」

　今のクラリスが十六歳だから、三十六歳になるまでに毎年子供を産めば二十人の子供が産める。

　手を出した以上、俺は責任を取るつもりだった。クラリスは俺の妾の一人だ。

　フローラにもそのことを認めてもらわないと。

「じゃあ、今日はクラリスからかな」

　クラリスが、ぱっと顔を輝かせる。

　そのまま俺は裸のクラリスをベッドに引きずり込み、のしかかった。

「あっ……へ、陛下あ」

「頑張ったご褒美だ」

　俺はクラリスにキスをした。クラリスは情熱的にそれを受け入れる。

　一方、エリカは悔しそうに俺たちを見て、「次は負けないんだから……」とつぶやいている。

　俺がクラリスの秘所を撫でると「はうっ」とクラリスが甘い声を上げる。

　遅かれ早かれ、この少女たちは妊娠する。

　俺の子供を産み、生涯にわたって俺に仕える。

　そのはずだった。

　ところが──。

「何をやっているの!?　カズキさん！」

　急に部屋の扉が開く。

　声の主はフローラ──俺の皇后だった。

「ふ、フローラさん？　どうしてここに……？」

「カズキさんが浮気しているって聞いたから」

「浮気なんてしていないよ」

「じゃあ、それはなに？」

　ジト目でフローラは俺を睨む。

　俺の下には裸の少女が組み敷かれている。クラリスだ。

　俺は慌ててクラリスの上から起き上がるが、クラリスの敏感なところと身体がこすれたのか彼女は「ひゃうっ」と甘い声を上げる。

　フローラはますます不機嫌そうになる。

「後宮の女性はみんな俺のものだって聞いたから。フローラさんに許可を取らなかったのは悪いと思ってるけど」

「本当に悪いと思ってる？　わたしのことは抱いてくれていないのに？」

「それはフローラさんが先にエリカを抱くように言ったからで──」

「そのエリカとも最初の日に子作りしたのに、嘘をついてずっとこの部屋にこもってエッチしてたんでしょ？」

　もともとエリカとは、一週間同じ部屋で暮らして子作りしたら俺の側室になるという賭けをしていた。

　ただ、エリカはあっさりと屈服して俺との子作りを受け入れたから、賭けは俺の勝ちで結果は出ていた。

　それなのに、すぐにこの部屋を出なかったのは、エリカが俺を独占したいと言い出したからだ。

　賭けは続いているフリをして、一週間部屋から出ずに子作りをするつもりだった。

　フローラに嘘をついているような気もしたけれど、もともとエリカとの子作りはフローラが望んだことだし、それほど問題だとは思わなかった。

　けれど、フローラは怒っているようだった。

「わたしがカズキさんの皇后なの！　誰がいつカズキさんと寝て、子作りをするのかはわたしが決めるんだから」

「フローラさん、それは──」

「たとえカズキさんが皇帝でもそれだけは譲れないの。だって、わたしはカズキさんのことが大好きだから」

　フローラは潤んだ瞳で言う。

　そんなふうに言われると、たしかに悪いことをした気になってくる。

　けれど、次の瞬間、フローラは予想外の行動に出た。

　フローラが手を高くかざすと、白い光の束が溢れ出した。

「忘れているかもしれないけど、わたしは魔法が使えるの！」

　触手のような形に変わると、それがエリカとクラリスに襲いかかる。

　裸の二人は「きゃあああっ」「いやあああっ」と悲鳴を上げて逃げ出そうとする。走るときにぶるんぶるんと十代半ばにしては大きな胸が揺れていた。

　だが、あっという間に触手に捕まってしまう。

　エリカは背後から拘束され、裸の胸を触手が這う。

「ひっ……。は、放してよ！　お姉ちゃん！」

　一方のクラリスも胸を揉みしだかれて、恐怖に顔をひきつらせている。

「皇后陛下っ！　なんでこんなことを……ひうっ。ダメええええっ」

　触手に身体中をまさぐられ、クラリスが悲鳴を上げた。

　俺は驚いて、フローラに抗議する。

「二人にひどいことをするのはやめてくれ！」

「ひどいこと？　これはお仕置きなんだよ？　もちろん、カズキさんにも、ね」

　そう言うと、フローラは俺に向けても鎖のようなものを放って拘束してしまう。

　そして、フローラが悲しそうな顔で、そっと俺にキスをした。それはとても濃厚なキスだった。

「ちゅぷっ、んんっ……！」

　フローラの唇から何かが流し込まれる。

　その刺激的な液体が媚薬だということに俺はすぐに気づいた。

　強引に飲まされた媚薬のせいで、俺の心臓はどくんと跳ねる。

　しかも、フローラの舌が濃厚に絡まり、俺の劣情を掻き立てる。

　果実のような舌が吸い付いて離れない。

　やがてフローラが俺の唇を解放する。

　濃厚な媚薬のせいか、めまいがする。

　フローラは顔を真っ赤にして俺を睨んでいた。

「浮気者のカズキさんにはね、ここで触手に縛られて、エリカやクラリスがあんなことやこんなことをされるところを見ていてもらうの。ちなみに触手にもたっぷり媚薬が染み込んでいるから」

「な、なんでそんなことを……？」

「カズキさんは媚薬のせいで発情しっぱなしになるの。それで、目の前でさっきまで抱いてた女の子がえっちなことをされているところを見続けたら、どうなると思う？」

　フローラがいたずらっぽく、ふふっと笑う。

　そ、それでは生なま殺ごろしだ……。地獄のような拷問だともいえる。

　でも、それ以上に心配なのは──。

「いやあああああああっ！　もう許してっ、お姉ちゃん！」

「や、やめてください、皇后陛下。あっ、やめてえええ」

　触手に弄ばれ、エリカとクラリスの二人の美少女は甲高い悲鳴を上げていた。

　十五歳の皇女と十六歳のメイド。いずれも一糸まとわぬ姿で、肌を朱に染めている。

　胸を揉みしだかれ、尻をまさぐられ、エリカとクラリスは「ああっ」「やだあっ」と甘くあえぐ。

「ふ、フローラさん！」

「心配しないで。最後までさせるつもりはないから」

　それを聞いて、少しだけ安心する。とはいえ、媚薬入りの触手にあんなところやこんなところをいじられた二人は、発狂しそうな調子であんあんあえいでいる。

　しかも、フローラはそれ以上に問題のあることを言った。

「エリカはともかく、クラリスの方はカズキさんの妾になるなんてダメ」

「俺はクラリスを妾にしたいよ」

「絶対にやだ。カズキさんが誰と寝るかは、わたしが決めるの」

　嫉妬全開でフローラが頬を膨らませる。

　俺は困ってしまった。

「俺はクラリスを抱いてしまったし、子供だってできているかも……」

「そうだったら、その子の面倒は見るよ。クラリスもちゃんとメイドの仕事に戻してあげる。でも、カズキさんのそばにいるのだけはダメ」

「そ、そんな……。フローラさんは俺が皇帝になったら、自由にしていいって言ったじゃないか」

「それはそうだけど……でも、それとこれとは話が別だもの！」

「ふ、フローラさん。俺が悪かったよ。ごめん。ともかく、二人を解放してあげてほしい」

「カズキさんがクラリスを妾にしないって誓うなら、いいけど」

　困った。もちろん、俺にとって一番大事なのはフローラだ。

　フローラがいるからこそ、俺はこの国の皇帝になれた。

　それなのに、フローラの許可を得ずにクラリスを犯し、強引に妾にしてしまった。フローラを守るために彼女と結婚したのに、今度は自分がクラリスを無理やり手籠めにしてしまった。

　俺に責任があるのは明らかだ。

　ただ、ハーレムを推奨したのもフローラだし、エリカを犯して妊娠させるように言ったのもフローラだった。

　今のクラリスは俺の妾となることを望んでいる。俺がクラリスを押し倒して快楽を教え込んでしまった。

　だから、フローラを説得して、クラリスを妾にすることはできないだろうか。

　けれど、目の前ではエリカとクラリスが危機に瀕している。

「ああああっ、だ、ダメっ。そこはカズキだけのものなんだから！」

「やだあっ、ご主人さま助けてえええっ」

　触手がエリカとクラリスの身体に巻き付き、好き放題されていた。

　二人を助けるためにも、今だけでもフローラの命じるとおりにクラリスを妾にしない、と言うべきだろうか？

　俺がためらっていると、フローラは触手をもう一つ出現させ、俺に向かって「カズキさんも拘束しちゃって！」と命じる。

　まさか俺も触手に弄ばれるのか……。

　冷や汗をかいたが、何も起こらない。

　触手は止まったままだった。フローラが焦った表情を浮かべる。

　どうしたのだろう？

「な、なんでわたしの命令に触手が従わないの？」

　フローラの言葉に、エリカがあえぎながら応じる。

「んっ、あああっ、お、お姉ちゃんはカズキと結婚したんでしょ？」

「あっ……」

　フローラが青ざめる。

　どういうことだろう？

「んっ、ちゅぷっ。あっ……あのね、この世界の女性は、結婚相手と魔法の源がつながるの。魔力量が多い方が少ない方をコントロールできちゃう場合もあって……ひゃうっ。それは皇族も一緒。あっ、もうっ」

　エリカが触手に抵抗しながら、そうつぶやいた。

　つまり、フローラは俺と結婚した結果、俺の意思に反するような魔法の使い方はできなくなったということらしい。

　意外とフローラも抜けているな、と思う。

　それどころか、触手は突然、フローラに襲いかかった。

「えっ、なんで……いやあああああああっ」

　フローラは背を向けて逃げようとするがあっさりと捕まり、触手がその身体に這う。

　純白のドレスをずらされ、下着を奪われ、大きな胸がまろび出る。

「や、やだっ！　やめなさいっ、あっ、やああああっ。んんっ」

　フローラは抵抗するが、そのまま触手を口に突っ込まれ、くぐもったあえぎ声を上げる。

　触手はフローラのドレスをびりびりに引き裂き、あられもない格好になった。

　四つん這いの姿勢にさせられ、ボロボロの布切れのみをまとった状態だ。

　胸も秘所も露わになっている。

　触手の放つ粘液がフローラの身体を汚し、まとわりついているが不思議と色っぽい。

　媚薬入り触手の粘液のせいで、フローラの肌は朱色に染まり、瞳は潤んでいた。

　いつのまにかエリカとクラリスは触手から解放されたようで、こちらに駆け寄ってくる。

「二人とも無事で良かったよ」

　俺が言うと、エリカとクラリスは顔を見合わせて、そして顔を赤くする。

「どうしたの？」

「しょ、触手の媚薬のせいで限界なの……。頭がおかしくなりそう！」

　エリカが荒い息遣いで言う。

　つまり、発情して我慢できないってことだろう。

　よほどこの触手の媚薬は強力らしい。つまり、その効果はフローラにも発揮されている。

「お姉ちゃんを助けたら、私をすぐに抱いてよね！」

「そうだ！　フローラさんを助けないと……」

「たぶん、カズキが命令すれば触手は止まると思うけど……」

　フローラは相変わらず触手にいたずらされていた。

　すらりとしていながらも、十七歳としては豊満な身体を玩具のように好き放題されている姿に……俺は不覚にも劣情を抱いてしまった。

　暴れるフローラの口から触手が外れる。

「こ、このっ！　放しなさいっ、あっ、だ、ダメ、そこだけはダメっ！　初めてはカズキさんのものなんだからあああっ」

　触手はフローラの秘所を狙おうとしていた。

　さすがに止めないとまずい。

　俺は触手を睨み、「止まれ！」と叫んでみた。

　すると途端に触手は動きを止める。

　ただ、フローラは触手に獣のような格好で拘束されているのは変わらない。

　俺はフローラに近づき、正面から顔を覗き込む。

「大丈夫……？」

「へ、平気……」

　フローラは恥ずかしそうにする。身体を隠そうにも、身動きが取れない。

　おまけに自分の魔法で出した触手が暴走したという意味でも恥ずかしいのだろう。

「とりあえず無事で良かったよ」

「助けてくれてありがと。でも……もとはといえば、カズキさんのせいなんだからね？」

　フローラがジト目で俺を睨む。

　まあ、たしかにそれはそうなのだけれど。

　けれど、これはいい機会かもしれない。フローラと仲直りして、ついでにクラリスを妾として認めてもらうチャンスだ。

　フローラは苦しそうに、はあはあと息をしている。相変わらず、肌は紅潮している。

　媚薬が効きすぎているのだろう。エリカやクラリスの比ではなさそうだ。

「は、早くこの触手もどかしてほしいな」

　フローラが上目遣いに俺に頼む。

　俺はうなずいた。

「もちろん。ただ、その前に、エリカやクラリスに謝ってほしいな」

　フローラはバツが悪そうに目を伏せる。俺も悪いことをしたかもしれないが、エリカやクラリスに罪はない。

「だって、羨ましくて……妬ましかったんだもん」

　理由は嫉妬なのだから可愛いものだけれど。フローラを不安にさせたのは俺の責任だ。

　俺はそっとフローラの白い胸に手を伸ばす。フローラはびくっと震えたが構わない。

　そのまま、俺はフローラの桜色の乳首をきゅっとつまんだ。

　フローラが「あっ」とうろたえた表情を浮かべた。

「な、なにするの!?」

「フローラさんの望みを、そして俺の望みを叶えようと思ったんだよ」

「こ、こんなのわたしの望みじゃない！　あっ、ひゃうんっ」

　乳首を軽く引っ張っただけでフローラは激しく反応した。

　あっ、あああああああああっ、と声を上げ、よだれすら垂らして、よがり狂う。

「身体は正直だよね」

　一度言ってみたかったセリフを言ってみる。近くで立って見ているエリカとクラリスも顔を赤くして「お姉ちゃん……エッチだ……」「陛下もあんな表情をするんですね」と食い入るようにしている。

　フローラは恥ずかしそうにしたが、胸を揉みしだかれ「はうんっ」と甲高い声を上げた。

　未成熟なエリカやクラリスと違って、フローラの胸は暴力的な大きさを誇っている。

　その胸を俺は好き勝手にして、自分の手の形に変えていく。

「あっ、ああああんっ！　だ、ダメっ！　胸ばかりいじめないでっ」

「じゃあ、胸以外もいじめてあげるよ」

「えっ？　ど、どういうこと……？　あっ、やあああああああっ」

　俺はフローラの背後に回ると、そのきれいな秘所を撫でた。

　たったそれだけのことで、フローラは背をそらし「あーっ！」とあえぐ。

　指を突っ込むと、「あああああああああっ、おかしくなっちゃううっっ」と叫ぶ。

　媚薬の効果がすごい。これはもう媚毒といっても過言ではないだろう。

　俺も媚薬を飲まされているが、ここまでの効果は出ていない。

　とはいえ、本音ではいますぐにでも、俺のものをフローラの中に挿れたいのだけれど。

　その前にやるべきことがある。

　俺は意図的に手を止めた。

　フローラが戸惑ったように、「えっ」と声を上げる。

「フローラさんも嫌がっているみたいだし、ここまでにしておこうかな」

「そ、そんな……！」

　フローラが悲痛な声を上げた。フローラとしてはもう限界なのだろう。

　最後までやるところまでやってもらわないと、この媚薬の効果のせいで我慢できない。

　それに……フローラにとって、俺との子作りはずっと悲願でもあったはずだ。それを待たせたのは俺の責任だ。

　だけど、一つ交渉しておく必要がある。

　俺はフローラの正面に回った。フローラははぁはぁと頬を上気させ、俺を上目遣いに見る。

「フローラさん、どうされたいか言ってみてよ」

「か、カズキさんの意地悪！　わ、わたしと子作り……してください」

「つまり？」

「わたしのあそこにお〇んちんを突っ込んで！」

「じゃあ、クラリスを専属メイドにすることを認めてくれる？」

「え？　そ、それは……あっ、んんっ」

　ダメ押しのキスをする。赤いみずみずしい唇を奪い、その言葉を強引に塞ぐ。

　舌を絡めると、フローラは渇望するように俺の舌を求めてきた。

「ちゅぷっ……んんっ」

　やがてキスを終えると、フローラは、むうっと頬を膨らませる。

「クラリスを妾として認めてもいいよ。カズキさんに自由にしていいって最初に言ったのはわたしだし。けど……条件があるの」

　もちろん、フローラが望むことなら、俺も叶えてあげたい。

　俺がうなずくと、フローラは恥ずかしそうな表情を浮かべた。

「わたしを……一番大事にしてほしいの。他に側室や妾がいてもいい。それは必要なことだし、わたしもカズキさんに勧めたことだから。でも……」

　それでも一人の女性としては自分だけを愛してほしいものなのだろう。思えば、アイリスが俺と子作りしたときから、フローラはかなり嫉妬していた。

　それは当然の心理だと思う。それに、フローラが嫉妬してくれるのは俺にとっても嬉しいことだ。

　それだけ俺を愛してくれているということなのだから。

「もちろん。今回は好き勝手やってしまってごめん。フローラさんをないがしろにするつもりなんてなかったんだ。だって……俺にとっていちばん大事なのはフローラさんだから。これまでも、これからも」

「ありがと。なら……これから二週間はわたしだけを抱いてくれる？」

「え？」

「本当にいちばん大事なら、わたしだけでもしばらく満足できるよね？　そ、それに……確実にカズキさんの子供を孕みたいから」

　フローラが上目遣いに言う。

　とても恥ずかしそうに言う姿が、いじらしくて可愛かった。

　フローラを拘束する触手を俺は解き放った。

　そして、フローラを抱きかかえる。

「きゃっ」

　フローラが可愛らしい声を上げる。裸の彼女は十七歳の少女にすぎなかった。

　膝のあたりと腰に手を入れ、その美しい華奢な肢体をベッドまで運ぶ。

「こ、これってお姫様抱っこ……」

「この世界でもお姫様抱っこって言葉あるんだ」

「あ、あるよ。ちょっと恥ずかしいかも……」

「フローラさんは本当のお姫様じゃない？」

「そ、そういう問題じゃないと思う。きゃっ」

　フローラを優しくベッドに横たえる。仰向けの彼女は、ぎゅっと目をつぶる。

　そして、俺はその上にのしかかった。

「あっ、カズキさんっ。えっ、あっ、そんないきなりっ。あああああああああっ」

　我慢できず、俺の剛直がフローラの中をえぐる。フローラは「はうんっ」とあえぎ、身をのけぞらせた。

　触手と俺に散々いじめられていたフローラの中には、すんなりと入った。

　だが、その青い目に涙が浮かんでいるのを見て、俺は心配になった。

「大丈夫？　痛かった？」

「ううん、違うの。カズキさんとつながっているのが嬉しくて。やっと一つになれたんだもん♡」

「だいぶ待たせて本当にごめん」

「いいよ。でも……わたしを一番可愛がって、わたしに一番たくさん赤ちゃんを産ませてね？　んんっ♡」

　秘所を突かれながらフローラが、ふふっと笑う。

「一番たくさんって何人産むつもりなの？」

「今のわたしが十七歳で妊娠したら、三十七歳までに二十人は産めると思うの。ううん、もっと産んでみせるんだから」

「三十七歳のフローラさんも美人なんだろうね」

「そうだね。今のわたしよりも、もっとカズキさんに愛されるようになるんだから。あっ、やだっ、乳首いじめちゃダメっ♡」

　二十年後も俺の寵愛を受けたい。

　そんなことを言うフローラがあまりにも可愛くて、ついいじめてしまう。

　ツンと立った桜色の突起をきゅっきゅっとつまむたびにフローラは激しく反応する。

　子宮の奥を突かれ、「あんっ、ああんっ」とあえぐフローラは腰を振りながら、感じまくっているようだった。

「イクっ、イッちゃうっ……♡　カズキさんに愛されるのが気持ち良すぎるの……っ♡」

　俺もそろそろ限界だった。がつんとフローラの奥を突くと、フローラが「ああああっ」と甲高い声を上げる。

　やがて俺のものが怒張して、フローラも何をされるかわかったようだった。

「来て……！　カズキさんの赤ちゃんの素、いっぱいほしいのっ♡」

　フローラの言葉どおり、俺はその中へと欲望の証を放った。

　あっ、とフローラが快感に身を委ゆだねるように、目を閉じる。

　どくんどくんと俺の子種がフローラの中へと注がれていく。

　やがて射精を終えると俺は自分のものを引き抜いた。結合部から愛液と精液の混じった糸が引く。

「あついの……いっぱい♡」

　うっとりとした調子でフローラは言い、満足そうな表情を浮かべた。

　だが──。

「え？」

　俺のものがふたたび大きくなっていく。フローラは混乱した様子で俺を見上げた。

　びっくりするのも当然だろう。普通なら、二回連続でなんてできない。

　だが、異世界転移の影響で俺の身体は常人より強くなっている。

　そそり立つペニスを見て、フローラが目を大きく見開く。

「か、カズキさん。ちょ、ちょっと休憩しない？」

　怯えたようにフローラはベッドの上で起き上がり、後ろ向きになって立ち上がろうとする。

　だが、俺はそこに襲いかかった。

「えっ、ダメええっ♡」

　四つん這いで背を向けるフローラに、その豊かな胸を鷲掴みにして好き放題揉みしだく。

「そんな乱暴に……ひうっ。あっ、あああああああああっ!?」

　胸から手を離して、腰をつかみ背後からガツンと挿入する。

　フローラが「あーっ！」と叫び声を上げる。

　秘所を突く度にフローラの胸がまるで鐘のようにゆさゆさと揺れる。その光景が俺の支配欲を掻き立てた。

「これから二週間フローラさんだけを愛するけど、耐えられる？」

　俺の問いに、フローラは答えなかった。答えられなかったのだ。

「あっ、激しすぎっ♡　ダメええっ、もう限界だからっ！　あっ♡　ああああっ♡　いやああああああっ♡」

　二回目の挿入で激しく蹂躙され、しかも触手のせいで媚薬漬け。

　フローラはもはや正気を保つことすら難しそうだった。

　それでも、俺はフローラの身体を求めてしまう。フローラは俺が最も必要とする人間だから。

　隅っこで顔を赤くしながら眺めていたエリカとクラリスが顔を見合わせているのがちらっと見えた。エリカが「お邪魔みたいだし、出よっか」と言うと、クラリスもこくこくとうなずいて部屋から出て行ってしまう。

　こうして、俺とフローラは本当に二人きりになった。

　二人きりのときのフローラは皇后ではなく……俺に犯され、子を孕まされる女の子だ。
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「あーっ♡　あああああああああっ♡　やだああああああっ♡　気持ちいいっ♡　気持ち良すぎておかしくなっちゃうっっ♡　ああああああっっ♡　カズキさん♡　カズキさんっっ♡」

　そうして俺はフローラが気を失うまで四回も彼女のなかに子種を放ち、子作りを繰り返した。







エピローグ




　結局、フローラは一日も経たないうちにギブアップした。つまり休ませてくれるように懇願し、俺の性欲解消のために他の女の子を部屋に招き入れることに賛成したのだ。

　ドレス姿のフローラは、むうっと頬を膨らませる。

　俺とフローラは皇帝執務室で机を挟んで座っていた。

「カズキさんに愛されるのは嬉しいけど、このままだとわたしが壊れちゃうもん。カズキさんのけだもの……」

「無理させたのは悪かったけど、もともとはフローラさんの要望だったからね？　それに、皇帝陛下をけだものって呼ぶなんて、悪い皇女様だ」

「あっ、やだっ。いじわるしないでっ」

　俺は立ち上がってフローラの背後に立つと、ドレスの上から胸をまさぐり乳首をつまんだ。

　フローラは「んんっ」と身悶えする。

　今度は秘所に指で触れると、もう濡れていた。

「フローラさんも淫乱な皇女様になったよね」

　俺がからかうように言うと、フローラさんは首を横に振った。

　てっきり『淫乱』という部分を否定するかと思いきや、

「もうっ。皇女様、じゃなくて『皇后』なんだからね」

「怒るとこ、そこ？」

「大事なことなんだもん。皇女はエリカたちもそうだけど、皇后はわたし一人だけ。わたしだけがカズキさんの一番の奥さんなんだから。ね？」

　くすっとフローラが笑う。

　そう。そのとおり。

　俺の皇后はフローラだけだ。

　やがて、部屋の扉がノックされ、二人の少女が入ってくる。

　茶髪の美少女……一人は大人びた身体つきで、もう一人はやや幼い。

　アイリスとクラリスのメイド姉妹だ。

　フローラだけでは俺の子作りに耐えられないということで、二人に来てもらった。

　姉妹そろって奉仕してもらおうと思ったのだ。

　ただ、二人はいつものメイド服ではなく、専用の奉仕服……すけすけの下着のような服を着ていた。

　アイリスは、ふふっと余裕の笑みを浮かべているが、ほんのりと頬は赤い。クラリスは顔が真っ赤で、手で身体を隠そうとしている。

　そっくりの美人だけれど、年齢が十九と十六なので印象はかなり違う。

「二人ともよく来たね」

「専属メイドとしてご奉仕に参りました」

　アイリスはそう言うと、俺の前にひざまずいた。クラリスもおずおずとそれを真似する。

　俺はフローラを解放すると、自分の下半身を露出させた。

　俺のものを見て、アイリスは微笑み、そして、そっと舌を這わせた。

　クラリスはおろおろとしている。

「ね、姉さん……。わたしもするの？」

「もちろん。そのための専属メイドでしょう？」

「わ、わかってるけど……きゃっ」

　俺はそんなクラリスの胸をそっと撫でる。露出度の高い服だから、胸の谷間も直接触れられる。

　クラリスは、かあっと赤くなった。あんなに可愛がって、あんなに乱れていたのに、まだ恥ずかしいらしい。

「お姉さんみたいに、ちゃんとご奉仕しないと」

「わ、わかりました……」

　クラリスもたどたどしく、俺のものを舐め始める。

　左右から美少女姉妹に奉仕され、俺は最高の気分だった。

　そう。こんなことは現代日本ではできないことだ。

　俺が皇帝でいるかぎり、彼女たちと子作りすることが俺の責務でもある。

　だが──。

　この先も俺はただ、こうして子作りをしているだけでいいのかは考えたほうがいいのかもしれない。

　なんといっても、俺がこの国の皇帝であるためには、国が安定していないといけない。

　俺は皇后フローラを支え、国をより良くするために何ができるだろう？

　そのあいだにも、アイリスとクラリスは俺のものをぺろぺろと舐め続けていた。

　俺に熱心に奉仕する可愛い少女たちを守るために──ここにはいない幼い貴族令嬢リディア、フローラの母ユノさん、そして皇女の妹エリカたちを守るために俺は何ができるだろう？

　そんなことを考えていたら、アイリスが俺のものから唇を離した。

　そして、くすりと笑う。

「そういえば、カズキ様。ご報告することがあります」

「え？」

「畏おそれ多いことなのですが……私のような卑いやしい女には身に余る光栄です」

「もしかして……」

「はい。カズキ様の子を妊娠しました」

　目をきらきらとさせて、とても嬉しそうにアイリスはそう言った。

　あれだけ毎日のように犯して子種を注いでいたのだから当然だけど、事実として聞くとやっぱり感慨深い。

　俺の初めての子はアイリスが産むのか……。

　それにしても、だいぶわかるのが早い気がするけど……。

「そういう魔法があるんです。状況によりますけど、数日から一週間で妊娠したかがわかります」

「へえ、便利だね……」

「クラリスにも今度魔法を使ってみますね。妹ともども可愛がってください」

　アイリスは、くすりと笑って言う。つまり、クラリスも妊娠している可能性が高い、とアイリスは思っているようだった。

　それは事実だ。クラリスにも中出ししたし、孕んでいる可能性はある。

　そして、今からも子作りをするのだから。

　フローラが突然、ドレスを脱ぎだした。ぎょっとして俺がフローラを見ると、フローラは俺をジト目で睨む。

「め、メイドにばっかりデレデレするのはダメなんだから」

「で、でもフローラさん。体力がなくなったんじゃ……？」

「そ、そうだけど……目の前でいちゃつかれるのは我慢できないの。だから──わたしも参加する！」

　フローラは可愛らしいピンクの下着姿になると、俺の前に膝をついた。そして、クラリスたちとともに、俺のものを舐め始める。

　十九歳、十六歳、そして十七歳の少女の舌が、俺のものを刺激する。

　やがて俺のものが怒張し、びくんびくんと震え──暴発した。

　フローラ、アイリス、クラリスの顔にびゅるびゅるっと白濁液がかかる。

　フローラはびっくりした様子で、アイリスは嬉しそうに、クラリスは恥ずかしそうにそれを受け止めていた。

　そして、三人の少女は俺を上目遣いに見る。

「誰から可愛がるの？　ご主人さま？」

《了》







特別収録　真面目な護衛の女の子




「ふわああああああっ♡　ダメ、ダメええええ♡　そこ、気持ちよすぎるのおおおっ♡　あああああっ♡」

　銀髪碧眼の十七歳の美少女がベッドの上に四つん這いになり、背後から俺に犯されてあえいでいる。

　皇女フローラ、いや、皇后フローラは一糸まとわぬ姿で、俺に胸を揉みしだかれ、秘所は俺のものに突かれ、ただの発情した雌となっていた。

　広いベッドの隣には、十九歳のアイリス、それに十六歳のクラリスのメイド姉妹が倒れている。

　二人ともまだ少女と言ってよい年齢で体力は有り余っているはずなのに、俺に弄ばれすぎて気を失ってしまったらしい。

　仰向けにぐったりとしていて、姉妹揃って幸せそうに秘所から白濁液を垂れ流している。

　まあ、転移者である俺の精力がチートなだけなのだが。

　最後まで粘っているフローラもそろそろ体力の限界みたいだ。

「大丈夫……？　フローラさん？」

「へ、平気……！　だって、気持ちいいし……あんっ♡　あああああっんっ♡　それに……カズキさんの子供、早く産みたいんだもん♡　あんっ♡　あっ♡　ああああっ♡」

　可愛らしく甘えるようなフローラの言葉に、俺のものが熱く怒張する。

　アイリスが俺の子を妊娠したから、フローラも焦っているのかもしれない。

　なら、徹底的に可愛がってあげないと。

　俺が、ずんと奥深くを突くと、フローラが「ひゃうんっ」とひときわ甲高い声を上げる。

　乳首をきゅっとつまむと、フローラはびくんびくんと震えた。

「あっ♡　あああああっ♡　やんっ、あっ♡　あっ♡　あああああっ♡　来ちゃう、熱いの来ちゃうううう♡」

「どうしてほしい？」

「中に出して！　カズキさんの赤ちゃんの素、いっぱい注いでほしいのっ！　あっ♡　イク♡　イッちゃうううううっ♡」

　俺のものがフローラの中で暴れ回り、白い欲望の証を吐き散らした。

　ああっ、と切ない声を上げ、フローラはぐったりと倒れ伏す。俺も自分のものをフローラの中から抜く。

　フローラは他の二人みたいに気を失うか、体力が切れて動けなくなるかと思いきや、しばらくして起き上がる。

　大きな胸がぶるんと揺れ、銀色の美しい髪がふわりとなびく。

　そして、ふふっと笑った。

「お掃除するね」

　なんて言って、フローラはためらうことなく、俺の肉棒に舌を這わせる。

　十七歳の皇女殿下自ら、だ。まあ、今は俺の妻、つまり皇后なのだけれど。

　ぺろぺろと俺のものを舐めながら、フローラが「そういえば」とつぶやく。

「カズキさんにも、護衛の子が必要だと思うの」

「護衛？　なんでまた……？」

「皇宮は安全な場所だけどね。でも、貴族の陰謀とかもあるし、突然のテロとかもあるといえばあるの。だから、一人ぐらい護衛の女の子がいたほうがいいかなって」

「へえ、女の子なんだ？」

「男の人はほとんどいないし。でも、男の子の方がいい？」

　俺は首を横に振った。

「後宮、つまりフローラやアイリスたちがいる場所にまで他の男を連れ込むわけにもいかないよ」

「そっか、それもそうだよね」

　中国の後宮もそうだけれど、基本的に皇帝の妻たちが寝起きする場所は男子禁制だ。そうじゃないと、万一とはいえ、間違いが起きかねない。もちろん、アイリスたちが俺を裏切ったりはしないと思うけど、襲われる可能性もなくはない。

　それに、気まぐれに手をつけた女官の子が妊娠したとき、本当に俺の子なのかもわからなくなる。

　あと、護衛の子も女の子なら、手出し可能ということでは……？

　フローラがジト目で俺を睨む。

「なにか悪いこと考えているでしょ～？」

「い、いや……別に護衛の女の子を妊娠させようとか、そんなこと考えてなくて」

「絶対、考えてたでしょ!?」

　ぷんぷんとフローラが怒る。ご機嫌斜めになりながらも、俺のペニスを舐めているのは不思議な感覚だ。

「んっ、ちゅぷっ……護衛の子が妊娠したら、カズキさんを守れなくなっちゃうでしょ？」

「あっ、たしかに……」

「それに、護衛の子は命に代えてでも、凌辱されてでも、皇帝の命を守る必要があるんだよ。ちゅ、んっ……だからね、愛人みたいな立場にすると、いろいろとつらいと思うの」

　実際、先代皇帝の護衛の一人は十四歳ぐらいの女の子だったらしい。

　アエリアという名前の彼女は、天才少女として知られて実力も抜群な剣士。可憐な容姿で人気も高かった。

　そして、彼女は皇帝の愛あい妾しようの一人となった。かなり寵愛されていたらしい。

　だがアエリアは、あるとき任務中に敵国の兵士たちに拉ら致ちされた。救出されたときには誰が父親かわからない子供を孕まされていたらしい。

「そういうことがあったから、護衛の子に手を出すのはおすすめしないな。もちろん、今はそんなこと起きないと思うし、ダメってわけじゃないけど……」

　たしかに、自分の側室や妾が同じ目に遭ったら、と想像するとぞっとする。

　もちろん、フローラたちも貴族の反乱とかで危険な目に遭う可能性はあるわけだけれど、護衛ともなればその危険度は跳ね上がる。

　フローラが勧めない理由も理解できる。

　彼女は他の女の子たちに嫉妬することがあっても、基本的には俺に多くの側室や妾を持たせて子供を作らせようとしているはずで。

　そのフローラがそう言うのなら、その方針に従った方が良いだろう。

　だいたい、フローラに断らずにクラリスに手を出したせいで大変な目に遭ったわけだし。

　明確に「やめてね？」とお願いされている相手なら話は別だけれど、話し合いで今後は自由に皇宮の女の子に手を出していいとは言われている。護衛の子と子作りするのも、フローラとしては禁止するつもりはないらしい。

　ただ、そういう事情なら、その護衛の子には手を出さないでおこう。

「それに、ちょっと気難しい子なんだよね。わたしみたいにお〇んちん舐めたりはしないと思うよ？」

　フローラはひとしきり俺のものを舐め終わると、くすりと笑った。

「フローラさんはサービス精神旺盛だよね」

「だって、わたしの結婚相手のカズキさんだもん。今度は何してほしい？」

「じゃあ……もう一度、子作りかな？」

「えっ、ちょ、ちょっと。きゃあっ」

　俺は目の前のフローラに襲いかかり、押し倒してしまう。

　質感のある胸がぶるんと揺れる。今度は正常位だ。

「あっ、もうっ、ダメだってば……カズキさんっ。あんっ」

　乳首をこりこりっとつまむとフローラが敏感に反応する。

「ダメかな？」

「ダメじゃないけど、さすがに体力も限界かも……」

　と言われても、我慢できないのが悲しいところ。「ふわああああああっ」とあえぐフローラに覆いかぶさってしまう。

　ところが、そのとき部屋の扉がノックされた。

　俺はフローラをいじめる手を止めた。そういえば、そろそろ朝だ。

　残念だけど、フローラには公務もあるし、アイリスとクラリスにはメイドの仕事もある。イチャイチャばかりもしていられない。

「どうぞ」

　俺が答えると扉が開き、そこには二人の少女がいた。

　一人はまだ幼いといっても良いぐらいの子だ。金髪金眼。胸もお尻も慎ましやか。十三歳なのだから当然だけど。彼女は俺の側室のリディアだ。

　貴族令嬢であり、アイリスたちより一段上の立場にある。当然、俺たちの寝室にも自由に立ち入る権限がある。

　彼女は俺たちの様子を見て、顔を赤くする。全裸のメイド二人があられもない格好でベッドに横たわっていて、俺はフローラを今にも犯そうとしていたところだったし。

　リディアは、むうっと頬を膨らませる。

「みんなずるい。今日の夜はあたしも可愛がっていただきたいです」

　そんなふうにリディアは甘える。俺がぽんぽんと彼女の髪を撫でると、えへへとリディアは嬉しそうな顔をした。

　今日の夜はリディアの番かな……。もう一人ぐらいいてほしいけど、誰がいいだろう？

　そんなことを考えた後、リディアの後ろにもう一人女の子がいることを思い出した。

　茶髪のショートカット。活発そうな見た目の子だ。すらりと背が高く、少し気が強そうだけど美人。

　年齢はリディアより年上、フローラやクラリスと同じぐらい……つまり、十代後半だろう。

　特徴的なことは、彼女がびしっと決まった制服……というより黒の軍服に身を包んでいることだ。スタイルも抜群だから、大きな胸が軍服を押し上げている。

　そして、腰から剣を提げている。

　彼女は、にやりと不敵に笑った。

「はじめまして、皇帝陛下。私は殿下の護衛を務めることになるユリアと申します」

「ああ、君が……ずいぶん可愛い子が護衛だね」

　俺は、ついそう言ってしまう。現代日本ならセクハラ発言だった。

　だが、この世界では問題にならない。男の少ない世界で、俺は皇帝なのだから。

　ユリアという少女は肩をすくめた。

「お褒めいただきありがとうございます。ですが、私は容姿が優れただけの女ではありませんよ。身体で殿方に奉仕することしかできないメイドとは違います」

　裸で気を失っているアイリスとクラリスを軽蔑するようにユリアは見る。

　気位が高いのは悪いことじゃないが、それが他人への見下しにつながるなら問題だ。

「二人は俺の大事な専属メイドだよ。悪く言わないでくれるかな」

「悪くは言っていませんよ。ただ、役割が違う、ということです」

　ユリアは淡々と言う。

　俺はフローラをちらりと見ると、フローラは苦笑した。

「ごめんね。悪い子じゃないんだけど、プライドが高いの。この子のお母さんは貴族で、しかも先代皇帝……つまりお父様の護衛だったの」

　なるほど。代々、皇帝の護衛を務める家柄、というわけか。

　それにしても美人だなあ。なんとかして、側室にしたいけれど……。

　フローラが俺を見て、頬を膨らませる。

「さっきも言ったけど、手を出さない方がいいよ。まあ、ユリアみたいな性格の子なら心配ないだろうけど」

「ご安心ください。皇后陛下。私は殿方に抱かれたいなど、一度も思ったことはありませんから」

　そう言うユリアは自信たっぷりだった。男嫌いなのだろう。

　なんなら、俺に抱かれているフローラのことすら軽蔑しているのかもしれない。

　ただ、フローラはあまり気にしていなさそうだった。

「護衛の子が妊娠したら困っちゃうものね。カズキさんもユリアを手籠めにしないように気をつけてね」

「無理やりはしないよ。というか、軍人さんなら、俺が返り討ちにされるんじゃない？」

「軍人だからこそ、カズキさんの命令には逆らえないよ。皇帝陛下に手を上げたら、死刑だもの」

　さらっとフローラは言う。

　俺はぎょっとした。ただ、たしかに中国の皇帝とかも神聖不可侵なわけで……。

　言われてみれば、そうなんだろう。俺はこの国の君主なのだから。

　ユリアは平然としていた。

「もちろん皇帝陛下のご命令とあらば、私は逆らえません。ですが、無理やり貞操を汚されたら、潔く自害するでしょう」

　男性が少なく、皇帝に寵愛されることは最高の名誉である皇宮にこういう発想の女の子がいるのは驚きだ。

　まあ、エリカも男嫌いだったけれど、あれはエリカの目の前で父親の先代皇帝が強引に母親のユノさんを犯したのが原因だったわけで……。

　ユリアにも何か理由があるのだろうか？

　なら、その理由を解決すれば、ユリアを側室にできるかもしれない。かなり可愛い子だし、いつもそばにいるのだから、手を出してしまいたいところだ。

　けれど、ユリアは俺の考えに従うつもりはないだろう。

　さて、どうしたものか？
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　ユリアによる護衛が始まって困ったのは、四六時中、彼女が一緒にいることだ。

　仕事熱心なのはいいけれど、これではユノさんとの密会もできない。皇后フローラの母、ユノさんと関係があるのは今のところ秘密だからだ。

　しかも、俺が別の女の子を寵愛しているときにも、ユリアは部屋にいる。

　ここ数日、ずっとだ。

「あんっ、あああああっ。ダメ、ダメええええっ。カズキ……そこ、気持ち良すぎっ」

　今夜は皇女のエリカだけを呼んで、ベッドの上に組み敷いていた。十五歳の少女は仰向けで必死に腰を振り、真っ赤な顔で俺を受け入れている。

　もうすっかり俺に女にされてしまった。

「最初はあれほど嫌がっていたのに、変われば変わるものだね」

　俺にガンガンと肉棒を出し入れさせられるエリカが、「あああっ♡」とあえぐ。

　媚びるようにエリカは俺を見上げる。

「カズキの赤ちゃん……早く欲しいの。お姉ちゃんより先に妊娠するんだもん。あんっ♡　ひうっ♡」

　俺がその桜色の乳首をつまむと、エリカがびくんと身体を跳ねさせる。

　そのまま俺のものが怒張し、エリカの中に精液を放つ。

「あっ……」

　幸せそうにエリカが俺のものを受け入れる。

　その様子をユリアはじーっと見ていた。彼女の方をちらっと見ると、口にこそ出さないが、「くだらない」と感じていそうなのは明らかだった。

　エリカが身を起こすと、ユリアを咎とがめるように見る。

「そんなに見たくないなら、部屋の外にいればいいのに」

「任務ですから」

「ふうん。本当は興味津々なんじゃないの？」

「私は殿下とは違います」

「なにそれ？　あたしが淫乱って言いたいの？」

　二人がバチバチと視線で花火を散らす。もともとは真面目で男嫌いだったという意味では似た者同士だからなのか、かえって反発しあってしまうらしい。

「まあ、殿下のご希望とあらば、私は外にいますが」

　冷たく言うと、ユリアは部屋から出ていこうとする。ところが、ユリアはなにかにつまずいたのか、よろめいた。

　俺は慌てて彼女を抱きとめようとする。

　ところが……。

「きゃっ」

　ユリアが可愛らしい悲鳴を上げた。初めて女の子らしい反応を見た気がする。

　抱きとめたものの、俺は背後からユリアの胸を鷲掴みにする形になってしまった。

　むにゅっとした感覚がする。かなりの質感だ。着痩せするタイプなのか、外見よりも大きいような……。

　しかし、ユリアは何が起こったか理解できなかったらしい。

「は、放して！」

　じたばたと彼女は暴れ出す。よほど男に触れられるのが嫌らしい。俺がなだめようとすると、彼女は錯乱した様子で逃れようとする。

　その拍子に彼女の手が俺の頬を打ってしまった。

「あっ……」

　ユリアは小さな声を上げ、その場がシーンと静まり返る。

　俺と裸のエリカは顔を見合わせた。

　エリカは小声で言う。

「カズキは皇帝陛下なのよ？　そのカズキに臣下のユリアが手を上げたってことは……」

　ユリアは処刑。そういうことになる。

　ユリアは顔を真っ青にしていた。

「違うんです。今のは……事故で……」

「お姉ちゃんがそんな言い訳、許すと思う？」

　エリカに問われてユリアは黙ってしまった。

　たしかにフローラなら、事故とはいえ、俺が殴られたと聞けば、容赦しないだろう。

　クラリスへの「浮気」のときはあれだけ我を忘れて怒るような子なわけだし。

　エリカがちらっと俺を見る。

「実際、どうするかはカズキ次第だと思うけど」

「ああ、なるほどね」

　実際、ある程度の罰は与えないと示しがつかない反面、本当に処刑までする必要はないこともあるのだろう。

　幸い、ここにいたのは俺とエリカ、ユリア自身だけだし。とはいえ、簡単に許してしまうのもつまらない。

　あの強気だったユリアが、失敗を犯したせいで、びくびく震えて怯えている。犯されたら自害する、なんて言っていたけど、実際にはそんな勇気はないのだろう。

　さて、どうしたものか。

　美少女を殺す趣味はないし、事故なのでそんなに責めるつもりもない。

　なら、罰の代わりに「抱かせろ」と言っても良いわけだが、それも工夫がなくてつまらない。

　俺は名案を思いついた。
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「な、なんですか？　これ……」

　寝室で、ユリアが恥ずかしそうに服の裾を引っ張る。

　今、ユリアが着ているのは軍服ではない。

　透けたネグリジェのような服一枚だ。身体はなんとか胸から下腹部まで隠せているものの、丈がかなり短いので、きれいな白い脚が見えてしまっている。

　しかも布地がかなり薄いので、乳首や恥毛まで見えてしまっている。

　一方、俺もバスローブのみを着ていて、当然、その下は裸だ。

　俺は微笑んだ。

「こないだ俺を殴ったお仕置きだよ」

「は、破廉恥なことをするつもりなんですね？」

「いやいや、女の子らしい格好をしてもらって、今日一日中、俺の命令を聞いてもらおうと思っただけだよ」

「陛下のご命令なら、いつでも私は従う立場ですが……」

「そうじゃなくて、君自身が心から奉仕してくれないと意味がないからね。まずは……」

　俺は、すっとテーブルと椅子を指差す。そこには四角い酒のガラス瓶とグラスが二つ置いてある。

　俺が椅子に座ると、向かい合った席に彼女がおずおずと座った。

　今、ここにいるのは二人きり。

「まずはお酌かな」

　ユリアは慣れない手つきでウイスキーのような濃い色の酒をグラスに注ぐ。

　俺もユリアのグラスに酒を注いだ。

「私も飲まないとダメですか……？」

「もちろん。この世界では十五歳からお酒は飲めるみたいだし」

　十代前半でも子供を作ることが当たり前な世界だ。現代日本とは常識が違う。

　ただ、ユリアはあまり酒を嗜たしなまないらしい。

　一口飲んでむせていた。まあ、かなり強い酒だし。

　俺が平気で飲めるのは、転移したときに身体が強化されているからだ。

「ユリアはなんで軍人になろうと思ったの？　お母さんの影響？」

「はい。母は私の憧れの人でしたから」

　ユリアは答えながら、酒をちびちびと舐める。

　そういえば、ユリアの父は誰なのだろう？

　ユリアはすぐに酒に酔ってしまったようだった。顔が赤くなる。

　もっとも顔が赤いのは酒のせいだけじゃない。

　実は媚薬もたっぷりと入れてある。

　上気した頬でユリアが、ぽーっと俺を見つめる。

「意外と美味しいですね、これ……」

「そうそう。酒は美味しいものだよ」

「私、軍人ですからお酒を飲むと任務にも差し支えますし、訓練にも支障が出ますから……」

「たまには息抜きしてもいいんじゃない？　試してみれば意外と良いものは他にもあるかもしれない」

　ユリアはしばらく考え、こくりとうなずいた。

　やけに素直なのは俺を殴った罪悪感か、それとも酒と媚薬のせいだろうか。

　軍服を着ていないからかもしれない。あれは彼女の心を守る鎧のようなものだったとも言える。

　ともかく、悪い雰囲気じゃない。

　しばらく酒を飲んだ後、俺は言う。

「じゃあ、次はマッサージしてもらおうかな」

「は、はい……」

　俺がベッドに仰向けになり、服の前をはだけて半裸になる。すると、ユリアは素直に俺の身体に触れた。

　彼女の手がぺたぺたと俺の肌を触る。

　やったことないだろうから、これがマッサージなのかどうかは若干怪しいような手つきだった。

　それでも目の前でユリアの大きな胸が揺れる光景は絶景だ。

　ぶるんぶるんと胸を揺らし、桜色の乳首もピンと立っている。

　俺の視線に気づいたのか、ユリアが恥ずかしそうな顔をする。

　それから、俺のものがそそり立っているのを見て、うろたえた表情をした。

「やっぱり、エッチなことを考えているのですね！　最低ですっ！」

「皇帝に最低なんて言っちゃダメだよ」

　はっ、とした表情でユリアは口を押さえる。この娘、しっかり者のようで抜けているな……。

「罰として今度は俺がユリアをマッサージしてあげるよ」

「あっ、それはおやめくださいっ、あああっ、ダメええええっ」

　俺はユリアをそのままベッドの上に押し倒し、その柔らかな胸を揉みしだいてしまう。

　ひうっ、とユリアが悲鳴を上げる。

「ダメですっ、こんな辱はずかしめっ……」

「今日のユリアは俺の言うことをなんでも聞く約束だよ」

「ですが……あうっ。いや、いやあああああああああっ」

　服の上から乳首をつままれ、ユリアは激しく反応する。媚薬のせいだろう。

　だが、同時に激しく抵抗もする。

　俺はユリアの秘所に指を入れ、くちゅくちゅとかき回す。

　あんっ、とユリアがあえぐ。

「ずいぶん濡れているよね。期待していたの？」

「そんなわけありません！　こんなことされても私は……ああああああああっ、ダメええええっ」

　秘所をいじられ、ユリアは声を抑えられない様子だった。強力な媚薬を混ぜているのだから、当然だ。

　ただ、ユリアと同じ酒を飲んだのは俺も同じで……。

　本当は一刻も早くユリアと子作りをしたいのだが……。

「これは、ただのマッサージだよ」

「そんなわけありません！　これはせっ、いえ、こ、子作りではありませんか!?　あっ、ひゃうっ、ちゅぷっ、んっ……」

　強引にキスをすると、ユリアは案外大人しく受け入れてしまう。

　しばらく俺は十七歳の少女とのキスを楽しむと、解放する。

「こ、こんなことされたら。私……」

　はぁはぁと荒い息遣いの彼女に、俺は問いかける。

「本当に自害する？」

「それは……」

　おそらく彼女にはできない。処刑されると聞いてあれだけ怖がっていたのだ。辱められたら自害するというのも強がりだろう。

　だけど、無理やりは避けたい。エリカのときも最後は彼女が自分から奉仕するようになった。

　ユリアにもそうなってほしいのだ。

「お酒みたいに試してみれば、案外良いものかもしれないよ」

「そ、そういう問題ではないのです！」

「なら、どういう問題？　それは君のお母さんと関係がある？」

　俺の問いかけに、ユリアは迷った様子で、でもしばらくしてうなずいた。

「私の母の名前はアエリアといいます」

　その名前には聞き覚えがあった。フローラが言っていた、先代皇帝の護衛で、愛人でもあった女性のはずだ。

　だが、敵国の兵士にさらわれ、凌辱された、と。

　ユリアは言う。

「んっ、母はとても優秀で美しい少女だったそうです。ですから、先帝陛下の寵愛も受け、そして敵の男たちの慰み者にもなったのです、あんっ」

　俺に秘所と乳首をいじられながら、ユリアは言う。もはや抵抗もしない。

　そういうことだったのか。それはたしかに男嫌いにもなるだろう。

　だが、それだけが原因ではないらしい。

　アエリアは先帝……自分の主君であり恋人が救ってくれると信じていた。二年間、数百人の兵士に弄ばれ……二度妊娠もした。

　牢の中で「剣を握るよりもオレたちの剣を握っていた方がお似合いだな」と嘲笑されながら、昼夜を問わず犯されても。

　彼女は先帝を信じていたのだ。

　だが、救出された彼女を、先帝は二度と抱こうとはしなかった。二人目の子を孕み、お腹が大きくなっていた彼女は、先帝にとっては敵に汚された女にすぎなかった。

　もちろん、男の少ないこの世界で、傷物となった少女が結婚できるはずもない。貴族ではあったため暮らしには困らなかったが、十六歳のアエリアは蔑まれながら、二人の娘を育てることになったという。

　その娘のうち、長女がユリアなのだ。

「だから、私は……母みたいな思いをしたくはないんです！　皇帝陛下に抱かれたりしません！　敵に捕まったら自害します！　それが私の……ああああああああっ」

　俺はユリアの服をびりっと破いた。

　裸の胸を鷲掴みにする。

「約束するよ。俺は先帝のように君を見捨てたりしない。それに、君が敵に犯されることはないよ」

「どうしてそんなことが言えるんですか!?」

「俺が君を守るから」

「あっ……」

　俺のものがユリアの秘所に押し当てられる。

「信じて良いのですか？」

「もちろん」

「なら……私は陛下のものです。身も心も」

　ユリアが、ぎゅっと目をつぶる。

　その言葉を合図に俺は自分のものをユリアに挿入した。

「ああああああああっ、なにこれっっ……なにこれええええっ♡」

「これが子作りだよ」

「なんでこんなに気持ちいいのっ♡　な、なんでえええっ♡」

　媚薬のせい、だけではない気がする。

　もともとユリアはこういうことにも興味があったのかもしれない。

　同じ部屋にいて、俺とフローラ、エリカ、アイリスたちとの子作りをずっと見ていたのもそれが理由だろう。

「子作りするのが女の子の幸せだからさ。フローラさんやエリカ、アイリス、クラリス、それに君も君のお母さんも何も変わらない」

「そんなこと……あうっ！　奥、深いいいいっ♡」

「ね、試してみたら良かったよね？　違う？」

「そ、そうですけど……ひゃうっ♡　あん♡　ああああああああ♡　あっー♡」

　ユリアの秘所が俺の肉棒に掻き回され、くちゅくちゅと淫らな水音を立てる。

　乳首をきゅっきゅっとつまむと、より甲高い声を上げる。

　もはや護衛の少女ではなく、ユリアは一匹の雌へと堕ちていた。

「どうしてほしいか、言ってごらん」

「な、中に……♡　なかにほしいです！　陛下の熱いもの、私の子宮に……あっ♡　ああああああああ♡　イクっ♡　イクううううっ♡」

　ユリアが甘い声で叫び、同時に俺のものが暴発し、その秘所の奥へと白濁液を注ぐ。

　俺のものが震え、どくどくとユリアの子宮を白い欲望の証で染めていく。

　ユリアは気持ちよさそうに「ああっ、わ、私……♡」とつぶやき、そして、ぎゅっと俺に抱きついた。

　大きな胸が俺の身体に当たり、その温かさが心地よい。

「これから、私は……どうすれば良いのですか？」

「君がしたいようにすればいいさ」

「なら、私は陛下の護衛を続けます」

　ユリアがベッドから起き上がって言う。そして、微笑んだ。

「でも、同時に陛下の側室としてもお仕えするつもりです。それを……お許しいただけますか？」

「心境が変わったのかな？　俺の子供を産みたくなった？」

「はい。だって、あんな気持ちいいことを知ったら……あんっ♡」

　俺がふたたびユリアの胸を揉みしだくと、ユリアは身をよじり、嬉しそうな表情を浮かべた。

　こうして俺に側室兼護衛の少女ができた。

　彼女が妊娠して、別の護衛の女の子が必要になるのは、また別の話。




《特別収録　真面目な護衛の女の子／了》
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　はじめまして、軽井広です。はじめましてでない方は誠にありがとうございます！　簡単に自己紹介すると、もともと私は『小説家になろう』で小説を書いていまして、そのいくつかを書籍化やコミカライズしていただきました。他にも書き下ろしで漫画原作や小説を書いたり、カクヨムなど別の小説投稿サイトにも投稿したりしています。、お読みいただければ……！　特に、クラスメイトの美少女がメイドになって同棲奉仕してくれる漫画原作作品『キミの理想のメイドになる！』は連載始まったばかりなので、ぜひ応援いただけると大変嬉しいです。

　今回の『異世界に転移したら、美少女皇女と結婚して皇帝になったので、のんびりハーレム生活を楽しみます』、は初めてのノクターンノベルズからの書籍化でして、ちょっぴりエッチな作品です。ちょっぴりというか、かなりエッチな作品ですね!?　美少女のお姫様＆メイドたちに大胆に子作りを迫られる……という願望百％の内容です！

　実は他社様でも書籍化検討のお話はあったのですが、エッチシーンを諸々削らないといけなさそうだったところ、ブレイブ文庫様では「いいぞ！　もっとやれ！」ということだったのでエッチシーンをかなり加筆させていただきました。ありがとうございます！

　また、なんと同日に『落ちこぼれ魔剣士の調教無双～クラスメイトの貴族令嬢たちを堕として、学院最強の英雄へと成り上がる～』も発売！　こちらもかなりエッチです。過去に義姉を強引に妊娠させてしまった少年が、学園の美少女クラスメイトを決闘で破り、次々と奴隷にして成り上がっていく……という王道エッチファンタジーです。ぜひぜひ合わせてご購入いただければ！　あと別のノクターンノベルズ掲載作品も他社様で商業化する予定があったりします。他にも書籍化やコミカライズできると良いですね……！

　さて、本作では高苗京鈴先生に大変可愛いフローラたちを描いていただきました。誠にありがとうございました！　表紙のフローラ＆アイリスが可愛くて色っぽくて素敵です！　ちらっと下着が見えているところも良い……！　他のキャラたちもどのキャラも可愛いのですが、特に妹メイドのクラリスのデザインがお気に入りです！

　また、八月刊行の『北欧美少女のクラスメイトが、婚約者になったらデレデレの甘々になってしまった件について』二巻に続き、本作をご担当いただいた韓様、関野様には諸々お世話になり、ありがとうございました。ブレイブ文庫様には『北欧美少女のクラスメイト』を受賞させていただき、『落ちこぼれ魔剣士』、『美少女皇女』もお声がけいただき大変感謝しています！　デザイン、営業や流通、書店等さまざまな形で本作に関わっていただいた方々にも厚くお礼申し上げます。ありがとうございました。

　そして、読者の皆様。お手にとっていただき本当にありがとうございます。もしよろしければなのですが、ＳＮＳ等で本作の感想やエッチさをつぶやいたりしていただければとても助かります。購入報告のみでも大歓迎ですので……！　皆様の応援が力になります……！

　なお、本作はコミカライズも予定されていますので、そちらもぜひ！

　では、またどこかで☆
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